
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　アスカとケイの役やく割わり分ぶん担たん







　ある日ひの、午ご後ご６時じ半はんすぎ。

　夕ゆう食しょくを食たべ終おわったあと、わたし──紅こう月づきアスカはリビングで、取とりこんであった洗せん濯たくものをたたんでいた。

　キッチンからは、水すい道どう水すいの流ながれる音おとがしている。

　ケイが、食しょっ器きを洗あらっているんだ。
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　いつのまにかなじんだ、わたしとケイの役やく割わり分ぶん担たんだ。

　夕ゆう食しょくは、お父とうさんがつくり置おきしておいてくれるか、ケイがつくってくれることもある。

　料りょう理りをつくるたびに、ケイの腕うでがあがっている気きがする。

　えっ、わたしはつくらないのって？

　……えーと。ほら。

　人ひとには、向むき不ふ向むきっていうのが、あるからさ。

「ねえ、ケイ。しばらく、レッドが動うごく予よ定ていってなかったよね？」

　わたしは、キッチンにいるケイにきく。

「ああ。いそぐものはない」

　ケイから、短みじかい答こたえが返かえってくる。

　怪かい盗とうレッドの仕し事ごとは、急きゅうに入はいることもあるけど、ほとんどは、ケイが自じ分ぶんの手てで計けい画かくをたてているみたい。

　だから、動うごく前まえには、ナビ担たん当とうのケイが調ちょう査さをしてて。

　そういうとき、実じつ働どう担たん当とうのわたしは、けっこうのんびりしてるんだよね。

　ケイが気きをつかっているのかもしれないけど。

　たたみ終おえた洗せん濯たくものを、それぞれの部へ屋やへはこぶ。

　お父とうさんのぶん、おじさんのぶん、ケイのぶんは、それぞれ収しゅう納のうの前まえにつんでおく。

　自じ分ぶんルールがあるだろうから、しまうのは自じ分ぶんでやってもらったほうがいいからね。

「はい、おしまい！」

　わたしの服ふくを、自じ分ぶんの収しゅう納のうにしまって引ひき出だしをしめたところで、ケイがキッチンから、こっちの部へ屋やにやってきた。

「こっちも終おわった」

　ケイはそのままパソコンの前まえにすわると、作さ業ぎょうをはじめる。

　あいかわらず、いつもいそがしそうだな。

　わたしはリビングで、テレビ見みようっと。

　部へ屋やを出でようとしたとき。

　ケイが「んっ」と、小ちいさく声こえをもらした。

　わたしは足あしを止とめて、ケイを見みる。

「どうかした？」

「……今いま、ラドロから連れん絡らくがあった」

　ケイが答こたえる。

「ラドロって、有あり栖すちゃんから？」

　わたしは、たずねる。

　盗とう賊ぞく組そ織しきラドロ。

　その中なかでも、幹かん部ぶの１人ひとりで、10歳さいの天てん才さい画が家かでもある宝ほう条じょう有あり栖すちゃんは、事じ件けんとかでいっしょになるから、よく知しっているんだ。

「いや。送そう信しん主ぬしは、ラドロのボスだ。正せい確かくには、ラドロのボスの使つかいから、だが」

「なにか、タキオンの動うごきがあったってこと!?」

　わたしの全ぜん身しんに緊きん張ちょうがはしる。

　ラドロとレッドは、対たいタキオンにたいしてだけ、協きょう力りょく関かん係けいを約やく束そくしてる。

　ボスから連れん絡らくがあるなんて、いい予よ感かんがない！

「『明日あすの夜よる、話はなしがしたい。至し急きゅうの用よう件けん』だそうだ」

「至し急きゅうって、いそぎってことだよね！　なにかあったってことかな。ケイは知しってる？」

　わたしは、ケイに確かく認にんする。

　ケイなら、ラドロがなんの話はなしをしてくるのか、知しっていそうだし。

「いくつか、気きに留とめていることはある。そのどれかかもしれない」

「えっ、そんなにあるの!?」

　ケイの答こたえに、わたしはおどろく。

　わたしがよく知しらないだけで、本ほん当とうは、問もん題だいは山やま積づみなのかも？

「日に本ほん中じゅうで、タキオンの動うごきが活かっ発ぱつになっている。おそらく、それに関かん係けいしている」

　タキオンが……！

　でも、冷れい静せいに考かんがえればあたりまえだ。

　今いま、タキオンが本ほん格かく的てきに活かつ動どうを再さい開かいしてるんだもん！

「至し急きゅうって言いうなら、今いますぐむかったほうがいいんじゃない？」

　わたしは、言いいながら、身み支じ度たくをととのえるために洋よう服ふくダンスに近ちかづく。

　よくないことが起おきていることは、まちがいないんだから……。

「いや。一いっ刻こくをあらそうなら、ラドロのボスもそう言いっているはずだ。だが、連れん絡らくには明日あすの夜よるでいい、と書かかれている。それなら、今こん夜やすぐに動うごく意い味みがうすいと考かんがえていい」

　ケイが、いつもと変かわらない声こえで言いう。

「……そっか」

　ケイには、おおよそ話はなしの内ない容ようが予よ測そくできてそうだ。

　だけど、それを、くわしく説せつ明めいしないのは、わたしが今いまきく必ひつ要ようはない話はなしだっていうことだよね。

　少すこし落おちついて、ホッとため息いきが出でる。

　急きゅうな連れん絡らくだから、タキオンがなにか大だい事じ件けんをおこしたのかもって考かんがえちゃったけど……。

　それなら、ラドロのボスが「すぐにこい」って言いうはずだ。

　タキオン……。

　その名な前まえといっしょに、アリー先せん輩ぱいの顔かおが頭あたまにちらつく。

　ううん！

　わたしは首くびをふる。

　もしアリー先せん輩ぱいがなにか関かん係けいしてるなら、ケイは今いま、わたしに伝つたえているはず。

　そうじゃないってことは、アリー先せん輩ぱいは関かん係けいないと思おもう。

　だけど、だからって気きをぬける話はなしじゃない。

　わたしたちの敵てきは、タキオンだ。

　今こん回かいだって、きっとやっかいなことな気きがする。

　なにより、ラドロから直ちょく接せつ連れん絡らくがきたっていうのが気きにかかるよね。

　だって、ラドロのボスって、けっこう無む茶ちゃなこと言いってくるタイプだし。

　大おお事ごとじゃないといいけど……。

　ううん。

　明日あしたの夜よるまでは、あれこれ考かんがえてもしかたがない。

　ふだんどおりに、すごすことにしよう。

　ずっと気きを張はっていたら、つかれちゃうし。

　わたしは、意い識しきして、両りょう肩かたから力ちからをぬいて、手て首くびをふる。

　そして、さっき考かんがえていたとおり、テレビを見みるためにリビングにむかった。







　　　　２　「おじいちゃん」の指し令れい







　次つぎの日ひの夜よる。

　わたしとケイは、ラドロのボスに呼よびだされたとおり、ラドロのビルの前まえにいた。

　時じ間かんは夜よるの11時じすぎ。

　あたりは真まっ暗くらで、ビルの明あかりも、もうほとんど消きえている。

「どこから入はいればいいのかな？」

　わたしは、ラドロのビルの正しょう面めん玄げん関かんを見みまわす。

　ほかのビルと同おなじように、すでに明あかりは消きえて、入いり口ぐちにはシャッターがおりている。

「こっちだ」

　ケイが言いって、正しょう面めん玄げん関かんから左ひだり側がわにむかって歩あるきだす。

　この暗くら闇やみでもわかるぐらい、ケイの顔かお色いろが少すこし青あお白じろいのは、ここにくるまでに電でん車しゃに乗のってきたからだ。

　それがわかっていたから、かなり早はやめに家いえを出しゅっ発ぱつして、駅えきでしばらく休やすんできた。

　おかげで、これでもだいぶ顔かお色いろがよくなったんだけどね。

　ケイがむかったのは、ビルの関かん係けい者しゃ用ようの、小ちいさな出で入いり口ぐちらしい。

　しっかりとしたドアには鍵かぎ穴あなはなく、かわりにセキュリティ装そう置ちがつけられている。

　ケイならこじ開あけられそうだけど、呼よびだされたんだから、そんな必ひつ要ようはないよね。

　そう思おもっていたとき、

　　　ガチャリ

　と重おもい音おとがして、ドアがむこうから開ひらく。

「早はやかったわね、レッド。いらっしゃい」

　顔かおを見みせたのは、ふたつ結むすびの髪かみに、かわいらしいカチューシャをつけた女おんなの子こ。

　有あり栖すちゃんだ。

「有あり栖すちゃん！　どうしてここに？」

　ラドロの幹かん部ぶだから、ここにいてもおかしくないんだけど、今いまドアから出でてくるのは、タイミングがよすぎる。

「もちろん。あなたたちを迎むかえにきたのよ」

「え、わざわざ有あり栖すちゃんが？」

　わたしは、びっくりする。

　今いままでラドロのビルにきたことは何なん度どかあるけれど、案あん内ないはスーツ姿すがたのラドロの関かん係けい者しゃっぽい人ひとがしてくれることが多おおかった。

　最さい近きんだと「勝かっ手てにエレベーターであがってこい」みたいなときもあったし。

　……あっ。

　はじめてきたときに案あん内ないしてくれたのは、恭きょう也やだったっけ？

　とにかく、有あり栖すちゃんがお迎むかえに出でてくるなんて、今いままでにないことなのは、たしかだ。

「いちおう、同どう盟めい相あい手てとして呼よびだしているわけだから、こちらもそれなりの対たい応おうをしなくては、ということらしいわ。──悪あく党とうのくせに、へんに義ぎ理り堅がたいおじいちゃんよね」

　有あり栖すちゃんは、文もん句くを言いいつつも、あまり嫌いやそうな顔かおをしていない。

　おじいちゃん、というのは、ラドロのボスのことだ。

　そんな立たち場ばの人ひとのことを、気き軽がるに「おじいちゃん」よびする、有あり栖すちゃんもすごいと思おもうけど。

　有あり栖すちゃんのそういう物もの怖おじしないところを、ラドロのボスも、気きに入いっていそうな気きがする。

「案あん内ないするまでもないでしょうけれど、こっちよ」

　有あり栖すちゃんはドアを開あけて、わたしたちをビルの中なかに入いれると、歩あるきだす。

　むかう先さきは、ビルの最さい上じょう階かいへの直ちょく通つうエレベーターだ。

　エレベーターに乗のって、50階かいまで上あがっていく。

　直ちょく通つうエレベーターだから、途と中ちゅうで止とまることはないけど、それでも50階かいまであがるのは、少すこし時じ間かんがかかる。

　体からだに少すこし、重じゅう力りょくがかかる感かんじがする。

「こんな夜よ中なかに、有あり栖すちゃんは家いえを出でてきて大だい丈じょう夫ぶ？」

　わたしやケイみたいに、保ほ護ご者しゃの公こう認にんってわけでもないよね？

「家いえをぬけだすのは、得とく意いなの」

　有あり栖すちゃんはそう言いって、悪わるい顔かおで笑わらう。

　……これは家いえからヒミツでぬけだして、出で歩あるきなれてそう。

　まあ、有あり栖すちゃんの場ば合あい、「ふつうの10歳さいの女おんなの子こ」じゃなくて、世せ界かい的てきに活かつ躍やくしているアーティストだから、だいぶ自じ由ゆうがゆるされてるんだろうけど……。

　エレベーターが50階かいにつく。

　ドアが開ひらき、50階かいのフロアにおりる。

　黒くろいスーツ姿すがたのラドロの男だん女じょが、フロアにある大おおきなドアの前まえに立たっている。

「お待まちしておりました。ボスが中なかでお待まちです」

　黒くろいスーツの男おとこの人ひとが、うやうやしく頭あたまを下さげるとドアを開あける。

　開ひらいたドアから、わたし、ケイ、有あり栖すちゃんの順じゅんで部へ屋やの中なかに入はいっていく。

　部へ屋やの中なかは、前まえにここにきたときと変かわらない。

　教きょう室しつの２倍ばいはある広ひろい部へ屋やに、むかい合あわせにソファと、ガラス製せいのテーブルがおかれている。

　奥おくはバーカウンター席せきになっている。

「よくきたな、怪かい盗とうレッド」

　ソファにすわっている、ラドロのボスが、わたしとケイを見みて言いう。

　白髪しらがで、ソファの横よこには車くるまいすがあり、足あしが悪わるいのがわかる。

　でも、気け配はいから、なにか迫はく力りょくを感かんじるおじいさんなんだ。

「呼よびだされたんだから、くるに決きまっているでしょ」

　わたしは言いって、ソファの反はん対たい側がわにすわろうとむかう。

　…………えっ？

　奥おくの壁かべによりかかるようにして、立たっているのは……恭きょう也や!?

　ピリピリとして、ふだん感かんじる気け配はいとちがいすぎるから、あの織おり戸と恭きょう也やだと気きづくのがおくれた。

　それに、いつもの調ちょう子しでわたしに話はなしかけてもこない。

　ふだんなら、会あえばすぐ、からんでくるのに……話はなしかけてこないどころか、今いままで見みたことがないほどピリピリした空くう気きを出だしている。

　いつもニコニコした恭きょう也やしか見みたことがなかったから、かなりめずらしい。

　──恭きょう也やは、ケイとちがう方ほう向こうで、感かん情じょうを表おもてに出ださないタイプだって、わたしは思おもってる。

　ケイは無む表ひょう情じょう。

　恭きょう也やは笑え顔がお。

　そのちがいはあっても、その表ひょう情じょうが「仮か面めん」のような役やく割わりをしていることは、変かわらない。

　その恭きょう也やが、とりつくろうこともなく、不ふ機き嫌げんさを出だしていることで、これからの話はなしの内ない容ように嫌いやな予よ感かんがする。

　わたしとケイは、そろってラドロのボスのむかい側がわにすわる。

「あらためて、急きゅうな呼よびだしに応おうじてもらい、助たすかる」

　ラドロのボスは、重おも々おもしく言いう。

「至し急きゅうの用よう件けんなんて言いわれたら、こないわけにはいかないから。それで、なにがあったの？」

　わたしは気きになって、話はなしをうながす。

「タキオン傘さん下かの海かい外がい組そ織しきが、日に本ほん進しん出しゅつをしようと動うごきだしている」

「海かい外がい組そ織しき？」

　わたしは、首くびをかしげる。

「タキオンは世せ界かい中じゅうに影えい響きょう力りょくがあり、海かい外がいにもタキオンの手て足あしとなる犯はん罪ざい組そ織しきがある」

　ケイが、横よこから説せつ明めいしてくれる。
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　なるほど。

　タキオンは世せ界かい的てきな犯はん罪ざい組そ織しきだもんね。

「そんなのが、日に本ほんにこようとしてるの？　なんの目もく的てき？」

　わざわざ日に本ほんにくるんだから、当とう然ぜん目もく的てきがあるはずだよね。

「ああ。野や心しん的てきな組そ織しきらしくてな。タキオンの中なかでの地ち位いを上あげて、成なりあがろうと考かんがえているらしい。そのための手て柄がらを、日に本ほんであげるつもりだ」

　ラドロのボスが答こたえる。

「手て柄がらって……なにをするつもりなの？」

　さっき感かんじた嫌いやな予よ感かんが、大おおきくなる。

　ろくなことじゃない気きがする。

「それは……」

　ラドロのボスが言いいかけるが、その前まえに壁かべ際ぎわでだまっていた恭きょう也やが、今日きょう初はじめて口くちを開ひらいた。

「──花はな里さと琴こと音ねの命いのちをねらうことさ」

　……へ？　琴こと音ねさんの命いのち？

　え、ええええええっ!?







　　　　３　花はな里さと琴こと音ねを守まもるために？







「ちょっと待まって！　ねらわれてるの!?　琴こと音ねさんがっ!?」

　わたしは思おもわず、ソファから立たちあがる。

「あせるな。対たい応おうはしている。すぐに危あぶないわけではない」

　ラドロのボスが、なだめるように言いう。

「護ご衛えいをつけている、ということですか？」

　ケイが冷れい静せいにきく。

「そうだ。気きづかれないようにだが、今いまはサクスがついている」

　たしかに、この部へ屋やに、サクスの姿すがたがない。

　身みをかくすのがうまいサクスなら、琴こと音ねさんに見みつからずに身みを守まもることも、できそうだ。

　ひとまず、胸むねをなでおろす。

「でも、どうして琴こと音ねさんがねらわれるの？」

　わたしは、ソファにすわりなおして、ラドロのボスを見みつめる。

「タキオンにとって、花はな里さと家けは、やっかいな存そん在ざいだ。それは日に本ほんに限かぎらず、世せ界かいにおいてもだ。経けい済ざいだけでなく、政せい治じにも働はたらきかける力ちからがある。タキオンにとって邪じゃ魔までしかない。その花はな里さと家けの跡あと継つぎとなれば、ねらう価か値ちは高たかい」

　ラドロのボスが、たんたんと説せつ明めいする。

「なら、すぐに琴こと音ねさんに知しらせなきゃ！」

　危き険けんが迫せまっていることを、知しっているのと知しらないのじゃ、ぜんぜんちがう。

　知しらせれば、サクスを守まもりにつける以い上じょうに、花はな里さと家けの警けい備びを厚あつくすることだってできるはず。

　琴こと音ねさんは不ふ自じ由ゆうかもしれないけど、相あい手てが引ひくまでの間あいだだ。

「────師し匠しょうの考かんがえは、ちがうらしい」

　恭きょう也やが見みたことのない苦にがい顔かおで、いらだたしげに言いう。

　師し匠しょうというのは、ラドロのボス──初代怪盗ファンタジスタのことだ。

「どういうこと？」

　わたしは、ラドロのボスをにらみつけるように見みる。

「ああ。花はな里さと家けのお嬢じょうさんには、知しらせるつもりはない」

　ラドロのボスは、わたしの視し線せんを気きにした様よう子すもなく、答こたえる。

「なんで!?　知しらせれば、琴こと音ねさんも屋や敷しきにこもったりして、身みを守まもれるでしょ！」

「それでは困こまるんだそうだよ」

　恭きょう也やが、けわしい顔かおのまま、わたしたちのすわるソファの近ちかくまでくる。

「……なにをするつもり？」

　わたしは、目めを細ほそめてラドロのボスを見みる。

　答こたえ次し第だいでは、ラドロとの同どう盟めいは今日きょうかぎりなんだから！

「花はな里さと琴こと音ねを、囮おとりにする──ということですね」

　ケイが、するどい目めをラドロのボスにむける。

「琴こと音ねさんを、囮おとりに!?　なにを考かんがえてるのよ！」

　わたしは、ソファから立たちあがり、ラドロのボスにつめよる。

　うしろにひかえた黒くろスーツの男おとこが身みがまえそうになったけど、ラドロのボスが手てで制せいする。

　どうりで！

　恭きょう也やが不ふ機き嫌げんそうにしている意い味みがわかったよ。

　──琴こと音ねさんを囮おとりにする。

　その策さくをきかされていたからなんだ！

「囮おとりになってもらうのが、一いち番ばん近ちか道みちだからだ。もしも花はな里さと家けのお嬢じょうさんが、屋や敷しきにこもり身みを守まもるとしよう。花はな里さと家けだ。警けい備びもしっかりとするだろう。となるとどうなると思おもう？」

　ラドロのボスが、ためすようにきいてくる。

　花はな里さと家けにガチガチに守まもられた琴こと音ねさんをねらうのは、簡かん単たんじゃない。

「当とう然ぜん、それで琴こと音ねさんをねらうのはあきらめるでしょ？」

「そうだ。しかし、それは好このましくない」

「なんでよ！」

　わたしは、思おもわず声こえが大おおきくなる。

「今こん回かいは、花はな里さと琴こと音ねがねらわれていることが、わかった。だが、次つぎもそうだとはかぎらない」

「それは…………そうだろうけど」

　情じょう報ほう収しゅう集しゅうをしていても、絶ぜっ対たいに敵てきの動うごきがつかめるとはかぎらない。

　見み逃のがすこともあるかもしれないし、ほかに大おおきな動うごきがあって、そっちを追おいかけて手てがまわらなくなることもあるかもしれない。

「そして、敵てきがターゲットを変かえないなら、ほとぼりが冷さめて、警けい備びがゆるくなった瞬しゅん間かんをねらうだろう。それが、いつになるかはわからない。君きみは花はな里さと琴こと音ねに一いっ生しょう、屋や敷しきにこもっていろと言いうつもりか？」

　ラドロのボスが、わたしのことを、まっすぐに見みてくる。

　するどい目めに、ためされているような気き分ぶんになる。

「もちろん、そんなことはのぞんでない」

「ならば、わかるだろう。ねらうことがわかっている今いま、花はな里さと琴こと音ねを囮おとりとして海かい外がい組そ織しきをさそいだし、それを壊かい滅めつさせるのが一いち番ばんだ」

　……。

　ラドロのボスの言いうことは、たしかに合ごう理り的てきなのかもしれない。

　でも、琴こと音ねさんを危き険けんにさらすようなこと……。

　理り屈くつではわかっても、心こころが、受うけ入いれたくないと思おもっちゃう。

　わたしが、どう言こと葉ばを返かえそうか、なやんでいると、

「……もう。おじいちゃんは、話はなし方かたが冷つめたすぎるのよ。だから、誤ご解かいされるのだわ」

　とつぜん、カウンター席せきにすわっていた有あり栖すちゃんが言いう。

「でも、琴こと音ねさんを囮おとりにしようと、しているんでしょ!?」

「だから、あなたたちをよんだのよ。最さい高こうの布ふ陣じんで、花はな里さと琴こと音ねを守まもり切きって、相あい手てをたたく。それが一いち番ばん、花はな里さと琴こと音ねの命いのちと同どう時じに、彼かの女じょの日にち常じょう生せい活かつを守まもれる可か能のう性せいが高たかい、って。たとえ、それが囮おとり作さく戦せんだとしても、ね。──それとも、守まもりきる自じ信しんがないの、怪かい盗とうさんたち？」

　むぅ。

　有あり栖すちゃんらしい言いい方かただ。

　でも、少すこし頭あたまが冷ひえたよ。

　たしかに、ラドロのボスには、言こと葉ばが足たりない。

　わざわざ、わたしとケイをよんで、恭きょう也やを同どう席せきさせてる。

　今いまも、サクスに琴こと音ねさんを守まもらせている。

　つまり、ラドロのボスは、琴こと音ねさんを守まもるために動うごいてるんだ。

　囮おとりって言こと葉ばに、感かん情じょうがゆれちゃったけど、目もく的てきは同おなじ。

　つまり、ラドロのボスは、琴こと音ねさんを守まもるために、最さい善ぜんの策さくを用よう意いしているっていうことだ。

　ケイもなにも言いわないところを見みると、ラドロのボスの作さく戦せんに反はん対たいじゃないんだと思おもう。

　なるほど。

　恭きょう也やが、不ふ機き嫌げんな顔かおになる理り由ゆうがよくわかったよ。

　理り屈くつではわかっても、感かん情じょうでは納なっ得とくできないよね……。

　自じ分ぶんの姉あねの話はなしである、恭きょう也やにとっては、さらに。

　それでも、気き持もちを飲のみこまなきゃ、琴こと音ねさんを守まもれない。

「花はな里さと琴こと音ねの護ご衛えいには、君きみと恭きょう也やについてもらう。バックアップにケイ。それが最さい適てきな布ふ陣じんだ」

　ラドロのボスが言いう。
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　琴こと音ねさんを守まもるため。

　そんなこと言いわれたら、引ひき受うけないわけにはいかない。

　わたしはうなずく。

　恭きょう也やを見みる。

「……わかった。引ひき受うける」

　恭きょう也やも、苦にがい表ひょう情じょうのまま、うなずく。

　ラドロのボスが、わたしと恭きょう也やにまかせるのは、逆ぎゃくに、わたしたちが感かん情じょうで動うごかないと信しん用ようしてるってことでもある。

　ラドロのボスがどんな人ひとなのか、少すこしわかった気きがする。

　言こと葉ばじゃなくて、行こう動どうでしめすタイプの人ひとだ。

　そして、言こと葉ばで事こと細こまかに説せつ明めいするのが好すきじゃない。

　そうとわかれば、今いままでの言こと葉ばも理り解かいできる気きがした。

　わたしは、頭あたまを切きりかえる。

　琴こと音ねさんを守まもるために、最さい善ぜんと思おもえる方ほう法ほうをとる。

　そして、琴こと音ねさんがこの先さき、襲しゅう撃げきにおびえて屋や敷しきにこもったりすることのないように……これからの琴こと音ねさんの生せい活かつも守まもる。

　今いまはそれだけに集しゅう中ちゅうしよう！







　　　　４　素す顔がおの琴こと音ねさんを







　土ど曜よう日びでも、大だい学がくは学がく生せいらしき人ひとたちでにぎわっている。

　わたしと恭きょう也やは、琴こと音ねさんが通かよう大だい学がくにきていた。

「大だい学がくって、土ど曜よう日びでも、休やすみじゃないんだね」

　わたしは、まわりをそれとなく見みつつ、となりの恭きょう也やに言いう。

「大だい学がくによるけどね。土ど曜よう日びも、講こう義ぎが入はいっているところはあるよ」

　講こう義ぎっていうのは、大だい学がくでの授じゅ業ぎょうのこと。

　時じ間かん割わりは決きまってなくて、どの授じゅ業ぎょうを受うけるか、自じ分ぶんで決きめるんだって。

　……まあ、ケイにきいた知ち識しきだけどね。

　さすがに大だい学がくに潜せん入にゅうするのに、なにも知しらないのはまずいから、いろいろきいておいたんだ。

「あやしまれては、なさそう」

　大だい学がくの中なかを歩あるく、わたしと恭きょう也やに目めを留とめる人ひとはいない。

　うまくとけこめてるみたいで、ほっとする。

「それはそうさ」

　恭きょう也やは、なぜか自じ信しん満まん々まんだ。

　わたしは、ケイに変へん装そうをお願ねがいして、アスカだとわからないようにしつつ、大だい学がく生せいふうにおとなっぽくしてもらってる。

　今いまなら琴こと音ねさんと会あっても、見みた目めだけでは気きづかれないはず。

　恭きょう也やは黒くろ髪かみにメガネをかけていて、いつもの雰ふん囲い気きを、おさえる変へん装そうをしている。

　素すの恭きょう也やって、そこに立たっているだけで人ひとの目めを惹ひくし。

　もともと、マジシャンとしても、顔かおを知しられちゃっているもんね。

　そして、わたしと恭きょう也やの少すこしはなれた前まえを、琴こと音ねさんが歩あるいている。

　白しろに藤ふじの花はなの模も様ようが入はいったワンピースに、チャコールグレーのカーディガンを羽は織おっている。

　肩かたには大おおき目めのショルダーバッグを下さげていて、教きょう科か書しょが入はいっているのか、重おもたそう。

　ラドロのボスの話はなしだと、土ど日にちの今日きょうと明日あしたが、ねらわれる可か能のう性せいが一いち番ばん高たかいらしい。

　それで、わたしと恭きょう也やは変へん装そうして、こっそり琴こと音ねさんのガードをすることになった。

「琴こと音ねさんに内ない緒しょで、あとをつけるのは気きが引ひけるけど……」

「しかたがないさ。教おしえれば、花はな里さと家けの護ご衛えいをごっそりひきつけて歩あるくことになる。師し匠しょうの言いうことは、まちがっていない」

　話はなし合あいのとき、不ふ機き嫌げんを隠かくさなかった恭きょう也やだけど、今日きょうはいつもの調ちょう子しにもどっている。

「だからこそ、わたしたちで守まもらないとね」

「ああ。通つう常じょうの花はな里さと家けの護ご衛えいもいるね」

　恭きょう也やの言こと葉ばに、わたしはちらりと、四し方ほうに視し線せんをむける。

　花はな里さと家けの護ご衛えいだとわかる、男おとこの人ひとが２人ふたりと女おんなの人ひとが１人ひとり、遠とお目めから琴こと音ねさんを守まもっている。

　あの人ひとたちは、日にち常じょう的てきについている護ご衛えいみたい。

　護ご衛えいの人ひとたちも、見みた目めは大だい学がく生せいにしか見みえない。

　けど、わたしたちには、体からだの動うごきでわかるんだよね。

　べったり張はりつかないようにして、守まもっているらしい。

　わたしと恭きょう也やは、この花はな里さと家けの護ご衛えいにも、気きづかれないようにしなくちゃいけない。

「護ご衛えいって、けっこう離はなれたところから見みてるんだね」

「ああ。近ちかくに護ご衛えいがついてたら、友ともだちもできない。花はな里さと家けも、花はな里さと琴こと音ねの大だい学がく生せいとしての日にち常じょうは、できるだけ守まもるつもりなんだろう」

　できるだけ。

　そう。あくまで、できるだけなんだよね。

　もし、それが不ふ可か能のうな状じょう況きょうになったら、琴こと音ねさんの命いのちのほうが優ゆう先せんされる。

　たとえ、琴こと音ねさんの自じ由ゆうな生せい活かつをうばっても。

　でも、そんなことには、させたくない。

　恭きょう也やも同おなじことを考かんがえていると思おもう。

　今いまの恭きょう也やが、琴こと音ねさんや花はな里さと家けについて、どんなふうに思おもっているかはわからないけれど……。

　少すこし前まえみたいに「恨うらんでる」っていうことは、ないんじゃないかな。

　そんな気きがする。

　もしそうなら、昨さく夜やみたいに不ふ機き嫌げんになったりしないと思おもうし。

　今いまの恭きょう也やは、最さい初しょに出で会あったときみたいな、ピリピリとした緊きん張ちょう感かんをまとっていないもん。

　……と、そのとき。

「琴こと音ね、おまたせー！」

「ううん。わたしも、さっききたところだから」

　琴こと音ねさんが女じょ子し大だい学がく生せいらしき数すう人にんと合ごう流りゅうする。

　仲なか良よさそうなところを見みると、友ともだちらしい。

「琴こと音ねは今日きょうの講こう義ぎは？」

「笹ささ木き教きょう授じゅよ」

「ああ……かわってるってきくけど」

「とってもおもしろいわ。……わたしがテーマに興きょう味みがあるからかもしれないけど」

　琴こと音ねさんは、ちょっと自じ信しんなげに答こたえる。

「琴こと音ねが、あの手ての講こう義ぎに興きょう味みあるって、最さい初しょきいたとき、おどろいたよね」

「そうそう。意い外がいだった」

「そうかなぁ……」

　琴こと音ねさんがふしぎそうに首くびをかしげると、友ともだちがおもしろそうに笑わらった。

「自じ覚かくがないところも、琴こと音ねらしいけどね！」
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　──これまで、花はな里さと家けを背せ負おってる立たち場ばの琴こと音ねさんしか、見みたことがなかったから。

　こんなふつうの大だい学がく生せいらしい顔かおは、はじめて見みたかも。

　友ともだちといっしょのくつろいだ笑え顔がおに、なんだか安あん心しんする。

　琴こと音ねさんも、こういう時じ間かんがちゃんとあるんだって。

　ふと恭きょう也やを見みると、まっすぐ琴こと音ねさんを見みつめている。

　その目めは、せつないほどやさしくて……見みていると、たじろいでしまうくらい。

　そのままにしておいてあげたいけど……。

「恭きょう也や。あんまりじっと見みると、気きづかれるよ」

「あ、ああ……そうだね」

　わたしに注ちゅう意いされて、恭きょう也やはあわてたように視し線せんをはずす。

　昨日きのうから、恭きょう也やらしくないことばかりだな。

　だけど、それもしかたがない。

　そのぶん、わたしがフォローしようっと。

　そんなふうに、琴こと音ねさんのあとをつけながら歩あるいていたとき……声こえをかけられたんだ。

　──琴こと音ねさんじゃなく、わたしが。







　　　　５　わたしが、化ばけ猫ねこ!?







「ねえ、きみ。洞どう窟くつには興きょう味みないかい？」

　とつぜん、大だい学がく生せいの男だん子し２人ふたりが、わたしの前まえに立たちふさがるように、声こえをかけてきたんだ。

「へっ？　ど、洞どう窟くつ!?」

　思おもいがけない言こと葉ばに、わたしは目めを丸まるくする。

　その人ひとたちは、黒くろ髪かみと金きん髪ぱつで、学がく年ねんは２年ねんか３年ねん生せいぐらいかな。

　それにしても、洞どう窟くつって……あのほらあなって意い味みの!?

　それって興きょう味みあるとか、ないとか、そういうものなんだろうか……。

「現げん在ざい、ぼくらのケイビングサークルは、会かい員いん募ぼ集しゅう中ちゅうなんだよ！　よかったら入はいらない!?」

　けいびんぐ？

　いったい、どういうサークル……？

　ううん、ダメだよ！

　ちょっと興きょう味みがわいちゃったけど、わたしはここの学がく生せいでもないし、なにより今いまは琴こと音ねさんの護ご衛えい中ちゅうなんだから、ゆっくり話はなしをきくわけにはいかないし！

　なんて考かんがえてるうちに、

「もしかして、興きょう味みある!?」

　金きん髪ぱつの男だん子し大だい学がく生せいが、身みを乗のりだしてくる。

「少すこしでいいから、あっちで話はなさない？　説せつ明めいさせてよ」

　黒くろ髪かみの男だん子し大だい学がく生せいも、必ひっ死しな様よう子すで言いってくる。

「い、いや、そうじゃなくて……」

　ことわろうと思おもったものの、相あい手てのいきおいに押おされて、すぐに言こと葉ばが出でてこない。

　会かい員いんが少すくなかったりするのかな。

　こんなときじゃなければ、少すこしは話はなしをきいてもいいんだけど……。

　今いまは人ひとの目めを惹ひきたくないし、琴こと音ねさんに集しゅう中ちゅうしたいからはなれてほしい。

　そう思おもっていると、

「ちょっと、あんたら、しつこいぜ」

　となりにいた恭きょう也やが、低ひくく乱らん暴ぼうな口くちぶりで、わたしと男だん子し大だい学がく生せいの間あいだに割わって入はいる。

「え？　連つれがいたんだ!?」

　金きん髪ぱつの男だん子し大だい学がく生せいが、おどろいた顔かおをしてる。

　今いままで、恭きょう也やは完かん全ぜんに気け配はいを消けしていた。

　だから、ふつうの人ひとだと、意い識しきがむかないんだよね。

　目めに見みえなくなるわけじゃないけど、そこにいることを意い識しきしにくくなるのが、気け配はいを消けすっていうことだから……。

「悪わるいけど、邪じゃ魔ましないでくれ」

　恭きょう也やが、暗くらい目めつきで、にらみつける。

「えっ……そ、そっか！　ごめん」

　男だん子し大だい学がく生せいたちは、恭きょう也やの迫はく力りょくにあわてた様よう子すで立たち去さっていく。

「そんなに怒ど気きをこめなくても、よかったんじゃない？」

　わたしは、走はしり去さっていく男だん子し大だい学がく生せいを見みながら、恭きょう也やに言いう。

　恭きょう也やなら、もっとスマートに追おいはらうことも、できたと思おもうけど。やっぱり、琴こと音ねさんのことであせってるのかな。

「はあぁ……」

　恭きょう也やが、いつも通どおりの表ひょう情じょうになって、なぜかため息いきをついている。

「なによ？」

「隙すきが多おおいんだよね、子こ猫ねこちゃんは。もともと話はなしかけやすい雰ふん囲い気きがあるし、しかも……。おとなになったら、化ばけるとは思おもっていたけど、ここまでとは」

　なによ。

　隙すきを見みせたつもりなんか、ぜんぜんないけど？

　さっきの男だん子し大だい学がく生せいが、もしなぐりかかってきたら、すぐに反はん撃げきできるようにしていたし。

　それにあの人ひとたち、動うごき方かたから襲しゅう撃げき者しゃではなかったはずだし。

　あと、子こ猫ねこだとか化ばけるだとか、わたしのこと、化ばけ猫ねこみたいに言いわないでほしいんですけど？

　じとっとした目めで、わたしは恭きょう也やを見みる。

「やれやれ。自じ覚かくがなさそうだな」

　恭きょう也やは、肩かたをすくめてる。

　なんなのよ、もう。

　それにしても、ケイビングかぁ。どんなのなんだろう？

『洞どう窟くつ探たん検けんを、スポーツや趣しゅ味みとして楽たのしむのが、ケイビングだ。装そう備びを整ととのえ、洞どう窟くつを探たん検けんすることが目もく的てきで、学がく術じゅつ的てきなものとはべつになる』

　ケイの説せつ明めいが、耳みみにつけたインカムから、きこえる。

　なるほど、さすが歩あるく百ひゃっ科か事じ典てん。

　わたしが知しりたいと思おもったことを、すぐに教おしえてくれるよ。

　……って。ううん、今いまはそれどころじゃないんだっけ。

　琴こと音ねさんに視し線せんをむけると、

「じゃあ、またあとでね」

　琴こと音ねさんは、さっきの友ともだちに手てをふって、１人ひとりで建たて物ものにむかうところだった。

　わたしと恭きょう也やも、あとを追おう。

　建たて物もの内ないに入はいったら、琴こと音ねさんに気きづかれる可か能のう性せいが高たかくなるから、よけいに気きをつけないとね。

　変へん装そうはしてるけど、尾び行こうしていることに気きづかれたら意い味みがないし。

　…………ん？

「恭きょう也や」

「気きづいてる」

　わたしたち以い外がいに、琴こと音ねさんを、つけている男おとこがいる。

　１人ひとりだ。

　大だい学がく生せいっぽい服ふく装そうをしているけど、視し線せんが鋭するどい。ただ、動うごき方かたが素人しろうとっぽいから、たいした相あい手てではなさそうだけどね。

　わたしたちにすぐに気きづかれちゃうていどだし、そこまで優ゆう秀しゅうってわけでもなさそうかな。

「あれが本ほん命めいかな？」

　それなら、あいつを捕つかまえて、解かい決けつだけど。

『ちがう。花はな里さと琴こと音ねをねらっているのは、なにもタキオンの組そ織しきばかりじゃない』

　インカムから、ケイの声こえがする。

「えっ、タキオン以い外がいにも、ねらわれてるの!?」

　そんな話はなしはきいてないよ！

「花はな里さと家けのご令れい嬢じょうで、しかも次じ期き当とう主しゅとなれば、ふつうにある話はなしなんだろうね。危き害がいを加くわえるってだけじゃなくても、取とり入いろうとか、弱よわみをにぎろうとか、監かん視ししたりとか……ね」

　恭きょう也やが、苦にがそうな顔かおで教おしえてくれる。

　そっか……。

　琴こと音ねさんは、生うまれたときから、そういう立たち場ばなんだ。

　花はな里さと家けに生うまれたんだからしかたがないと言いってしまえば、そうなのかもしれないけれど……。

　もしわたしなら、息いき苦ぐるしくて、耐たえられないかもしれない。

　これまでに、花はな里さと家けの人ひととして、堂どう々どうと責せき任にんをとろうとふるまってきた琴こと音ねさんからは、想そう像ぞうしたことがなかったけど……。

　琴こと音ねさんって、やっぱり、すごい人ひとだ。

「それで、あの監かん視ししてる男おとこはどうしようか？」

　わたしは、ケイと恭きょう也やに確かく認にんする。

　花はな里さと家けの護ご衛えいたちも、あいつの存そん在ざいに気きづいたようだから、そっちにまかせておく？

『いや、護ご衛えいたちに気きづかれずにできるなら、掃そう除じをしたほうがいい。本ほん命めいの敵てきがきたときに、そいつが邪じゃ魔まになる可か能のう性せいがある』

　ケイが言いう。

「見みたところ、花はな里さと琴こと音ねにちょっかいを出だして得とくしてやろうという、組そ織しきにも属ぞくさないような興きょう味み本ほん位いの人にん間げんだろう。おれもケイに賛さん成せいだな」

　恭きょう也やも同おなじ意い見けんだね。

　オーケー。監かん視し者しゃの男おとこには、はやめに帰かえってもらおう。

「でも、その間あいだ、琴こと音ねさんから目めを離はなして大だい丈じょう夫ぶ？」

『建たて物ものの中なかの花はな里さと琴こと音ねには、サクスがついている』

　それなら少すこしの間あいだは、問もん題だいないはずだ。

　今いまのところ、本ほん命めいの動うごきもなさそうだし。

「そういうことなら、今いまやっちゃうよ。でしょ？」

「当とう然ぜんだな」

　恭きょう也やを見みると、片かた手てのこぶしをもみながら、すでにやる気きまんまんだ。

　やっぱり、今こん回かいの恭きょう也やは、すごく前まえむきだよね。

　琴こと音ねさんのまわりにさりげなくついている花はな里さと家けの護ご衛えいたちは、あやしい監かん視し者しゃを取とり押おさえる気きはないみたい。

　まだあいつは、なにもしていないし……。

　あと、大だい学がく内ないでさわぎをおこしたら、琴こと音ねさんの大だい学がく生せい活かつを乱みだすことになるもんね。

　監かん視し者しゃの男おとこが、琴こと音ねさんのあとを追おって進すすもうとしたところを、──恭きょう也やが前まえをふさぐように立たつ。

「な、なんだ、いきなり」

　監かん視し者しゃの男おとこが、おどろきと警けい戒かいの色いろをにじませて、こちらを見みてくる。

「きみの正しょう体たいはわかってるよ。……やめておけ。花はな里さと琴こと音ねは、きみみたいな小こ悪あく党とうの手てに負おえるような存そん在ざいじゃない。もっと大おおきな勢せい力りょくに踏ふみつぶされたくなければ、あきらめるんだな」

　恭きょう也やが言いって、ふっと笑わらう。

「！」

　それを見みて、監かん視し者しゃの男おとこはきびすを返かえして、走はしろうとする。

　　　シュッ！

　恭きょう也やが、すかさずそいつの足あしにトランプを１枚まいはなった。

「うわっ！」

　とつぜんの痛いたみにおどろいたのか、監かん視し者しゃの男おとこは、前まえにつんのめるように転ころぶ。

　まわりの学がく生せいたちが、なにが起おきたのかと視し線せんをむける。

　近ちかづいてこられたら、まずいっ！

「あのっ、大だい丈じょう夫ぶですかっ？」

　わたしは心しん配ぱいそうな声こえをあげながら、そいつにかけよる。

　至し近きん距きょ離りに近ちかづいたところで、あたりに気きづかれないように、監かん視し者しゃの男おとこの額ひたいで、催さい眠みんガス入いりの球たまを割わって眠ねむらせる。

　その場ばで、がっくりと眠ねむりこけた監かん視し者しゃの男おとこのそばで、わたしが通とおりすがりの介かい助じょ者しゃみたいにつきそうふりをしていると……そこに、大だい学がく職しょく員いん風ふうの人ひとが２人ふたり、かけよってくる。

　変へん装そうしたラドロのメンバーだ。

　今こん回かいの護ご衛えいは、わたしと恭きょう也やがメインだけど、バックアップにラドロの人にん間げんもついているんだ。

「大だい丈じょう夫ぶか？」

「しっかりしろ、今いま、救きゅう護ご室しつに連つれていくから」

　声こえをかけながら、大だい学がく職しょく員いんの変へん装そうをしたラドロの人にん間げんが、監かん視し者しゃの男おとこを連つれていく。

　まわりの学がく生せいたちの視し線せんも、散ちっていく。

　ちゃんと助たすけられてるのを見みたら、ふつうの人ひとは、わざわざ近ちかづいてきたりしないからね。

　さて。いそいで琴こと音ねさんのあとを追おわないと。

　わたしと恭きょう也やは、うなずきあってから、琴こと音ねさんのあとを追おって、建たて物ものの中なかに入はいった。







　　　　６　琴こと音ねさんの意い外がいな興きょう味み







　ケイのナビで、すぐに琴こと音ねさんに追おいついた。

　目めの前まえのドアの上うえに、第だい３教きょう室しつと書かかれたプレートがかかげられている。

　どうやら、琴こと音ねさんは講こう義ぎを受うけにきたらしい。

「子こ猫ねこちゃん、行いくよ」

　恭きょう也やがドアを開あけて、教きょう室しつの中なかに入はいっていく。

「ね、ねえ。大だい丈じょう夫ぶなの。勝かっ手てに教きょう室しつに入はいって」

　わたしはあわてて、恭きょう也やのあとをついていく。

「問もん題だいないよ。大だい学がくの講こう義ぎなんて、知しらない人にん間げんが交まざっていても、わからないものだからね。決きまったクラスメイトがいるわけじゃないし、いろんな学がく年ねんの人ひとがいるから」

　そういうものなの？

　恭きょう也やの説せつ明めいに首くびをかしげつつ、教きょう室しつの中なかに入はいり、中なかを見みまわす。

　へえ～～～。

　わたしは、思おもわず声こえがもれそうになるのを、おしこめる。

　大だい学がくって、こんな感かんじなんだ。

　教きょう室しつっていうから、自じ分ぶんが通かよう教きょう室しつのイメージをしていたけど、ぜんぜんちがう。

　教きょう室しつの広ひろさは、わたしの教きょう室しつの２倍ばいぐらい広ひろそう。

　そこに、長なが机づくえがずらりとならび、１つの長なが机づくえに３人にんずつすわれるようになっている。

　正しょう面めんには黒こく板ばんのかわりに、大おおきなホワイトボードと、左さ右ゆうに大おおきなスクリーンが天てん井じょうからつるされていて、講こう義ぎの資し料りょうが映うつしだされるようになってるみたい。

「これって、どこにすわればいいの？」

「席せきは決きまってないから、好すきなところにすわればいいさ」

　そう言いって恭きょう也やは、琴こと音ねさんがすわった席せきが見みえる、うしろのほうの席せきにつく。

　わたしも、恭きょう也やのとなりの席せきにならぶ。

　わたしたちが大だい学がく生せいじゃないと、だれかにばれないか不ふ安あんだったけど……あとから教きょう室しつに入はいってくる大だい学がく生せいたちも、ぜんぜんわたしや恭きょう也やのことを気きにしたふうもなく、席せきについていく。

「ね、問もん題だいないだろう」

　恭きょう也やがわたしを見みて、いたずらっぽく笑わらう。

　たしかに……。

　教きょう室しつに入はいれる人にん数ずうが１８０人にんぐらいで、出しゅっ席せき者しゃは１００人にんを超こえそう。

　わたしの学がく園えんでいったら、１つの学がく年ねん全ぜん員いんが、せいぞろいしているようなものだもんね。

　講こう義ぎを受うける人ひとたちも、１人ひとり１人ひとりの学がく生せいの顔かおや名な前まえを覚おぼえようという気きはないみたい。

　前まえのドアが開ひらいて、あごにひげをたくわえた、50代だいぐらいの男だん性せいが入はいってくる。

　あの人ひとがこの講こう義ぎの先せん生せい……じゃなくて、教きょう授じゅなんだろうか。

「こんにちは、笹ささ木きです。では、今日きょうの講こう義ぎをはじめます」

　笹ささ木きと名な乗のった教きょう授じゅは、マイクを持もつと簡かん単たんにあいさつする。

　広ひろい教きょう室しつだから、講こう義ぎはマイクをつかうらしい。

　笹ささ木き教きょう授じゅは、そのまま出しゅっ欠けつもとらないで講こう義ぎをはじめる。

　そういえば、「笹ささ木き」って、さっき琴こと音ねさんと友ともだちとの話はなしの中なかで、出でていた名な前まえだ。

　そして、その講こう義ぎの内ない容ようは……。

「そうか……あの人ひとは、まだこういうのが好すきだったのか……」

　笹ささ木き教きょう授じゅのはじめた講こう義ぎに、恭きょう也やがこまったような顔かおで額ひたいをおさえている。

　わたしも、目めを丸まるくする。

　だって、笹ささ木き教きょう授じゅが話はなしはじめたのは、「都と市し伝でん説せつ」についてだったんだもん！

「都と市し伝でん説せつが、いかにして、できあがるか。今こん回かいもひきつづき、その仕し組くみについて考かんがえていきたいと思おもう。まず、学がっ校こうの怪かい談だんの定てい番ばんである『トイレの花はな子こさん』についてですが……」

　笹ささ木き教きょう授じゅは、ホワイトボードやスクリーンに、「都と市し伝でん説せつの成なり立たち」とか「トイレの花はな子こさん」のイメージ画がなどを映うつしながら、講こう義ぎを進すすめていく。

　トイレの花はな子こさんについてって……。

　そ、そんなのも、大だい学がくでやる学がく問もんなの!?

　こっそりあたりを見みまわすけれど、ぼんやりきいているだけの人ひと、スマホを見みている人ひとなど、それぞれだけど、この講こう義ぎ内ない容ようをふしぎに思おもっている人ひとはいないみたい。

　琴こと音ねさんは、真面目まじめにノートを広ひろげて、せっせと書かきこんでいる。

　話はなしの内ない容ようにうなずいたり、すごく前まえむきだ。

「これって講こう義ぎなの？　それに恭きょう也や、『まだこういうのが好すき』って琴こと音ねさんのこと？」

　思おもわずわたしは、声こえをおさえてきいてみる。

「ああ。都と市し伝でん説せつは『民みん俗ぞく学がく』っていう、れっきとした学がく問もんさ。それと、あの人ひとは昔むかしから好すきなんだよ。怪かい談だんをよくきかされた……本ほん人にんは話はなすのが楽たのしいから、勝かっ手てにしゃべっていただけなんだろうけどね……」

　それは……。

　まだ小ちいさくて、２人ふたりがいっしょにいたとき、琴こと音ねさんが、自じ分ぶんの好すきな怪かい談だんを恭きょう也やにきかせていたってこと、かな。

「恭きょう也やは、こわかったの？」

「……幼おさないときの話はなしだよ」

　恭きょう也やがちょっと、ぶすっとした顔かおになって、わたしは、ふきだしそうになる。

　きっと、すご───くこわかったんだね！
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　やっぱり恭きょう也やって、琴こと音ねさんにかかわることには、ポーカーフェイスがくずれやすいみたい。

　それにしても、琴こと音ねさんにこわい話はなし好ずきな一いち面めんがあるなんて、意い外がいかも。

　でも、好すきなものがあることに、ほっともする。

　だって、琴こと音ねさんのすべてが花はな里さと家けのためにあるんだったら、大たい変へんだもん。

　……ん？　……これは!?

　そんなことを考かんがえていると、建たて物ものの外そとから、強つよい気け配はいを感かんじる。

「またお客きゃくさんだ。いそがしいね」

　当とう然ぜん、恭きょう也やも気きづいたみたい。

　かるい口く調ちょうだけど、緊きん張ちょう感かんが走はしる。

「今こん度どこそ、本ほん命めいっぽい？」

『確かく認にんできているのは、５人にん。────本ほん命めいだ』

　インカムから、ケイが答こたえる。

「────！」

　わたしと恭きょう也やは音おとを立たてないように、スッと席せきを立たった。

　そのまま静しずかに教きょう室しつを抜ぬけだす。

　怒おこられるかなと思おもったけど、笹ささ木き教きょう授じゅは気きにする様よう子すもない。

　大だい学がくって、おもしろいところだな。

　教きょう室しつを出でると、そのまま建たて物ものの外そとまで行いく。

　建たて物ものをかこむように、あやしい気け配はいがある。

　恭きょう也やと視し線せんだけをかわすと、そのままわたしは建たて物ものにそって左ひだりまわりに、恭きょう也やは右みぎまわりに、走はしりだす。

　敵てきは５人にん。２人ふたりでだれか１人ひとりにむかっていくと、敵てきを倒たおすスピードは上あがっても、その間あいだに残のこった４人にんが自じ由ゆうに動うごけてしまう。

　でも、１人ひとりが１人ひとりずつの相あい手てをすれば、残のこりは３人にん。

　しかも、同おなじタイミングで２人ふたりが攻こう撃げきを受うけたら、敵てきの判はん断だんに少すこしは迷まよいがうまれる。

　わたしは走はしりながら、気け配はいをさぐり、木こ陰かげにひそむ男だん子し大だい学がく生せいふうの敵てきを見みつける。

　一いっ般ぱんの人ひとからは感かんじない強つよい気け配はいが、すぐにわかる。

　わたしは、人ひとの目めがないことを確かく認にんすると、まっすぐに男おとこにむかう。

「……!?」

　男おとこは、自じ分ぶんにむかってくる者ものがいると思おもっていなかったのか、おどろいた顔かおになって、わたしへの反はん応のうがおくれる。

「はあっ！」

　不ふ意い打うち気ぎ味みの、ボディブローが決きまる。

　男おとこが、地じ面めんにくずれ落おちると、男おとこの変へん装そうがずれて、黒くろ髪かみのカツラの下したに金きん色いろの髪かみが見みえる。

　どうやら、日に本ほん人じんの変へん装そうをしていた外がい国こく人じんらしい。

　琴こと音ねさんをねらっているのは、外がい国こくの組そ織しきっていう話はなしだったし、今こん回かいの敵てきでまちがいなさそう。

　男おとこはひそんでいるラドロにまかせて、次つぎにむかう。

　……いた！

　今こん度どは、あたりに人ひと目めのある建たて物ものの窓まど側がわに立たっている。

　気け配はいを消けしているけど、まわりの学がく生せいに比くらべて気け配はいがなさすぎて、逆ぎゃくに不ふ自し然ぜんだ。

　あんなにきれいに気け配はいを消けせるのは、訓くん練れんした人にん間げんだけ！

　……でも、この場ば所しょだと、ときどき大だい学がく生せいが通とおるから、さっきみたいにはいかないか。

　それならそれで、やりようはあるけどね！

　わたしは、人ひと目めにつかない木こ陰かげで、催さい眠みんガス入いりの球たまをとりだす。

　襲しゅう撃げき者しゃの男おとこは、わたしに気きづいていない。

　　　パンッ！

　わたしは、催さい眠みんガス入いりの球たまを、指し弾だんではなつ。

　男おとこの額ひたいに命めい中ちゅうすると、ガスを吸すって男おとこがふらりと、倒たおれそうになる。

　わたしは、男おとこにかけよって、倒たおれる前まえに体からだを支ささえる。

　いきなり人ひとが倒たおれたりしたら、さわぎになっちゃうからね。

　すぐさまかけよってきた、変へん装そうしたラドロメンバーにまかせて、わたしは３人にん目めにむかう。

　建たて物ものの外そと側がわをまわるように走はしっていくと、先さきの木こ陰かげに恭きょう也やがいる。

　その足あしもとには、倒たおれていて動うごかない男おとこがいる。

　どうやら、恭きょう也やのほうが早はやく３人にん目めを倒たおしたみたいね。

　でも。ちょっと……。

「いためつけすぎちゃってない？」

　わたしは、地じ面めんに倒たおれた男おとこを心しん配ぱいする。

　琴こと音ねさんのことについては、余よ裕ゆうがなくなるみたいだし……。

　この人ひと、ピクリともしないんだけど？

「今こん回かいのために、即そっ効こうの麻ま酔すい薬やくを用よう意いしてもらったんだよ。気きを失うしなってるだけさ」

　恭きょう也やはそう言いって、トランプをちらりと見みせる。

　麻ま酔すい薬やくは、トランプにぬられているらしい。

　恭きょう也やの投なげるトランプは、肌はだを切きりさくから、効こう果かは十じゅう分ぶんってわけね。

　それにトランプなら、敵てきやそれ以い外がいの人ひとに見みられても、警けい戒かいされなくて、いいのかも。

「それならいいけど」

　よけいな心しん配ぱいだったみたいで、ホッとする。

　恭きょう也やの足あしもとに倒たおれている男おとこも、すぐにラドロの一いち員いんが連つれていく。

『敵てき５人にん、全ぜん員いん確かく保ほした。さわぎはおきていない』

「そっか。よかった」

　けっこう、派は手でに動うごかざるをえなかったから、さわぎになってないならよかった。

「じゃあ、もう護ご衛えいは終しゅう了りょう？」

『いや────警けい戒かい解かい除じょには、まだ早はやい。そろそろ、講こう義ぎが終おわる。花はな里さと琴こと音ねが出でてくるぞ』

「「りょーかい」」

　わたしは、恭きょう也やとそろって返へん事じをして、すぐにさっき出でてきた教きょう室しつにむかうことにした。







　　　　７　怪かい盗とうたちのランチタイム







　教きょう室しつを出でてきた琴こと音ねさんは、建たて物ものの外そとでさっきの友ともだちと合ごう流りゅうして、４人にんで歩あるきだす。

　次つぎはどこにむかうんだろう？

　琴こと音ねさんたちの行いき先さきを考かんがえる。

　また、別べつの講こう義ぎに出でるのかな？

　それとも……。

　琴こと音ねさんがむかう先さきに、大おおきなドーム状じょうの建たて物ものが見みえてくる。

　なんだろう、あれ？

　ガラス張ばりで、中なかに、席せきがいくつもならんでいるのが、遠とお目めにも見みえる。

「どうやら、昼ちゅう食しょくに行いくらしいね」

　恭きょう也やが言いう。

　あっ！　あれって食しょく堂どうなの!?

　恭きょう也やに言いわれて、やっとわたしは、あのドーム状じょうの建たて物ものが食しょく堂どうなんだと、理り解かいする。

　だって、あんな立りっ派ぱな建たて物ものが、食しょく堂どうだなんて思おもわないよ。

　うちの学がく園えんの、体たい育いく館かんぐらいの広ひろさがありそうだし。

　でも、よく見みてみれば、建たて物ものがレトロ感かんのあるレンガ造づくりだったり、色いろとりどりの花はなが咲さく花か壇だんがあったりと、ほかの建たて物ものよりおしゃれでくつろいだ雰ふん囲い気きがある。

　琴こと音ねさんたちが食しょく堂どうに入はいっていったあと、少すこし間まをおいてから、わたしと恭きょう也やも入はいる。

　よかった。

　今日きょうは土ど曜よう日びということもあってか、食しょく堂どうはそれほど混こみあっていない。

　混こん雑ざつの中なかで、だれかにねらわれたらって心しん配ぱいしたけど、これくらいなら、大だい丈じょう夫ぶそう。

　もし混こみあっていたら、琴こと音ねさんとの距きょ離りをつめて、守まもらなきゃいけなくなるし。

　琴こと音ねさん自じ身しんや、花はな里さと家けの護ご衛えいの人ひとに気きづかれる危き険けん性せいも高たかくなるところだった。

　この食しょく堂どうの様よう子すなら、少すこしはなれた場ば所しょから護ご衛えいしても問もん題だいない。

　琴こと音ねさんと友ともだちは、それぞれ食しょっ券けんを買かうと、カウンターの列れつにならぶ。

　あそこで、食しょっ券けんと食しょく事じをとりかえるらしい。

　フードコートみたいな感かんじなのかな？

　護ご衛えい中ちゅうだけど、ちょっとわくわくしてきちゃった。

　わたしと恭きょう也やも、食しょっ券けんの販はん売ばい機きの前まえに立たつ。

　お昼ひる時どきの食しょく堂どうにいるのに、なにも食たべずにいたら、あやしいからね。

　それに、おなかが空すいてたし！

　ん～、なににしようかな!?

　わたしがなやんでいる間あいだに、恭きょう也やがすぐにメニューを決きめる。

　よし！　ビーフカレーにしようっ！

　わたしは食しょっ券けんを買かって、恭きょう也やといっしょに、カウンターの列れつにならぶ。

　先さきに食しょく事じを手てにした琴こと音ねさんは、ボンゴレビアンコを選えらんだらしい。

　その様よう子すから、本ほん当とうは、超ちょうのつくようなお嬢じょうさまだということは、まったくうかがえない。

　ふつうの大だい学がく生せいとして、なじんでる。

　そのまま、友ともだちといっしょに窓まど際ぎわの席せきにすわる。

　わたしと恭きょう也やも食しょっ券けんを出だして、少すこし待まってから食しょく事じを受うけとる。

　さすが数かず多おおくの大だい学がく生せいを相あい手てにしている食しょく堂どうだけあって、食しょく堂どうの人ひとたちの手て際ぎわがいい。

　わたしはおいしそうなビーフカレーで、恭きょう也やはオムライスだ。

「────さっきの５人にんで、終おわりってことはないのかな？」

　琴こと音ねさんたちが見みえる位い置ちにすわりながら、わたしは恭きょう也やにきく。

「だろうね。あのていどであきらめるなら、おれたちがよばれるほどのことじゃないさ」

　それもそうだよね。

　わたしもうなずきながら、琴こと音ねさんからさりげなく目め線せんをはずさない。

『さっきつかまえた敵てきから、情じょう報ほうを得えられた』

　インカムごしに、ケイから報ほう告こくが入はいる。

「なにかわかったの？」

『さきほどの敵てきは、花はな里さと琴こと音ねの誘ゆう拐かいを目もく的てきとしていたようだ。だが、次つぎもそうくるとは限かぎらない。動うごいている組そ織しきのねらいは、「自じ分ぶんたちの名なをあげるだけの手て柄がら」だ。花はな里さと琴こと音ねの生せい死しに、こだわらない可か能のう性せいさえある』

「そんな……！」

　あらためてケイからそう言いわれると、不ふ安あんがわきあがってくる。

　恭きょう也やは、どんなに不ふ安あんだろう……？

　となりの恭きょう也やを見みる。するとその口くちもとは、いつもどおり「笑え顔がお」のポーカーフェイスだった。

「わかっていたことさ。やるべきことはかわらないよ」

　口く調ちょうはかるい。だけど、その目めは切きれそうに真しん剣けんだ。

　わたしは、無む言ごんでうなずく。

　……そうだよね。

　わたしと恭きょう也やの２人ふたりが力ちからを合あわせれば、琴こと音ねさんを守まもり切きれる。

　ラドロのボスとケイが、そう判はん断だんしたんだから、信しんじよう。

　わたしが変へんに意い識しきして硬かたくなって、ミスをしちゃうほうが、問もん題だいだもんね。

「それはそうと、ここのオムライスはなかなかの味あじだよ、子こ猫ねこちゃん。ソースはビーフシチュー仕じ立たてだ。うん、うまい」

　恭きょう也やは、わたしがあらためて気き合あいを入いれ直なおしてるっていうのに、のほほんとオムライスの味あじを楽たのしんでるみたい。

　……まったく。

　たしかに、このビーフカレーもおいしいけど。

　ビーフはよく煮にこんであってやわらかいし、ルーの辛からさも、わたしにはちょうどいい。

　大だい学がく生せいってこんな食しょく事じをしてるんだなあ。

　そのとき、琴こと音ねさんのそばへ、男だん子し大だい学がく生せいが近ちかづいていくのが見みえた。

「花はな里さとさん。今日きょうもきてたんだね」

　明あかるい茶ちゃ色いろの髪かみで、清せい潔けつ感かんのある服ふく装そうをした男だん子し大だい学がく生せいが、琴こと音ねさんに声こえをかける。

「ええ。中なか林ばやしくんも講こう義ぎがあったの？」

「そう。去きょ年ねん、受うけ忘わすれてた講こう義ぎが１コマあるんだ。土ど曜ようはこのためだけにきてるんだ。なければ休やすみにしたかったんだけど」

　琴こと音ねさんと男だん子し大だい学がく生せいは、親したしげに話はなしている。

　顔かお見み知しりみたいだから、友ともだちかな。

「…………」

　恭きょう也やが、微び妙みょうににらむように、親したしげに笑わらいあっている琴こと音ねさんと男だん子し大だい学がく生せいの様よう子すを見みている。

「恭きょう也や？」

　なにか、わたしが気きづかない異い状じょうに気きづいたのかな？

　ふしぎに思おもって声こえをかけると、

「あの男だん子し大だい学がく生せい、近ちかすぎる。今いますぐに引ひきはなしたほうがいいかもな……」

　恭きょう也やが、くるりとわたしのほうをむくと、真面目まじめな顔かおで言いう。

　……はあぁ？

「なに言いってるの。どう見みても、ふつうの男だん子し大だい学がく生せいでしょ！」

　武ぶ術じゅつはまったく修おさめてなさそうだし、危き険けんな行こう動どうをするような気け配はいもない。

　なにかをたくらんでいれば、しぐさのはしばしに、緊きん張ちょうとか不ふ安あんとかが出でるものだからね。

　ただの男だん子し大だい学がく生せいを引ひきはなすなんて、やりすぎだよ！

「…………冗じょう談だんだよ。いろんな友ゆう人じんがいるのは、いいことさ」

　恭きょう也やが、目めをふせて肩かたをすくめる。

　……本ほん当とうに冗じょう談だんだったの？　目めが真しん剣けんだった気きがするけど。

　もしかして、嫉しっ妬と……なのかな。

　さすがに、琴こと音ねさんに近ちかづく人ひとにいちいち嫉しっ妬としていたら、きりがないと思おもう。

　ただ……。

　琴こと音ねさんの前まえに立たつことが簡かん単たんじゃない恭きょう也やは、その相あい手てをうらやましいと、思おもってしまうのかもしれない。

　直ちょく接せつ会あって、話はなしをしたらいいのに。

　でも、それがむずかしいのは、わたしでもわかる。

　気き持もちの問もん題だいとか、立たち場ばの問もん題だいとか。

　もし、恭きょう也やが会あいに行いけば、琴こと音ねさんはきっと「弟おとうとが生いきていた」、と喜よろこぶと思おもう。

　でも、同どう時じに、琴こと音ねさんは、その気き持もちとは真ま逆ぎゃくの行こう動どうをとらなきゃいけないかもしれない。

　だって、恭きょう也やは「怪かい盗とうファンタジスタ」なんだから。

　ただの「花はな里さと恭きょう也や」には、きっと、もどれない……。

　そんなことを考かんがえているうちに、琴こと音ねさんが食しょく事じを終おえて、席せきを立たつ。

　友ともだちはまだ席せきについているから、ここで友ともだちと別わかれて、１人ひとり行こう動どうになるらしい。

　敵てきの組そ織しきが、ねらいやすくなる。

「恭きょう也や、行いける？」

　わたしはそっと、恭きょう也やに言いう。

「ああ、すまない。気きを引ひきしめる」

　恭きょう也やは、小ちいさく首くびをふって答こたえる。

　すぐに恭きょう也やは、集しゅう中ちゅうした顔かおに切きりかわる。

　琴こと音ねさんが食しょく堂どうを出でたのを見みて、わたしと恭きょう也やも、さりげなくあとを追おう。

　次つぎは琴こと音ねさんは、どこに行いくつもりだろう。

　敵てきも、誘ゆう拐かいじゃなく、「なにがなんでも花はな里さと琴こと音ねで手て柄がらをあげる」と考かんがえてくるなら……さっきみたいな様よう子す見みはしてこないかもしれない。

　集しゅう中ちゅうを切きらさないようにしないと！







　　　　８　図と書しょ館かんのバトル！







　琴こと音ねさんが、大だい学がく構こう内ないの道みちを歩あるいていく。

　むかう先さきに見みえるのは、ひときわ大おおきな赤あか茶ちゃ色いろの壁かべの建たて物ものだ。

　３階がい建だてぐらいの高たかさだけれど、建たて物ものは横よこ幅はばが大おおきく、中ちゅう央おうに入いり口ぐちがあり、左さ右ゆうに同おなじ形かたちの建たて物ものが１つずつならぶような形かたちになっている。

　３階がい建だての建たて物ものが、２つならんでくっついている、と言いえばいいのかな。

　この大だい学がくの中なかでも、かなり大おおきいほうの建たて物ものなのは、まちがいない。

「ここってなんなの？」

『図と書しょ館かんだ。この大だい学がくの図と書しょ館かんは、日に本ほんでも上じょう位いの広ひろさと蔵ぞう書しょ数すうをほこっている』

　ケイが教おしえてくれる。

　こんなに大おおきな建たて物ものが、図と書しょ館かんなのかあ……！

　わたしはふだん、マンガを読よむことのほうが多おおいから、あまり近ちかづかない場ば所しょだけど。

　本ほん好ずきの人ひとなら大おお喜よろこびするんだろうな。

『図と書しょ館かんは、学がく生せい証しょうがないと入いり口ぐちから先さきに入はいれない』

「それなら、ここにくる前まえに、くれたやつがあるよね」

　わたしは、バッグからカードをとりだす。

　○×大だい学がく　学がく生せい証しょうと書かかれた下したに、わたしの今いまの顔かお写じゃ真しんと、偽ぎ名めいが書かいてある。

　あらかじめ、ケイとラドロで用よう意いしておいてくれたもの。

　琴こと音ねさんが受うけ付つけをとおり、図と書しょ館かんの中なかに入はいっていく。

　あとを追おうため、わたしも図と書しょ館かんにつづこうとするけど……となりの恭きょう也やが動うごかない。

「どうしたの、恭きょう也や？」

　わたしは気きがつかなかったけど、なにかあやしい気け配はいでも感かんじたのかな。

　とくに、おかしなところはないけど……。

　恭きょう也やは、まわりを軽かるく見みまわす。

「敵てきがねらってくるなら、ここだろう」

　たしかに。

　琴こと音ねさんは１人ひとりきりだし、人ひと気けもそこまで多おおくない。

　中なかがどうなってるにせよ、ここは、ねらうのに都つ合ごうがいい。

「なら、おれは外そとを警けい戒かいするから、中なかはまかせるよ……キミを信しん頼らいしてるからね、子こ猫ねこちゃん」

　片かた目めをつぶった恭きょう也やに、わたしはしかめっつらをしてしまう。

　めだたない、地じ味みなかっこうはしていても、やっぱりこういうところは恭きょう也やだ。

　でもたしかに、セキュリティシステムがあるなら、２人ふたりとも中なかに入はいってしまうと、外そとへの対たい応おうがしにくくなるよね。

　教きょう室しつや食しょく堂どうは、まだ外そとへ出でやすかったけど。

　受うけ付つけがあるなら、出で入いりがスムーズにいかなかったり、目め立だってしまったりするかも。

　建たて物ものの外そとは、ついてきてるラドロのメンバーにまかせるという手てもあるけれど……あくまで彼かれらの仕し事ごとは、わたしたちのバックアップだ。

　なにかあったとき、恭きょう也やほど的てき確かくに判はん断だんを下くだせるとは思おもえない……なら外そとは恭きょう也やにまかせよう。

　護ご衛えいをまかされているのは、わたしたち２人ふたりなんだから。

「わかったよ、恭きょう也や」

　わたしは目めを合あわせてかるくうなずくと、１人ひとりで図と書しょ館かんの入いり口ぐちにむかう。

　入いり口ぐちの自じ動どうドアが開あくと、すぐ横よこに受うけ付つけがあり、女じょ性せいスタッフがすわっている。

　この人ひとに学がく生せい証しょうを見みせて通とおるみたい。

　パスをタッチする機き械かいならよかったのに、人ひとが相あい手てだと、むしろドキドキする。

　見みたことない顔かおだと思おもわれないかと、内ない心しん緊きん張ちょうしたけど……心しん配ぱいいらなかったみたい。

　考かんがえてみれば、大だい学がく生せいは数すう千せん人にんいるわけだし、いちいち顔かおとか覚おぼえてるわけないか。

　わたしは、広ひろい図と書しょ館かんの中なかを見みまわして、琴こと音ねさんを捜さがす。

　え～と…………あ、いた！

　琴こと音ねさんは、ずらっとならんだ本ほん棚だなの奥おくに立たっている。

　図と書しょ館かんなんだからあたりまえだけど、なにか本ほんを探さがしているみたい。

　わたしは、琴こと音ねさんのことを目め立だたずに見みられる場ば所しょに移い動どうする。

　琴こと音ねさんが見みている本ほん棚だなの上うえのプレートには「民みん俗ぞく学がく」と書かかれている。

　さっき講こう義ぎのときに、恭きょう也やがちらっと言いっていたけど、都と市し伝でん説せつみたいのもふくまれる学がく問もんなんだっけ？

『民みん俗ぞく学がくとは、日に本ほんや世せ界かい各かく地ちの伝でん承しょうや伝でん説せつ、慣かん習しゅうなど人ひと々びとの間あいだで伝つたえられてきたことを、調しらべ研けん究きゅうする学がく問もんだ』

　う～ん……。

　ケイの説せつ明めいはむずかしくて、いまいち頭あたまに入はいってこない。

　琴こと音ねさんが見みている本ほん棚だなを見みると、「妖よう怪かい」とか「こわい言いい伝つたえ」とか。

　そういうタイトルも見みえて、なんだか親したしみを感かんじちゃう。

　なるほど……妖よう怪かいも日に本ほんの「古ふるくからある伝でん説せつ」だもんね。

　そう考かんがえると、少すこし身み近ぢかに感かんじる。

　わたしは、近ちかくにあった『ドイツ文ぶん学がく全ぜん集しゅう』と書かかれた本ほんを手てにとって、読よんでいるふりをしつつ、琴こと音ねさんの様よう子すをうかがう。

　……本ほんの中なか身みはさっぱりだけどね。

　琴こと音ねさんは、しばらく民みん俗ぞく学がくの本ほん棚だなで、顔かおを輝かがやかせながら読よんだりしていたけど、ふと顔かおを上あげると、手てに持もっていた本ほんを本ほん棚だなにもどした。

　そのまま歩あるきだして、べつの本ほん棚だなの前まえで止とまる。

　今こん度どの本ほん棚だなは、「経けい営えい学がく」と書かかれている。

　たぶん、会かい社しゃの経けい営えいについてとか、そういうことだよね。

『経けい営えい学がくは、企き業ぎょうにかぎらずさまざまな組そ織しきの運うん営えいについて、つきつめる学がく問もんだ。あとは企き業ぎょうについて幅はば広ひろく考かんがえる学がく問もんでもある』

　また、ケイが解かい説せつしてくれる。

　ん？　意い味みがいくつもあるってこと？

『ああ。花はな里さと琴こと音ねなら、どちらも意い味みのあることだろう』

　そうだよね。

　琴こと音ねさんは、花はな里さとグループの跡あと継つぎだもんね。

　大だい学がくに入はいる前まえからずっと、跡あとを継つぐために必ひつ要ようなことを、学まなんでいるんじゃないかな。

　人ひと一いち倍ばい責せき任にん感かんのある琴こと音ねさんだし。

　…………ん？

　わたしは、目めを細ほそめる。

　とつぜん、図と書しょ館かんの外そとに殺さっ気きが生うまれた。

　図と書しょ館かんを包ほう囲いするように、何なに者ものかが集あつまってくる。

　その数かず、１、２、３……10人にんほど。

　本ほん気きだ。気け配はいを隠かくす気きは、まったくないらしい。

　でも、図と書しょ館かんの外そとのことは、恭きょう也やにまかせるしかないけど……！

　まずいっ、琴こと音ねさんが本ほんをもどして歩あるきだした！

　どこに行いくつもりだろう？　今いま、外そとに出でられるのはこまる。

　もし外そとに出でようとするなら、多た少しょう、無む理りをしてでも、止とめる必ひつ要ようがあるかも。

　琴こと音ねさんは、洗せん面めん所じょのあるほうへ足あしをむける。

　メイク直なおしかな。それなら……。

　むっ。

　琴こと音ねさんのあとを追おうように、女じょ子し大だい学がく生せいが動うごきだした。

　一いっ見けんするとふつうだけど、よく見みると、足あし音おとを消けす独どく特とくの歩あるき方かた……わたしにはわかる、あれは、あきらかにあやしいっ！

　わたしは、不ふ審しんな女じょ子し大だい学がく生せいに追おいつこうと、足あしを速はやめる。

　────建たて物ものをとりかこむ殺さっ気きは、たぶん囮おとりだ。

　琴こと音ねさんを護ご衛えいする者ものたちの注ちゅう意いを外そとに集あつめるのと同どう時じに、前まえもって中なかに忍しのびこませておいた仲なか間まが、気け配はいを消けして琴こと音ねさんに近ちかづく。

　敵てきも、工く夫ふうしてきたってわけ！

　琴こと音ねさんが洗せん面めん所じょに入はいったあと、うしろからつづこうとしながら女じょ子し大だい学がく生せいが、さりげなくカバンに片かた手てを入いれる──

　──今いまだっ！

　わたしはそのタイミングで、距きょ離りをつめて、さりげなく不ふ審しんな女じょ子し大だい学がく生せいの手てをつかむ。

「っ!?」

　目めを見みひらいて、女じょ子し大だい学がく生せいがふり返かえる。

　わたしは完かん全ぜんに気け配はいを消けしていたので、気きづかなかったはずだ。

　それに、動うごきもごくわずか。

　遠とお目めに見みれば、知しり合あい同どう士しがじゃれているように見みえるだろう。

（あなたのねらいは、ばれてるわ）

　わたしは声こわ色いろを変かえて、不ふ審しんな女じょ子し大だい学がく生せいにささやく。

「くっ」

　女じょ子し大だい学がく生せいが、逆ぎゃくの手てでカバンからナイフを取とり出だそうとする。

　やっぱり武ぶ器き！

　わたしはすぐに女じょ子し大だい学がく生せいの腕うでをひねり、動うごきを封ふうじる。

「うっ……」

　うめき声ごえをあげて、女じょ子し大だい学がく生せいの動うごきが止とまる。

　この不ふ審しんな女じょ子し大だい学がく生せいは、気け配はいを消けすのは一いっ級きゅうだけど、武ぶ術じゅつの腕うではそれほどじゃないみたい。

　わたしは、人ひと気けがないところまで、不ふ審しんな女じょ子し大だい学がく生せいを連つれていき、しばりあげて近ちかくの用よう具ぐ室しつに入いれておく。もちろん、武ぶ器きも取とりあげておいた。

　あとでラドロに回かい収しゅうしてもらおう。

　わたしが洗せん面めん所じょの前まえにもどると、ちょうど琴こと音ねさんが洗せん面めん所じょから出でてくるところだった。

　琴こと音ねさんが一いっ瞬しゅん、こちらを見みて少すこしふしぎそうな顔かおになる。

　ドキッとしたけれど、わたしはそしらぬ顔かおで、琴こと音ねさんとすれちがう。

　琴こと音ねさんは、そのまま本ほん棚だなのほうにもどっていった。

　ふぅ……ばれずにすんだ。

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　とりあえずの危き険けんはふせいだけど、ケイから終おわりの合あい図ずはこない。

　ってことは、まだ終おわっていないんだ。

　恭きょう也やにまかせた外そとは、どうなっているだろう？







　　　　９　恭きょう也やのイリュージョン







　気きがつくと、外そとの殺さっ気きが消きえている。

　あの人にん数ずうを、こんな短たん時じ間かんで１人ひとりでなんとかしちゃうなんて。さすが、恭きょう也やだよね。

　これなら、大だい丈じょう夫ぶ。

　なにも知しらない琴こと音ねさんは、いくつかの本ほんを借かりる手て続つづきをしてから、出で口ぐちにむかう。

　わたしは、琴こと音ねさんのあとを追おって、出で口ぐちにむかおうとする。だけど──

「えっ？」

　とつぜん、体たい格かくのいい男おとこが、わたしの目めの前まえに立たちふさがった。

　見みた目めは大だい学がく生せいに見みえなくもないけど、身しん長ちょうが１９０センチぐらいあって、横よこ幅はばも大おおきい。

　しかも、このタイミング。嫌いやな予よ感かんしかしないけど……っ！

「えっ、どうかしたんですか？」

　わたしは、なにくわぬ顔かおで男おとこを見みあげる。

「動うごくな。ここにいろ」

　男おとこが表ひょう情じょうを変かえずにわたしに言いう。

　足あし止どめっ!?

　さっき、ナイフを持もった女じょ子し大だい学がく生せいをとりおさえたところを、見みられていたのかも。

　わたしが琴こと音ねさんを護ご衛えいしてるってことが、ばれたんだ！

　花はな里さと家けの護ご衛えいはっ!?

　そう思おもったけれど、そっちにも足あし止どめがされているのが見みえる。

　まずいっ、今いま、琴こと音ねさんに、だれも護ご衛えいがついてない！

　わたしはあせりつつ、目めの前まえの男おとこをかわそうとする。けど、男おとこが体からだを張はって押おし返かえしてくる。

　こうなったら、さわぎになってもいいから、この男おとこを倒たおすしか……！

　そう考かんがえていると、まっすぐに琴こと音ねさんに近ちかづいていく男だん子し大だい学がく生せいの姿すがたが見みえる。

　まずい！　あの動うごきは、琴こと音ねさんをねらってる……！

　もう、手しゅ段だんを選えらんでいられないっ！

「逃にげてっ！」

　わたしは琴こと音ねさんにむけて、大おお声ごえで言いう。

　琴こと音ねさんがおどろいたように足あしを止とめて、ふり返かえる。

　なにが起おきているのか、まだ理り解かいしている顔かおじゃない。

　男だん子し大だい学がく生せいは片かた手てをズボンのポケットに入いれながら、琴こと音ねさんに近ちかづいていく。

　あいつも武ぶ器きを持もっている……!?

「どいて！」

　わたしは、目めの前まえの体たい格かくのいい男おとこをおしのけて前まえへ出でようとするけど、びくともしない。

　体たい重じゅう差さがありすぎるよ！

　男だん子し大だい学がく生せいは、琴こと音ねさんのすぐ近ちかくだ。

　ダメ！　間まに合あわない！

　そのとき──

「美うつくしいレディに近ちかづくのに、作さ法ほうがなってないな」

　言こと葉ばと同どう時じに、恭きょう也やがつむじ風かぜのように、琴こと音ねさんと男だん子し大だい学がく生せいの間あいだに割わりこむ。

「ちっ！」

　舌した打うちした男だん子し大だい学がく生せいがポケットから、ナイフを握にぎった手てを出だして、つきつける。

　琴こと音ねさんが目めを見みひらく。

「不ふ心こころ得え者ものには、退たい散さん願ねがおうか」

　恭きょう也やは、華か麗れいな動うごきで男だん子し大だい学がく生せいの手てをひねりあげ、ナイフを取とり落おとさせる。

　そのまま流ながれるように、ボディブローを食くらわす。

「……ごほっ」

　男だん子し大だい学がく生せいは言こと葉ばもなく、体からだをくの字じにして床ゆかにくずおれる。

　その間かん、わずか数すう秒びょう。

　ほとんどの人ひとには、恭きょう也やがどう動うごいたのか、まったく見みえなかったと思おもう。

　わたしには、まるで舞ぶ踏とうのような、動うごきの軌き道どうが見みえて、思おもわず見みとれてしまったんだけど。
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「えっ、なに!?」

「あいつ、ナイフを持もっているぞ」

　男おとこが床ゆかに取とり落おとしたナイフを見みて、さすがにまわりがさわぎだす。

　……あんたはっ、いつまで邪じゃ魔ましてるのよっ！

　わたしは、目めの前まえの体たい格かくのいい男おとこのみぞおちに発はっ勁けいを入いれる。

「がはっ……」

　男おとこの巨きょ体たいが、衝しょう撃げきにふるえたあと、床ゆかにしゃがみこむように倒たおれる。

　その瞬しゅん間かんに、少すこしいきおいをころして、おおきな音おとを立たてないようにする。

　琴こと音ねさんをおそった男おとこにまわりの目めがいっていて、こちらの動うごきは気きづかれなかったみたい。

　……ほっ。

　わたしは、さりげなくその場ばをはなれて、べつの本ほん棚だなのかげに身みをかくす。

　一いっ拍ぱくおいて、かげから、琴こと音ねさんと恭きょう也やの様よう子すをうかがう。

　恭きょう也やってば……！

　琴こと音ねさんを救すくったのはいいけど、目めの前まえに姿すがたを現あらわしちゃって、大だい丈じょう夫ぶ？

　ハラハラしつつも、ここでわたしが出でていくと、よけいややこしくなるし。見みているしかない。

「ええと、あなたは……これは、わたしがねらわれて……？」

　琴こと音ねさんは、ナイフを見みて、状じょう況きょうを理り解かいしたみたい。

「間まに合あってよかったです。どこか、おケガはありませんか？」

　恭きょう也やは、ふり返かえると小ちいさく笑えみをうかべて言いう。

　今いまの恭きょう也やは、地じ味みに見みえる変へん装そうをしているから、簡かん単たんには気きづかれないとは思おもうけど……。

「ありません。どなたか存ぞんじあげませんが、ありがとうございます」

　琴こと音ねさんが、ていねいに頭あたまを下さげる。

　どうやら、恭きょう也やの正しょう体たいには気きづいていないみたい。

　あたりまえなんだけど……ほっとしたような、残ざん念ねんなような。

　でも、しょうがないよね。

　琴こと音ねさんが恭きょう也やと別わかれたのは、４歳さいとか５歳さいとかの本ほん当とうに幼おさないときらしいから。

「いいえ、無ぶ事じでよかった。それではこれで失しつ礼れいします」

　恭きょう也やは、すぐに顔かおをそらして、歩あるき去さろうとする。

「あの、なにかお礼れいを……」

　声こえをかけた琴こと音ねさんに、恭きょう也やが横よこ顔がおのまま、こたえる。

「気きにしないでください。仕し事ごとのようなものです」

　恭きょう也やの手てが、さりげなく右みぎの耳みみをさわってる。

　そのしぐさを見みて、琴こと音ねさんがふしぎそうに目めを見みひらく。

「笑え顔がおのときの口くちのかたち、その片かた耳みみに手てを当あてて話はなすしぐさ……どうしてかしら、わたし以い前ぜんあなたに会あったことがあるような気きが──でも、あの子こは……」

「いいえ、あなたとは初しょ対たい面めんです。もし、おれがだれかに似にていたとしても、それは他た人にんのそら似にです」

　恭きょう也やが琴こと音ねさんの言こと葉ばをさえぎって言いい、人ひと差さし指ゆびを、そっと口くちもとに当あてる。

　まるで、「なにも言いわないで」と言いうみたいに。

「そう…………なのね」

　琴こと音ねさんは、さびしそうに目めをふせる。

「あなたに悲かなしい顔かおは似に合あわないですよ。──こうして出で会あえたのですから、笑わらってください」

　恭きょう也やがやさしい声こえで言いう。

　琴こと音ねさんは、くちびるをギュッとかみしめてから、顔かおを上あげる。

　恭きょう也やと琴こと音ねさんの目めが、もう一いち度ど合あった。

「それもそうね。あらためて、助たすけてくれてありがとう」

　琴こと音ねさんが、恭きょう也やの目めを見みかえしながら、笑え顔がおになる。

　どこかさびしさと、なつかしさをたたえた笑えみ。

　恭きょう也やは小ちいさくうなずくと、琴こと音ねさんに背せをむけた。

　そのまま１人ひとりで、図と書しょ館かんを出でていく。

　恭きょう也やの背せ中なかを、琴こと音ねさんはずっと見みつめていた。







　　　　10　怪かい盗とうたちの本ほん領りょう発はっ揮き！







「恭きょう也や、ありがとう。よく間まに合あったね」

　わたしは、図と書しょ館かんからはなれた場ば所しょで、恭きょう也やと合ごう流りゅうする。

「それは、彼かれのおかげだよ」

　恭きょう也やはそう言いって、耳みみにあるインカムを、コツコツと指ゆびでたたく。

『アスカが足あし止どめされたのに気きづいて、すぐに織おり戸と恭きょう也やに動うごいてもらった』

　ケイが、さらりと言いう。

　それならそうと、教おしえてよ。

　本ほん当とうに、もう間まに合あわないと思おもって、ヒヤヒヤしたんだから。

『しらせないほうが、敵てきをあざむけるという判はん断だんだ』

　わたしの不ふ満まんが伝つたわったのか、ケイが説せつ明めいする。

　まったく。

　琴こと音ねさんが助たすかったんだから、いいけどね。

「それで、これからどうする？　ターゲットに姿すがたをさらした以い上じょう、おれたちは護ご衛えいをつづけられないぞ」

　恭きょう也やが苦にがい顔かおをする。

『そちらはラドロが引ひき継つぐ。２人ふたりにはべつの仕し事ごとをたのむ』

「べつの仕し事ごと？」

　わたしは、首くびをかしげる。

『敵てきの拠きょ点てんのわりだしに成せい功こうした。そこをつぶすために動うごく。そうすれば、花はな里さと琴こと音ねが今こん回かいの組そ織しきからねらわれることはなくなる』

「なるほどね。そのほうが得とく意いかも」

「わかりやすくていいな」

　わたしと恭きょう也やは、顔かおを見み合あわせて、ニヤリとする。

　わたしも、恭きょう也やも、守まもるより攻せめるほうが、むいている。

　なんといっても、怪かい盗とうっていうのは「獲え物ものをねらう側がわ」だからね！

　琴こと音ねさんにはサクスがついているし、敵てきもかなり減へらした。

　守まもりきれるはず。

　いそごう！

『ナビをする』

　ケイの言こと葉ばに、わたしと恭きょう也やは動うごきだした。

　　　　[image: くぎり]

　郊こう外がいにある古ふるいビル。

　５階かい建だてのビルで、あたりに建たて物ものがないし、人ひと気けもない。

　日ひも落おちかけていて、暗くらくなりはじめている。

　かくれるには、ちょうどいい場ば所しょってわけね。

　わたしと恭きょう也やは、怪かい盗とうのコスチュームに着き替がえている。

　こうやって、怪かい盗とうレッドと怪かい盗とうファンタジスタとしてならぶのは、ひさしぶりな気きがする。

「このビル全ぜん体たいが敵てきの拠きょ点てんなのかい？」

『そうだ。あくまで行こう動どう拠きょ点てんで、守まもりにむいたつくりではない』

　恭きょう也やの質しつ問もんに、ケイが答こたえる。

「中なかには、どれぐらいいるの？」

『およそ30人にんだ』

　なかなかの人にん数ずうだ。

　でも、恭きょう也やと２人ふたりなら、どうにかなりそう。

　ビルの中なかっていうのも、場ば所しょとして悪わるくないしね。

「行いこうか、きょ……ううん、怪かい盗とうファンタジスタ」

「ああ。ショータイムだ。怪かい盗とうレッド」

　わたしと恭きょう也やは、視し線せんをかわすと、同どう時じにビルの入いり口ぐちにむかう。

　２階かいや３階がいから奇き襲しゅうをかけることも考かんがえたけど、ケイに下したからむかったほうが、敵てきを逃のがさないと言いわれて、正しょう面めん突とっ破ぱすることに決きまった。

「なんだ！」

「敵てきだ！」

　わたしと恭きょう也やを見みて、ラフな服ふく装そうをした外がい国こく人じんが身みがまえる。

　目めの前まえにいるのは、５人にん。

　わたしは、相あい手てにかまえる間まをあたえずに距きょ離りをつめる。

　掌しょう底ていであごをつきあげ、１人ひとりをたおすと、そのまま、まわし蹴げりでもう１人ひとりを倒たおす。

「ふざけやがって！」

　隙すきができたと見みたのか、わたしにむかって、体たい格かくのいい男おとこが突とつ撃げきしてくる。

　わたしは、バックステップをするけど、ビルのろう下かはせまくて、そんなに下さがれない。

　さらに突とつ撃げきしてくる体たい格かくのいい男おとこのこめかみに、恭きょう也やのトランプが突つきささる。

　痛いたみに突とつ撃げきがゆるんだ瞬しゅん間かん、わたしはしゃがみこんで、男おとこの足あしをはらう。

「寝ねていてもらおうか」

　倒たおれこんだ男おとこを、恭きょう也やがとどめに足あしでふみつける。

　１階かいのフロアを見みまわすと、すでに起おきているものはいない。

　恭きょう也やが、残のこりの２人ふたりもたおしている。

　２階かいにむかおう！

　　　チュン！

　階かい段だんを上あがっていくと、いきなり銃じゅう弾だんがとんでくる。

　わたしは壁かべに身みをかくすと、様よう子すをうかがう。

　外がい国こく人じんの男おとこが５人にんいて、その中なかで銃じゅうを持もっているのは２人ふたり。

　あとは、ナイフだ。

「こういう相あい手ては、まかせてもらおうか」

　恭きょう也やが、銃じゅうを持もった男おとこにむかって、トランプをはなつ。

　銃じゅうを持もつ手てをトランプがかすめて、男おとこがうめく。

　肌はだを切きりさかれたみたい。

　痛いたみですぐに銃じゅうを撃うてない男おとこに、わたしが間ま合あいをつめる。

　もう１人ひとりの銃じゅうを持もつ男おとこが、わたしに銃じゅうをむける。

「させないよ」

　銃じゅうを持もつ男おとこの目めの前まえに、とつぜん、無む数すうの風ふう船せんが現あらわれる。

　恭きょう也やのマジックだ。

「くっ。なんだこれは！」

　男おとこは視し界かいをふさがれて、銃じゅうを撃うてずにいる。

　こんな状じょう況きょうで、下手へたに撃うったら、仲なか間まに当あたっちゃうかもしれないからね。

「はあっ！」

　わたしは、手てをおさえた銃じゅうを持もつ男おとこにむけて、発はっ勁けいをはなつ。

「ごほっ！」

　いきおいで壁かべにたたきつけられた男おとこは、そのまま床ゆかにくずれ落おちる。

　銃じゅうを床ゆかにとり落おとしたところを、手てが届とどかないようにけりとばしておく。

　　　パン　パン　パン！

　外がい国こく人じんの男おとこが、ナイフをふりまわして風ふう船せんを割わっている。

　いいのかな、そんなことして……？

「ぐあっ！」

「うおっ、なんだこれは！」

　とつぜん、男おとこたちは、目めや口くちをおさえて苦くるしみだす。

「風ふう船せんの中なかに、特とく製せいのトウガラシエキスを入いれておいたんだよ。お味あじはいかがかな？」

　恭きょう也やは、口くちもとをおさえながら飛とび退のき、距きょ離りをとってる。

　残のこりの４人にんは、トウガラシエキスをまともに吸すって、戦たたかえない状じょう態たいだったので、一いち撃げきで気き絶ぜつをさせてから、３階がいにむかう。

『ここまで10人にん。あと約やく20人にんだ』

　けっこう減へらしたと思おもったけど、まだ、けっこう数かずがいるね。

「銃じゅうには、気きをつけないとな」

「そうね。ナイフも持もっていたし、気きはぬけない」

　銃じゅうもナイフも、一いっ発ぱつも食くらえない。

　恭きょう也やのように、相あい手てをまどわす技わざを持もっている味み方かたがいて、助たすかったよ。

　そうじゃなかったら、もう少すこし苦く労ろうしていたはず。

　わたしと恭きょう也やは、そのまま３階がいと４階かいにいた敵てきも、問もん題だいなくたおしていく。

『残のこり10人にん』

　そうして、最さい上じょう階かいの５階かいにむかった。







　　　　11　２丁ちょう拳けん銃じゅうの強きょう敵てき







　５階かいへとつづく階かい段だんを、警けい戒かいしつつのぼる。

　上うえに、強つよい気け配はいがある。

「たった２人ふたりで、ここまでくるとは。いったいおまえたち、何なに者ものだ？」

　階かい段だんを慎しん重ちょうにあがりきると、声こえをかけられる。

　部へ屋やの中ちゅう央おうに、灰はい色いろのスーツに、左ひだりの頬ほおに切きり傷きずの痕あとがある、緑みどり色いろの目めの男おとこが立たっている。

　あれがこの組そ織しきのボス？　１人ひとりだけ、雰ふん囲い気きがちがう。

　となりには、２メートルはありそうな、鍛きたえ上あげた筋きん肉にくを持もった大おお男おとこが立たっている。

　そのほかには、ここまでのフロアにいたのと同おなじようなやつらが、８人にん。

　全ぜん部ぶで10人にん。これが幹かん部ぶ……？

「おまえたちに名な乗のるような名なはないよ。おまえがボスか？　花はな里さと琴こと音ねに手てを出だそうとは、ずいぶんな計けい算さんちがいをするものだな。おかげで、おれたちが駆かりだされた。二に度どとそんな気きが起おきないように、教きょう育いくが必ひつ要ようだな」

「ふざけるなよ。ここで手て柄がらを挙あげて、私わたしはタキオンでのし上あがるんだ！」

　灰はい色いろのスーツの男おとこが、怒ど鳴なる。

「つまらない理り由ゆうだな」

　恭きょう也やが、ピンッとトランプのスペードのエースを、灰はい色いろのスーツの男おとこに投なげる。

　だけど、灰はい色いろのスーツの男おとこは、すばやく銃じゅうをとりだすと、グリップでトランプをはじく。

　……速はやい！

　銃じゅうをぬくところは、ギリギリ見みえたぐらいだ。

「いかにも。私わたしがこの組そ織しきをまとめている。しかし、ここまできただけで、ずいぶんと得とく意いげだな。ここでおまえたちを始し末まつしてから、花はな里さと琴こと音ねも始し末まつすれば問もん題だいない」

　その言こと葉ばが合あい図ずとなって、組そ織しきのボスと大おお男おとこ以い外がいの８人にんがおそいかかってくる。

「はあっ！」

　わたしと恭きょう也やも同どう時じに動うごく。

　視し線せんをかわす必ひつ要ようもない。

　ここにくるまでに、わたしたちの戦たたかいのパターンは、できあがっている。

　わたしが前ぜん面めんに出でて、対たい応おうしきれないところに、恭きょう也やの遠えん距きょ離りからのフォローが入はいる。

　遠えん距きょ離りで足たりないところは、恭きょう也や自じ身しんが前まえに出でて対たい応おうする。

　この戦たたかい方かたが一いち番ばんバランスがよくて、おたがいの力ちからを引ひきだせるみたい。

　素す直なおには認みとめたくないけど、うしろに恭きょう也やがいるって、ばつぐんに戦たたかいやすい。

　状じょう況きょう判はん断だんが的てき確かくだから、フォローを信しんじて、いつもよりもっと踏ふみこめるんだ。

「っ！　これで最さい後ごっ！」

　わたしは、発はっ勁けいを８人にん目めの男おとこにはなつ。

「ぐほっ！」

　男おとこはうしろに倒たおれこむ。

　あっという間まに、８人にんを片かたづけ、ボスと大おお男おとこを残のこすのみだ。

　てっきり隙すきを見みて、やつらから攻こう撃げきをしかけてくるかと思おもったけど、動うごく気け配はいはなかった。

　なにをねらっているんだろう……逆ぎゃくに不ぶ気き味みだ。

「おまえたちの戦たたかいぶりは、見みさせてもらった。じゃあ、はじめようか」

　ボスがニヤリと笑わらう。

　────くるっ！

　ほぼ勘かんで横よこにとぶ。

　恭きょう也やも同どう時じに横よこに転ころがるようにして、よけてる。

　　　ヂュンッ！

　さっきまでわたしと恭きょう也やがいた場ば所しょに、２発はつの銃じゅう弾だんがとんでくる。

　そう、同どう時じに。

　ボスは、両りょう手てに１丁ちょうずつの拳けん銃じゅうを持もっている。

「２丁ちょう拳けん銃じゅうか。しかも、手て慣なれているな」

　恭きょう也やが、目めをほそめる。

　２丁ちょうの拳けん銃じゅうを同どう時じにつかうのは映えい画がとかで見みたことはあるけれど、実じっ際さいは片かた手てで撃うとうとすると、ブレが大おおきくなって、ねらいどおり撃うてないらしいんだよね。

　だけど、このボスは正せい確かくに、わたしと恭きょう也やがいた場ば所しょを、ねらってきた。

「いいのかな、のんきに感かん心しんしていて。相あい手ては私わたしだけではないぞ」

　ボスの一ひと言ことに、はっと気きづく。

　左ひだり側がわから、大おお男おとこが体たい格かくに似に合あわないすばやさで、突とっ進しんしてくる。

「くっ！」

　わたしは、あわててうしろにとぶ。

　少すこし反はん応のうがおくれた！

　大おお男おとこに左ひだり腕うでをつかまれて、引ひっぱられる。

「レッド！」

　わたしのフォローをしようとした恭きょう也やの足あしもとに、

　　　ヂュン！

　すかさずボスが銃じゅうを撃うって足あし止どめをする。

「このっ！」

　わたしは、左ひだり腕うでをつかまれたまま、両りょう足あしで大おお男おとこの顔がん面めんをけりつける！

「ふんっ！」

　大おお男おとこは、わたしのキックを食くらう前まえに、わたしの左ひだり腕うでを思おもいっきりふりまわす。

「ちょ、ちょっと!?」

　ぐるぐると回かい転てんさせてから、壁かべにむかってわたしを投なげ飛とばす。

　わたしの体からだが壁かべにたたきつけられ──る前まえに、わたしは空くう中ちゅうで体からだを丸まるめると、壁かべをけっていきおいをころしながら、着ちゃく地ちする。

「いたっ……」

　わたしは、左ひだり肩かたに走はしる痛いたみに顔かおをしかめる。

　左ひだり腕うでを持もってふりまわされたから、肩かたを痛いためたみたい。

「大だい丈じょう夫ぶか？」

　恭きょう也やがわたしのそばに、かけよってくる。

「うん、問もん題だいない」

　痛いたみはあるけど、動うごかせないほどじゃない。

「仕し掛かける。タイミングはまかせた」

　恭きょう也やがそう言いって、前まえに出でる。

　ボスが恭きょう也やを足あし止どめしようと銃じゅうをむけるけど、恭きょう也やはかるいステップで射しゃ線せんが大おお男おとこと自じ分ぶんにむくようにさせ、発はっ射しゃさせない。

　しびれを切きらして、大おお男おとこが恭きょう也やにおそいかかる。

　だけど、それがねらい！

　　　ポンッ

　大おお男おとこの前まえに、恭きょう也やの風ふう船せんが現あらわれる。

「それを割わるな！」

　ボスが、すかさず注ちゅう意いする。

　どうやら、下したでのことを、どこからか見みていたらしい。

　…………だと思おもったよ！

　わたしは、用よう意いしていたパチンコ玉だまを指し弾だんではなつ。

　ねらいはもちろん、恭きょう也やの風ふう船せん。

　　　パンパンパンッ！

　次つぎ々つぎと風ふう船せんが割われると、あたりに煙けむりがたちこめて、まわりがほとんど見みえなくなる。

　わたしは、息いきを止とめたまま、気け配はいをさぐって、まっすぐに大おお男おとことの間ま合あいをつめる。

「はあっ！」

　全ぜん力りょくの発はっ勁けいを、大おお男おとこのおなかに打うちこむ。

「ぐっ……はぁ……」

　煙けむりが晴はれてくると、大おお男おとこが両りょうひざをついているのが見みえる。

　そのまま、大おお男おとこが大だいの字じで床ゆかにしずむ。

「このっ！」

　ボスが、２丁ちょう拳けん銃じゅうをわたしにむけてくる。

「させないよ」

　恭きょう也やが、ボスのうしろに立たって、トランプをボスの首くび筋すじに当あてていた。
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　スッ──とトランプをかるく滑すべらせると、ボスの首くび筋すじからわずかな血ちが出でると同どう時じに、その両りょう手てから拳けん銃じゅうが床ゆかに落おちた。

　特とく製せいの麻ま酔すい薬やくがぬられた、トランプを使つかったみたいね。

「こ……の……」

　たおれながら、うめいたボスが、完かん全ぜんに意い識しきを失うしなう。

　なんとか、終おわった……。

　わたしは息いきをつくと、そのまま恭きょう也やといっしょに、部へ屋やを飛とびだした。

　ビルから距きょ離りをとってから、やっと立たちどまって、大おおきく息いきを吸すう。

　恭きょう也やの風ふう船せんは、キレイだけど、敵てき味み方かた関かん係けいなく効こう果かばつぐんでこまるよ……。

　恭きょう也やも、やれやれという顔かおをして、かるく首くびを回まわしたりしている。

　けっこうなバトルだったのに、やっぱりこの人ひとって、いつも余よ裕ゆうたっぷりに見みえるよね。

『ミッション終しゅう了りょうだ。花はな里さと琴こと音ねはさわぎの事じ情じょうをきかれていたが、そろそろ終おわるころだろう』

　ケイから、報ほう告こくが入はいる。

「そうか」

　恭きょう也やがうなずいて、かるくため息いきをついた。

　あのビルの中なかに残のこした海かい外がい組そ織しきのやつらは、ラドロがうまく片かたづけておいてくれるはずだ。

　やっと、長ながい護ご衛えいが終おわったんだ。それなら。

「行いこうか、恭きょう也や」

　わたしは、恭きょう也やの腕うでをとる。

「どこにだい？　子こ猫ねこちゃんとのディナーと言いうなら、歓かん迎げいだけど」

　恭きょう也やが、おどけたような口く調ちょうで言いう。

　本ほん当とうに、気きづいていないんだ。

　今いま、自じ分ぶんがどんな顔かおをしているのか。

　ううん……自じ分ぶんの気き持もちに気きづかないふりを、しているのかも。

　なら、わたしが言いわなきゃね。

「なに言いってるの。琴こと音ねさんのところだよ。と言いっても、遠とお目めから無ぶ事じなすがたを見みるだけだけど。わたしも無ぶ事じなところ、見み届とどけたいから」

「……！」

　わたしの言こと葉ばに、恭きょう也やは目めを見みひらいて、わたしを見みかえす。

　今いま、気きがついた。

　そんな顔かおをしてる。

「…………キミが、そう言いうなら」

　しばらくしてから、ぽつりと恭きょう也やが言いった。

「なら、決きまり！　さあ行いこう」

　わたしは、恭きょう也やの腕うでから手てをはなして、一いっ歩ぽ前まえを歩あるきだした。







　　　　12　名な乗のらない理り由ゆう







　大だい学がくの正せい門もんを出でた琴こと音ねさんが、歩あるいていく。

　そのまっすぐな背せ中なかを、わたしと恭きょう也やは、遠とお目めから見みつめていた。

　花はな里さと家けの護ご衛えいは、しっかりとついているし、いそいで増ぞう員いんされたらしい護ご衛えいもついている。

　サクスたちは、念ねんのため、花はな里さとの屋や敷しきまで護ご衛えいするそうだし。

　今こん度どこそ琴こと音ねさんは安あん全ぜんになったみたいだ。

「これで本ほん当とうに、わたしたちのミッションはクリア。でしょ？」

「ああ」

　恭きょう也やを見みると、その顔かおは、スッキリとしているように見みえた。

　見みていると、やっぱり、どうしてもききたくなってしまう。

「よかったの、恭きょう也や？　名な乗のり出でなくて……」

　おれは、あなたの弟おとうとです──って。

　あのとき、本ほん当とうは言いいたかったんじゃないのかな？

　そしてたぶん……

　琴こと音ねさんは、恭きょう也やの正しょう体たいに、気きづきかけていたんじゃないの……？

「今いまさら、もどる気きはないさ。おれは死しんだ人にん間げんだ」

　恭きょう也やは、首くびを横よこにふる。

　その表ひょう情じょうからは、恨うらみも、さびしさも、つらさも感かんじない。

「でも……」

　それでも、と思おもってしまう。

　恭きょう也やと琴こと音ねさんの、２人ふたりともの想おもいを、知しっているから……。

「姉ねえさんが無ぶ事じなら、それでいい。ついでに、花はな里さとのじいさんもな」

　恭きょう也やは、そっけない声こえで言いう。

　家か族ぞくについて話はなすとき、恭きょう也やは少すこしぶっきらぼうになる。

　いつもの笑え顔がおの仮か面めんが、少すこしだけ、外はずれる気きがするんだ。

　恭きょう也やがいいなら、それでいいけど……。

「素す直なおじゃないんだから」

　ため息いきが出でてしまう。

「それにね、気きに入いっているんだよ」

「なにを？」

　わたしは首くびをかしげる。

「もちろん。『怪かい盗とうファンタジスタである自じ分ぶんを』さ」

　パチンッと恭きょう也やが指ゆびをならす。

　と、とつぜんあたり一いち面めんに花はなびらが舞まう。

「ええっ!?」

「さあ、行いこうか──子こ猫ねこちゃん」

　花はなびらを乗のせた風かぜの中なかで、恭きょう也やはきびすを返かえす。

　ほんっと、キザなんだから！

　歩あるきだす恭きょう也やの背せ中なかを見みながら、わたしはつぶやく。

「──それでも、いつか姉弟きょうだいとして、話はなせる日ひがくるといいよね」──って。
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　　　　１　もう１人ひとりの「配はい下かの者もの」







　人ひと気けのない路ろ地じ。

　男おとこが２人ふたり、小こ声ごえで話はなしをしている。

「……なら、決けっ行こうは３日か後ごで変かわりないんだな」

　ジーンズのズボンにブルゾンを着きた、40代だいの男おとこが言いう。

「ああ。その前まえに武ぶ器きは送おくり届とどける」

　ジーンズの男おとことは対たい照しょう的てきな、ぴしっとしたスーツ姿すがたの男おとこが答こたえる。

「いよいよだ。おれたちが成なり上あがるチャンスだな」

「喜よろこぶのは成せい功こうしてからだ」

　スーツ姿すがたの男おとこが、たしなめるように言いう。

「そうだな……ん？」

　ジーンズの男おとこが、警けい戒かいしたように路ろ地じの奥おくを見みる。

「どうした？」

「物もの音おとがした気きがする」

　男おとこ２人ふたりが、注ちゅう意い深ぶかく路ろ地じの奥おくを見みると、トコトコと猫ねこが歩あるいてくる。

　息いきをつく男おとこ２人ふたり。

「おどろかせるな。だれかにきかれたら、この計けい画かくは終おわりだ」

「ああ。わかっている」

　ジーンズの男おとこが、深ふかくうなずく。

「おれは先さきに引ひきあげる」

　スーツ姿すがたの男おとこが、路ろ地じから表おもて通どおりにむけて歩あるき出だす。

　ジーンズの男おとこも、スーツ姿すがたの男おとこがいなくなったのを見みて、路ろ地じを出でていく。

　残のこったのは猫ねこ……それに私わたしだ。

　私わたしは路ろ地じのビルの壁かべにある、ダクトの上うえから飛とびおりる。

　猫ねこが物もの音おとを立たてたときは、ヒヤリとしたものの、あのていどの男おとこたちが、私わたしの気け配はいに気きづくわけもない。

　そんなことがあったら、あのお方かたの名なに傷きずがつく。

　私わたしの名なはツバキ。

　あのお方かた……怪かい盗とうファンタジスタ様さまの直ちょく属ぞくの配はい下か。

　諜ちょう報ほうをおもな任にん務むとし、表おもてに顔かおを見みせることはほとんどない。

　今こん回かいも、ファンタジスタ様さまの指し示じで、タキオン傘さん下かの組そ織しきの犯はん罪ざい計けい画かくを調しらべていた。

「情じょう報ほうもそろった。報ほう告こくにあがるか」

　私わたしはつぶやき、路ろ地じから姿すがたを消けす。

　路ろ地じを出でるころには、変へん装そうを終おえて、私わたしはさっきとはちがう顔かおで歩あるき出だしていた。
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　　　　２　従じゅう者しゃたちの争あらそいのタネは……？







　ファンタジスタ様さまのセーフハウスのある、マンションの一いっ室しつ。

　中なかに入はいり、私わたしはいつもどおり、部へ屋やのドアをノックする。

「恭きょう也や様さま。ツバキです」

　気け配はいでわかっているだろうけれど、あらためて名な乗のる。

「入はいっていいよ」

　恭きょう也や様さまのやわらかな声こえで、答こたえが返かえってくる。

　部へ屋やの中なかに入はいる。

　部へ屋やの奥おくには、ディスプレイが６台だいならび、大おお型がたのデスクトップパソコンもおかれている。

　恭きょう也や様さまは、その前まえのイスにすわっている。

「ご苦く労ろうだったね、ツバキ」

「いえ。調ちょう査さが終おわりましたので、ご報ほう告こくにあがりました」

　私わたしは片かた膝ひざをつき、頭あたまを下さげる。

「そういう堅かた苦くるしいのはいいって、いつも言いっているだろう。まあ、それがツバキらしくもあるけどね。ともかく、報ほう告こくしにくいだろうから、立たってくれ」

「はい」

　私わたしは立たち上あがると、恭きょう也や様さまに調ちょう査さ報ほう告こくをはじめる。

「まず、恭きょう也や様さまがにらんだとおり、タキオン傘さん下かの組そ織しきが貴き金きん属ぞく店てんへの襲しゅう撃げきを計けい画かくしていました。資し金きん調ちょう達たつが目もく的てきのようです」

　あの男おとこたちは、大おおげさに言いっていたが、組そ織しきが金かねにこまっていることは、調しらべがついている。

「タキオン傘さん下かになったからといって、お金かねが降ふってくるわけじゃないからな。下したの組そ織しきの運うん営えいはきびしく、過か激げきな行こう動どうに走はしる組そ織しきも増ふえてきてる」

「はい。３日か後ごにまずは最さい初しょの襲しゅう撃げきを行おこなう、とのことです」

「わかった。ラドロに情じょう報ほうをあげておく。あっちで処しょ理りするだろう」

　恭きょう也や様さまが、パソコンのキーボードをたたき、メッセージを打うち始はじめる。

「くわしいデータは、恭きょう也や様さまにお送おくりしました」

「助たすかるよ。ところで、ツバキはクッキーは苦にが手てじゃなかっただろ？」

　とつぜん、恭きょう也や様さまがきいてくる。

「は、はい。好すきですが」

「なら、これを食たべないか？」

　恭きょう也や様さまはそう言いって、クッキーの入はいった金きん属ぞく製せいのケースを、こちらに差さし出だしてくる。

　これは、有ゆう名めいな洋よう菓が子し店てんの数すう量りょう限げん定ていのクッキーだ。

「よろしいのですか」

「仕し事ごとをしたあとは、甘あまいものをとるといい」

　恭きょう也や様さまが、ほら、とクッキーのケースを私わたしにむけてくる。

　そのままにしておくのも、失しつ礼れいにあたる。

　私わたしはチョコレートがかかったクッキーを手てにとり、ひと口くちほおばる。

　ふんわりとした甘あまさと、クッキーの香こうばしさに、思おもわずほおがゆるむ。

「気きに入いってくれたようで、なによりだよ」

　そんな私わたしに気きづかれたのか、恭きょう也や様さまが笑わらっている。

　私わたしは顔かおが熱あつくなるのを感かんじるが、なにもないふうをよそおう。

「じつはこれは……」

　恭きょう也や様さまが言いいかけたとき、コンコンとドアがノックされる。

「マサキです。よろしいですか」

「いいよ」

　恭きょう也や様さまが答こたえ、ガチャリとドアが開ひらくと、目めつきの悪わるい男おとこが立たっている。

「やはりツバキか」

　マサキは、気け配はいですでに察さっしていたのだろう。

「おまえこそ、なんの用ようだ。私わたしは今いま、報ほう告こくをしていたところだ」

　さっき、終おわったところだが。

「おれは恭きょう也や様さまによばれて……って、ツバキ！　そのクッキーはっ！」

「ん？　このクッキーがどうした？」

　私わたしは今こん度どは、恭きょう也や様さまからナッツの入はいったクッキーをいただく。

「それはおれが、恭きょう也や様さまに買かってきたクッキーだ！」

　マサキが、けわしい目めで私わたしをにらんでくる。

　なるほど。限げん定てい品ひんを、恭きょう也や様さまご自じ身しんで買かいに行いく時じ間かんはないだろうと思おもったが、買かってきたのはマサキだったか。

「なら、遠えん慮りょはいらないな」

「おい！　少すこしは感かん謝しゃがあってもだな」

「すでに恭きょう也や様さまに差さし上あげたものだろう。それを恭きょう也や様さまが、私わたしにくださったんだ。マサキに感かん謝しゃする理り由ゆうはない」

「あいかわらず、性せい格かくが悪わるいな、おまえは！」

　マサキが、声こえをあららげる。

「安あん心しんしろ。おまえに対たいしてだけだ」

　私わたしとマサキは、ふんっと横よこをむく。

「昔むかしから２人ふたりは仲なかがわるいな。もうなれたけどさ」

　恭きょう也や様さまが、肩かたをすくめている。
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　私わたしとマサキは、恭きょう也や様さまがファンタジスタとなる前まえからいっしょにいる、恭きょう也や様さまの数かず少すくない側そっ近きんだ。

　配はい下かをつくらない恭きょう也や様さまを、私わたしとマサキは、ずっと共ともに支ささえてきた。

　３人にんの年ねん齢れいもほぼ同おなじで、恭きょう也や様さまはべつにしても、年ねん功こう序じょ列れつのような堅かた苦くるしさはない。

　それなら、マサキとも仲なか良よくなれるのではないか？

　そう思おもうかもしれないが、どうもマサキとは出で会あったときから、言いい合あいになることが多おおい。

　実じつ力りょくは認みとめているし、私わたしにはできないことで、恭きょう也や様さまを支ささえていることも理り解かいしている。

　しかし、おたがいに顔かおを合あわせると、どうも言いい争あらそいになってしまう。

「それでは、私わたしはそろそろ失しつ礼れいします」

　私わたしは恭きょう也や様さまに礼れいをして、一いっ歩ぽ下さがる。

「調ちょう査さ助たすかったよ。次つぎの調ちょう査さもたのむ」

「はい。すでに下した調しらべは始はじめております」

　私わたしはマサキの横よこを通とおって、部へ屋やを出でる。

　おたがいに、顔かおをそむけたままなのは言いうまでもない。

　私わたしは恭きょう也や様さまのセーフハウスを出でて、外そとに出でる。

　夜よるでもまだ気き温おんが高たかい。

　私わたしは口くちの中なかに残のこった、クッキーの甘あまい味あじを名残なごり惜おしく思おもいつつ、夜よるの街まちを歩あるき出だした。







　　　　３　フラワーヴィレッジ城じょうの舞ぶ台たい裏うら







　自じ分ぶんで借かりたマンションの一いっ室しつにつくと、すぐにシャワーをあびてスッキリする。

　私わたしやマサキは、恭きょう也や様さまと同おなじように、自じ分ぶんでセーフハウスをいくつか持もっている。

　これもその１つで、今いまの拠きょ点てんにしている部へ屋やだ。

　私わたしはリビングに入はいると、ソファにすわり、次つぎの調ちょう査さ対たい象しょうの資し料りょうを、タブレット端たん末まつに表ひょう示じして確かく認にんする。

「これはなし、これもなし、これはあり……」

　私わたしは、タブレットの液えき晶しょうをスライドさせ、情じょう報ほうを整せい理りしていく。

　それにしても……。

　私わたしは、今日きょうの恭きょう也や様さまの姿すがたを思おもいだす。

　だいぶ体からだも、本ほん調ちょう子しになっているようにうかがえる。

　あのころのことを考かんがえたら、もっと時じ間かんがかかると思おもっていたから、かなり早はやい回かい復ふくぶりだ。

　そう。

　あのとき──。

　恭きょう也や様さまがフラワーヴィレッジ城じょうから海うみへ転てん落らくされたときは、もうダメかと思おもった。

　タキオンの幹かん部ぶ、ファルコンともつれあうようにして、海うみに転てん落らくされたとき、私わたしはフラワーヴィレッジ城じょうの中なかにいた。

　招しょう待たい客きゃくに変へん装そうして、もぐりこんでいたものの、タキオンの襲しゅう撃げきの乱らん戦せんで身み動うごきがとれなくなってしまった。

　しかも、護ご衛えいのマサキはファルコンに倒たおされ、マサキより戦せん闘とうの実じつ力りょくにおとる私わたしでは、足あし手でまといにしかならないのはあきらか。

　恭きょう也や様さまと怪かい盗とうレッド、そしてタキオン幹かん部ぶの戦たたかいを見み守まもるしかなかった。

　当とう然ぜん、恭きょう也や様さまになにかあれば、飛とび出だすつもりではいたが、あの場ばには、それすら許ゆるされない圧あっ倒とう的てきな存そん在ざいである、ファルコンがいた。

　そして、恭きょう也や様さまとファルコンが海うみに落おちていき、私わたしはすぐさま恭きょう也や様さまの救きゅう出しゅつへむかった。

　あらかじめ脱だっ出しゅつ用ように用よう意いしていたボートに乗のって、恭きょう也や様さまを、海うみの上うえから捜さがしまわった。

　そして、沈しずみかけた腕うでを見みつけ、ギリギリで引ひき上あげ、なんとか救きゅう出しゅつすることができた。

　しかし、問もん題だいはそこからだった。

　恭きょう也や様さまの意い識しきはなく、よびかけにも応おうじない。

　息いきはあったが、危き険けんな状じょう態たいなのはすぐにわかった。

　私わたしはそのまま、ボートで島しまからはなれ────恭きょう也や様さまを連つれてラドロのボスである、アルフォンス様さまのもとに身みをよせたよった。

　アルフォンス様さまは、先せん代だいの怪かい盗とうファンタジスタであり、その側そっ近きんは私わたしの父ちちだ。

　たのみこむ私わたしに、すぐさまアルフォンス様さまたちは、恭きょう也や様さまに治ち療りょうをほどこしてくださった。

　５日かほどで命いのちの危き機きを脱だっして、状じょう態たいは安あん定ていしたものの、恭きょう也や様さまの意い識しきはもどらなかった。

　同おなじ病びょう院いんに長ながく入にゅう院いんさせておけば、タキオンの追おっ手てに見みつかる危き険けんがある……というアルフォンス様さまの判はん断だんで、恭きょう也や様さまは静しずかな海うみ近ちかくの街まちに移うつされることになった。

　知しらせる人にん間げんは私わたしや医い師しや看かん護ご師しなど、限かぎられた人にん間げんだけにしぼられた。

　ラドロの中なかでも、ほとんど知しらされていなかったようだ。

　その間あいだも、恭きょう也や様さまは目めを覚さますことはなく、ずっと眠ねむりつづけていた。

　私わたしは、そんな恭きょう也や様さまにつきっきりで看かん病びょうをした。

　毎まい日にち話はなしかけ、病びょう室しつの空くう気きを入いれかえ、新あたらしい花はなをかざり……ただ祈いのった。

　そうして、１カ月げつほど経たったときのことだ。

　私わたしはいつものように恭きょう也や様さまの病びょう室しつにきて、空くう気きの入いれかえをしていた。

　外そとの空くう気きは少すこしあたたかくなって、潮しおをふくんだ風かぜは気き持もちがいい。

「……いい……か……ぜ…………だ」

　不ふ意いにきこえてきた声こえに、私わたしはおどろいて、ベッドをふりかえった。

　すると、恭きょう也や様さまがうすく目めを開あけて、こちらを見みていた。

「恭きょう也や様さま！」

　声こえをかけてかけよると、恭きょう也や様さまはうすくほほ笑えむ。

「し……ん……ぱい……か……ごほごほっ！」

　恭きょう也や様さまが咳せきこむ。

「無む理りに話はなさなくて大だい丈じょう夫ぶです！」

　１カ月げつ、話はなさなかったのだ。喉のどがまともに、動うごくわけがない。

　私わたしは医い師しをよんで、恭きょう也や様さまをみてもらう。

「大だい丈じょう夫ぶ。意い識しきがもどったのなら、あとは回かい復ふくするだけです」

　医い師しの言こと葉ばをきいて、私わたしはくずれるようにすわりこんだ。

　そして、幼おさないころ以い来らい、人ひと前まえではじめて泣ないた。

　うれしさと、ほっとしたのと、感かん情じょうはぐちゃぐちゃだった。

　そんな私わたしを、恭きょう也や様さまはこまったように、ただ見みていた。
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　それから、恭きょう也や様さまはリハビリを開かい始しした。

　リハビリといっても、まずはものを食たべることから。

　食しょく事じをとることも、最さい初しょはできなかった。

　ものを食たべられるようになったら、車くるまいすで外そとに出でる。

　そうしてから、ようやく歩あるくリハビリが始はじめられたのだった。

　ただ、そこまでの回かい復ふくは、医い師しが目めを見み張はるほどで、ありえない速はやさだったらしい。

　恭きょう也や様さまが目めを覚さまして、１カ月げつほどたつころには、１人ひとりで病びょう院いんの外そとを散さん歩ぽできるほどまで、回かい復ふくしていた。

　そこからは、さらに１カ月げつかけて、ふつうに日にち常じょう生せい活かつができるまでに体からだをもどした。

　かなりリハビリはきつかっただろうが、恭きょう也や様さまは文もん句く１つ言いわなかった。

「ツバキ、付つき合あわせてしまってすまない。しかも、主あるじがこんなたよりない姿すがたではね」

　恭きょう也や様さまは、しずかな声こえで、よくあやまった。

　それが私わたしには、悲かなしかったのをおぼえている。

　幼おさないころから見みてきた、自じ信しんたっぷりで大だい胆たん不ふ敵てきな恭きょう也や様さまでいてほしかった。

　だからこそ、私わたしは恭きょう也や様さまを支ささえつづけた。

　そうして、恭きょう也や様さまはリハビリが終おわると、

「しばらくはこのまま、師し匠しょうのもとでやっかいになるよ。リハビリもかねてね」

　と言いった。

　アルフォンス様さまのところにいるのは、賛さん成せいだ。

　恭きょう也や様さまが、はっきりとタキオンと敵てき対たいした以い上じょう、ラドロのもとにいるのは一いち番ばん安あん全ぜんとも言いえる。

　そのころには、恭きょう也や様さまも以い前ぜんの調ちょう子しをとりもどしていて、見みた目めには明あかるくふるまい、元もとにもどったように見みえた。

　ただ、どこか無む理りをしているようにも見みえ、気きがかりはあった。

　そんなとき、マサキが大おおきな事じ件けんにかかわっていることを知しり、恭きょう也や様さまは、

「ひさしぶりに、あいつに会あいに行いってくるよ」

　と言いって、ふらりと出でていかれた。

　恭きょう也や様さまをフラワーヴィレッジ城じょうから救きゅう出しゅつしてから、マサキにも連れん絡らくをしていなかった。

　マサキはどうやら、必ひっ死しになって恭きょう也や様さまを捜さがしつづけていたらしい。

　そのせいで、私わたしとマサキの仲なかは、さらに悪あっ化かすることになったのだが……まあ、それはどうでもいい話はなしだ。

　あのときは、恭きょう也や様さまの居い場ば所しょがばれるリスクを少すこしでも減へらす必ひつ要ようがあったし、今いまでもその判はん断だんがまちがっていたとは思おもっていない。

　マサキも、それはわかっているだろう。

　ああ見みえて、頭あたまは悪わるくないし、判はん断だん力りょくもある。

「つい、思おもいだしてしまったな」

　タブレット端たん末まつを操そう作さする私わたしの手ては止とまっていた。

　今日きょう見みた恭きょう也や様さまの様よう子すなら、もう心しん配ぱいはいらないだろう。

　これから、恭きょう也や様さまが、どうされるつもりかは、わからない。

　昔むかしのように、単たん独どくで怪かい盗とうファンタジスタとして動うごくのか、それともラドロ側がわにつくのか。

　恭きょう也や様さまの判はん断だんに、したがうつもりだ。

　私わたしがつかえるのは、２代だい目め怪かい盗とうファンタジスタなのだから。

「そんなふうには、恭きょう也や様さまと出で会あったころは思おもえなかったが。今いまとなっては、自みずからの不ふ明めいを恥はじるばかりだ」

　私わたしはさらに過か去こ、恭きょう也や様さまが２代だい目め怪かい盗とうファンタジスタになられたころを、思おもい出だす。







　　　　４　恭きょう也や様さまのために







　最さい初しょ、この人じん物ぶつが怪かい盗とうファンタジスタの２代だい目めで、大だい丈じょう夫ぶなのかと思おもっていた。

　幼おさないころに、アルフォンス様さまが連つれてこられて、屋や敷しきにいたので存そん在ざいは知しっていた。

　しかし、まさか２代だい目めを継つぐ候こう補ほだとは、思おもいもしなかった。

　だが、アルフォンス様さまは恭きょう也や様さまに、怪かい盗とうファンタジスタをたくし、私わたしたちの前まえから去さった。

　最さい初しょは、マサキもとまどっていたと思おもう。

　私わたしとマサキ、それに恭きょう也や様さまは、初しょ代だい怪かい盗とうファンタジスタである、アルフォンス様さまの仕し事ごとを手て伝つだうことがあった。

　なので、その仕し事ごとぶりはよくわかっていた。

　緻ち密みつに計けい画かくをたて、相あい手ての裏うらをかき、実じつ力りょくで圧あっ倒とうする。

　すべてにおいて、完かん璧ぺきを求もとめられたのが、アルフォンス様さまだ。

　それに対たいして、恭きょう也や様さまはまるでちがった。

　私わたしのそのときの印いん象しょうを、はばからずに言いえば、「いいかげん」だ。

　ふだんからターゲットを熱ねっ心しんに探さがすわけでもなく、気き分ぶんがのらないと街まちにくりだして、街まちの人ひとたちと仲なか良よくなっていたりする。

　街まちの人ひとをチンピラから助たすけたり、もめごとの仲ちゅう裁さいまでやったりしていた。

　怪かい盗とうファンタジスタでなければ、それでもいいかもしれない。

　しかし、怪かい盗とうファンタジスタとしては、私わたしにはそのとき「いいかげん」に見みえた。

　やる気きがないんじゃないか、と。

　自じ分ぶんは本ほん当とうにこの人ひとに、主あるじとしてつかえることができるのか、不ふ安あんを感かんじていた。

　怪かい盗とうの仕し事ごとでも、立たてる計けい画かくは派は手でさとまわり道みちが多おおく、堅けん実じつだった初しょ代だいであるアルフォンス様さまとは大おおきくちがったことにも、とまどった。

　計けい画かくとちがう、アドリブで行こう動どうすることも多おおく、よく引ひっぱりまわされた。

　そんな恭きょう也や様さまに、一いち度どだけ言いったことがある。

「怪かい盗とうの仕し事ごとは、ショーではないんですよ」

「いや、ショーだよ。すくなくとも、今いまの怪かい盗とうファンタジスタの盗ぬすみは、ショーだ」

　そう言いい切きる恭きょう也や様さまに、私わたしはあっけにとられるとともに、気きづいた。

　私わたしは恭きょう也や様さまに、初しょ代だいのようであることを求もとめていたんじゃないかと。

　だけど、それはまちがいだ。

　恭きょう也や様さまは、２代だい目め怪かい盗とうファンタジスタだ。

　初しょ代だいと同おなじである必ひつ要ようはなく、恭きょう也や様さまは初しょ代だいとはちがう、２代だい目め怪かい盗とうファンタジスタとしての姿すがたを、ずっと見みせてくれていた。

　それから私わたしは、恭きょう也や様さまの仕し事ごとぶりを、よく観かん察さつするようになった。

　そして、気きづいた。

　街まちの人ひとと仲なか良よくするのは、街まちに流ながれてくる情じょう報ほうを手てに入いれるためであること。

　関かん係けいが深ふかくなれば、表ひょう面めん的てきな情じょう報ほうだけでなく、くわしいことを、いち早はやく知しらせてくるようになる。

　そして恭きょう也や様さまが、怪かい盗とうの仕し事ごとをただの盗ぬすみだと考かんがえていないこと。

　人ひとをわざと集あつめ、見みせつけるように犯はん行こうを行おこなう。

　たしかにそれは、ショーであり、人ひと々びとのウワサにあがることが増ふえた。

　それは高たかい実じつ力りょくとトラブルを味み方かたに変かえる、アドリブに自じ信しんがなければ、成せい立りつしないことでもある。

　そして、アルフォンス様さまと同おなじく、意い味みもなく人ひとを傷きずつけることを嫌きらうこと。

　観かん察さつすればするほど、自じ分ぶんの目めがくもっていたことがよくわかった。

　それからは、恭きょう也や様さまを唯ゆい一いつの主あるじとあおいで、今いままできている。

「そんな恭きょう也や様さまが、あやうく命いのちを落おとしかけた。もっと精しょう進じんしなければ」

　私わたしにできることは、限かぎられている。

　戦たたかえないわけではないが、一いち流りゅうどころを相あい手てにしては、役やくに立たたない。

　そういうところは、マサキにまかせておけばいい。

　あいつも、思おもうところがないわけがない。

　力ちからをつける努ど力りょくは、惜おしんでないだろう。

　ずっといっしょにいたのだから、それぐらいはわかる。

　だからこそ、私わたしは自じ分ぶんの得とく意い分ぶん野やを、みがかなければならない。

　諜ちょう報ほう活かつ動どうに情じょう報ほう収しゅう集しゅう。

　マサキに変へん装そう技ぎ術じゅつを教おしえたのは私わたしだし、表おもてからもぐりこみ、情じょう報ほうを手てに入いれるのは、私わたしの仕し事ごとだ。

　そして、それは恭きょう也や様さまを助たすける力ちからになるはず。

　私わたしは私わたしのやり方かたで、恭きょう也や様さまの身みを守まもってみせる。

　──それが私わたしの決けつ意い。

「そのためにも、まずは目めの前まえのこの調ちょう査さだ」

　私わたしはタブレット端たん末まつに視し線せんをもどし、作さ業ぎょうを再さい開かいした。
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　　　　１　主あるじ様さまからの呼よびだし







　なにかあったのだろうか。

　おれは恭きょう也や様さまからの呼よびだしを受うけて、セーフハウスのマンションの部へ屋やにむかっていた。

　とくに今いまは、恭きょう也や様さまから指し示じは受うけていない。

　問もん題だいが起おきたから呼よばれた、と考かんがえるのが自し然ぜんだ。

　ただ、ここのところは、タキオンも大おおきな動うごきはないときいている。

　わずかな気け配はいを察さっ知ちするのは、諜ちょう報ほうを得とく意いとするツバキのほうがむいている。

　だとすると、緊きん急きゅうなトラブルだろうか。

　おれは、気きを入いれなおして、恭きょう也や様さまの部へ屋やの前まえに立たつ。

　この気け配はいは……。

　おれは顔かおをしかめつつ、ドアをノックする。

「マサキです。よろしいですか」

「いいよ」

　恭きょう也や様さまの返へん事じがあり、おれは部へ屋やの中なかに入はいる。

「やはりツバキか」

　中なかにいたのは、同おなじ恭きょう也や様さまの配はい下かのツバキだ。

　肩かたの上うえあたりで切きりそろえた黒くろ髪かみに、すらりと、ムダな肉にくをそぎおとしたモデルのような体たい型けい。

　目め鼻はな立だちは、はっきりとしていて、一いっ般ぱん的てきに美び人じんと言いわれるタイプの顔かおをしている。

「おまえこそ、なんの用ようだ。私わたしは今いま、報ほう告こくをしていたところだ」

　ツバキは、そっけなくおれに言いう。

「おれは恭きょう也や様さまによばれて……って、ツバキ！　そのクッキーはっ！」

　ツバキが、口くちに運はこんでいるクッキーは、おれが朝あさの６時じからならんで手てに入いれた、有ゆう名めい洋よう菓が子し店てんの限げん定ていクッキーだ。

　それをなぜ、ツバキが食たべている。

　いや、状じょう況きょうはわかる。恭きょう也や様さまがツバキに勧すすめたんだろう。

　だが、それがわかっていても、腹はらは立たつ。

　おれとツバキは、そこからいつもの口くちゲンカをしてから、ツバキが先さきに部へ屋やを出でた。

　ツバキとは、顔かおをあわせれば言いい争あらそいになるので、これくらいのことでは、今いまさらなんとも思おもわない。

「はあぁ……おまえたちは、あいかわらずだな。ケンカするほど……とは言いっても、度どがすぎるんじゃないのか」

　恭きょう也や様さまがあきれている。

「相あい性しょうの問もん題だいです」

　そうは言いったものの、仕し事ごと上じょうでツバキと呼こ吸きゅうが合あわなかったことはない。

　むしろ動うごきはじめれば、相あい手てを意い識しきさえしないほど、まるでもう１本ぽんの腕うでのように感かんじる。

　……なんてことは、決けっして言こと葉ばにはしないが。

　仕し事ごとの相あい性しょうまで悪わるかったら、さすがに今いま、こうしていっしょに恭きょう也や様さまの配はい下かをしていることは、ないだろう。

「それで、今日きょうはどのような御ご用ようでしょう。なにかトラブルがありましたか？」

　おれは、恭きょう也や様さまにたずねる。

　恭きょう也や様さまはだまったまま、おれのことを上うえから下したまで、じっくりと見みる。

　……なんだ？　おれに、問もん題だいがあるのだろうか。

　意い外がいな状じょう況きょうに、おれの緊きん張ちょうが高たかまる。

「──マサキ、今日から２日間、休みをとれ」

　恭きょう也や様さまは、おれと目めをあわせると、はっきりと言いった。

　……は？

　一いっ瞬しゅん、なにを言いわれているのかわからず、おれはぽかんとする。

「タキオンとのはげしい戦たたかいのあとから、マサキはまともに休やすんでいない。肉にく体たい的てきな疲ひ労ろうはとれているのかもしれないが、リフレッシュは必ひつ要ようだろう」

「ですが、仕し事ごとをこなすのに、問もん題だいはありません」

　おれは、あわてて言いう。

　肉にく体たいの疲ひ労ろうやケガは、きちんと休やすみをとって治ち療りょうを行おこなっている。

　心しん理り的てきなものは……時じ間かんをとって休やすんだからどうなるとも思おもえない。

「マサキ。これは命めい令れいだ。休やすみの間あいだ、おれの身みの回まわりの世せ話わも禁きんじる」

　恭きょう也や様さまの意い志しは、かたいらしい。

　命めい令れい、と言いわれてしまえば、あらがえない。

　まして、恭きょう也や様さまの目めに「休きゅう養ようが必ひつ要ようだ」と見みえてしまったのなら。

「わかりました……」

　おれは、かるくうなだれる。

「マサキは仕し事ごとをしすぎなんだよ。今日きょうと明日あしたは、好すきに過すごすんだ」

　恭きょう也や様さまはそう言いって、おれを部へ屋やから送おくりだす。

　休やすみをとる前まえに、セーフハウスの片かたづけをしようとしたのだが、

「それをしないで、休やすめと言いっている」

　と恭きょう也や様さまに、しかられてしまった。

　おれは、しかたなく自じ分ぶんのセーフハウスに、帰かえることにした。

　目め立だたない小ちいさなマンションの一いっ室しつで、それなりにセキュリティもしっかりしていて、気き休やすめていどにはおそわれにくい場ば所しょではある。

　おれは、マンションの部へ屋やに入はいると、手て洗あらいとうがいをすませ、リビングのソファに、体からだを投なげ出だす。

　ソファのクッションに、体からだがしずむままにしながら、考かんがえる。

　休やすみと言いわれても、なにをしたらいいのか、さっぱりわからない。

　趣しゅ味み、と言いえるものが、おれにはない。

　料りょう理りをするのは恭きょう也や様さまにふるまうためだし、さまざまな技ぎ能のうを習しゅう得とくしたのは仕し事ごとのためだ。

　おれ自じ身しんがやりたいから、という理り由ゆうでしているものはない。

　もちろん、料りょう理りは性しょうに合あうし、嫌いや々いややっているわけではない。

　ただ、仕し事ごととしての感かん覚かくが強つよすぎて、恭きょう也や様さまが求もとめる「休やすみ中ちゅうにすること」という気きがしない。

　それに……。

　恭きょう也や様さまから、急きゅうな休やすみを言いいわたされた理り由ゆうも、なんとなくわかっている。

　おれには最さい近きん、迷まよいが２つある。

　１つは、強きょう敵てきを相あい手てにしたときの力ちから不ぶ足そく。

　ファルコンや藤とう堂どう伊い織おり相あい手てには、力ちからの差さはまだまだ大おおきいと痛つう感かんした。

　辛からくも退しりぞけられたのは、運うんが良よかっただけだ。

　相あい手てが最さい初しょから全ぜん力りょくでくれば、たちまち負まかされることは目めに見みえている。

　ただ、その差さは、うめるには巨きょ大だいすぎて、どうすればいいのか、わからない。

　そして、迷まよいのもう１つは……。

　桜さくら子こがかかわるとき、冷れい静せいさを欠かく自じ分ぶんがいること。

　おれは、恭きょう也や様さまの従じゅう者しゃであり、配はい下かだ。

　それなのに、恭きょう也や様さまを第だい一いちと考かんがえれば、かかわるべきではない桜さくら子このことを、ほうっておけずにいる。

　そのせいでこの間あいだは、冷れい静せいさを欠かく行こう動どうをとり、結けっ果かケガまで負おって、恭きょう也や様さまに迷めい惑わくをかけてしまった。

　理り由ゆうは、おれ自じ身しんにもわからない。

　桜さくら子この連れん絡らく先さきを、何なん度どか消けそうと思おもったことがある。

　自じ分ぶんの手て元もとのデータさえなくせば、桜さくら子この前まえから完かん全ぜんに姿すがたを消けせる。

　だが、どうしてもできずにいる。

　そうだ、この「休やすみ」の２日か間かん、自じ分ぶんの問もん題だい解かい決けつに、少すこしでもとりくめたらいいのではないだろうか。

　きっと、有ゆう意い義ぎな休やすみの使つかい方かただ。

　しかし、桜さくら子この問もん題だいは、はっきり言いって、よくわからない。

　こんなことを相そう談だんする相あい手てもいないし──あまり深ふかく考かんがえないほうがいい気きがしている。

「残のこるは、強きょう敵てきを相あい手てにしたときの力ちから不ぶ足そくか……」

　おれは、ソファにうずもれつつ、つぶやく。

　これは、シンプルだ。

　おれが、今いまより強つよくなればいい。

　とはいえ、達たつ人じんクラスを相あい手てにすると考かんがえたときに、だれに教おそわるかというのは、むずかしい。

「おれのまわりの実じつ力りょく者しゃとなると……」

　たのめそうな相あい手てを、考かんがえてみる。

　恭きょう也や様さまは論ろん外がい。

　初しょ代だいファンタジスタ様さま──は、実じつ力りょく者しゃときいているが、今いまは足あしを悪わるくしている。

　ラドロの幹かん部ぶのサクスは、直ちょく接せつ戦せん闘とうむきではない。

　アスカは実じつ力りょく的てきに近ちかく、いい訓くん練れんになるだろうが、今こん回かいの目もく的てきは達たつ人じんクラスを想そう定ていした実じっ戦せんだ。

「となると……」

　おれは、１人ひとりの人じん物ぶつに思おもいあたる。

　おそらく達たつ人じんクラスの格かく闘とう技ぎ術じゅつを持もっていて、今いまのおれの立たち場ばで、たのめそうな相あい手て。

　受うけてくれるかは、わからないが……。

「あまり気きは進すすまないが、連れん絡らくしてみるか」







　　　　２　強きょう者しゃのオーラ







　おれは、昼ひる間まの住じゅう宅たく街がいを１人ひとりで歩あるいていた。

　平へい日じつの昼ひる間まとあって、歩あるく人ひとの姿すがたも多おおくない。

　おれみたいな年ねん齢れいの私し服ふくの男おとこが歩あるいていると、逆ぎゃくに目め立だつぐらいだ。

　ここは、怪かい盗とうレッドの２人ふたり、アスカやケイが住すむ街まちだ。

　直ちょく接せつきたのははじめてだが、おだやかな雰ふん囲い気きで、住すみ心地ごこちはよさそうだ。

　おれは、アスカとケイが住すむ団だん地ちにつくと、階かい段だんをあがる。

「この部へ屋やだったな」

　部へ屋や番ばん号ごうを確かく認にんし、チャイムを鳴ならす。

　ガチャ　とドアが開ひらく。

「やあ、よくきたね」

　ドアから出でてきたのは、体たい格かくのいい男おとこ。

　体たい格かくは大おおきいが、すべての筋きん肉にくが効こう率りつよく鍛きたえられていて、ムダがなさそうなのは見みるだけでわかる。

　──この人ひとが、紅こう月づき翼つばさか。

　紅こう月づきアスカの父ちち親おやにして、初しょ代だい怪かい盗とうレッドの実じつ働どう担たん当とう。

　恭きょう也や様さまから、話はなしをきいたことがあった。

　初しょ代だい怪かい盗とうファンタジスタ様さまと、初しょ代だい怪かい盗とうレッド、その実じつ力りょくは、互ご角かく。

　しかし、純じゅん粋すいな戦たたかいにおいてなら、初しょ代だい怪かい盗とうレッドのほうが強つよい、と。

　初しょ代だい怪かい盗とうレッドには、裏うらの世せ界かいにもさまざまな伝でん説せつがある。

　侵しん入にゅう不ふ可か能のうと言いわれる場ば所しょから盗ぬすみだしたことや、金かね持もちが秘ひ密みつ裏りに飼かっていた熊くまや虎とらを倒たおしたとかいう、眉まゆ唾つばなものまで、さまざまだ。

　熊くまや虎とらは、ウワサだとしても、その実じつ力りょくが、かなりの強きょう者しゃであることは、たしかだろう。

　それに、娘むすめのアスカの師しでもあるらしい。

　つまり、アスカより弱よわいということはないはずだから、訓くん練れん相あい手てをたのむ意い味みはある。

　そう考かんがえて、おれは紅こう月づき翼つばさに連れん絡らくをとった。

　連れん絡らくをとるのは、居い場ば所しょがわかっている以い上じょう、そうむずかしくない。

　断ことわられることも予よ想そう済ずみだった。

　だが、返へん答とうは、あっさりと「引ひき受うける」だった。

　それで、こうしてやってきたわけだ。

　一いち時じは敵てき同どう士しだったというのに、なんの条じょう件けんもなく、たのみを受うけ入いれられたのは、正しょう直じき、意い外がいだった。

　……いや。アスカの性せい格かくを考かんがえれば、想そう像ぞうできたこと、だったのかもしれない。

　あいつはたいがいの、お人ひと好よしだからな。

「マサキです。今日きょうはよろしくお願ねがいします」

「きみがマサキか。おれは紅こう月づき翼つばさだ。翼つばさとよんでくれてかまわないよ。なるほど。たしかに、いい腕うでをしてるな。はっはっは！」

「ありがとうございます。では、翼つばささんで」

　豪ごう快かいに笑わらう翼つばささんに、おれはていねいに答こたえる。

　見みた感かんじだと、この人ひとが達たつ人じんクラスには見みえないが……。

「場ば所しょは準じゅん備びしているよ。……たまには、少すこし本ほん気きを出だしてもよさそうだ」

　　　ゾクリ

　瞬しゅん間かん、背せすじに寒さむ気けが走はしり、思おもわず翼つばささんの顔かおを見みあげる。

　翼つばささんは、さっきとまったく変かわらない笑えみをうかべている。

　今いまのは、気きのせい、か……？

　それに「少すこし本ほん気き」というのは……。

　おれのことをなめている、ということだろうか。

　まあいい。

　おれは、気き持もちを切きりかえる。

　戦たたかってみれば、すぐにわかるだろう。




　翼つばささんに案あん内ないされたのは、道どう場じょうだった。

　かなり広ひろく、きれいにされているところを見みると、ふだんは空から手てや剣けん道どうか合あい気き道どうあたりの道どう場じょうだろうか。

　その広ひろい道どう場じょうの中なかには、おれと翼つばささん以い外がいはだれもいない。

　動うごきやすい服ふく装そうに着き替がえをすませ、道どう場じょうの真まん中なかで、翼つばささんとむかい合あう。

「とりあえず、しかけてきてくれ。まずはきみの実じつ力りょくを見みたい」

　翼つばささんが言いう。

　おれが一いっ方ぽう的てきに攻せめても、さばく自じ信しんがあるということか。

　さすがに自じ分ぶんのほうが上うえだとは思おもわないが、そこまで実じつ力りょくが引ひき離はなされているとも感かんじない。

　達たつ人じんクラスとむきあったときに感かんじる、特とく有ゆうの息いきづまるような気け配はいが、まったくないからだ。

「────いきます！」

　おれは遠えん慮りょなく腰こしを落おとして、かまえをとる。

　翼つばささんはかまえをとらず、無む防ぼう備びに立たったままだ。
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　おれは床ゆかをけって、一いっ気きに間ま合あいをつめる。

　そのまま、死し角かくからの右みぎのハイキックをはなつ。

　しかし、そのハイキックを、翼つばささんはなんなく片かた手てで受うけ止とめる。

　そのまま、おれは今こん度どは右みぎのまわし蹴げりを、足あしばらいのようにはなつ。

　翼つばささんは、かるくバックステップをふんで、かわす。

　体たい格かくのわりに、動うごきがすばやい！

　しかも、反はん撃げきのチャンスはあるのに、翼つばささんからは攻こう撃げきをしかけてこない。……なめているのか！

　おれは、うしろに少すこしだけ下さがると、右みぎのパンチと見みせかけて、左ひだり手てで発はっ勁けいをはなつ。

　これは決きまっ…………ウソだろう。

　　　バシンッ！

　大おおきな音おととともに、おれのはなった発はっ勁けいが、翼つばささんの発はっ勁けいに相そう殺さいされる。

　伊い織おりにやられたのと、同おなじ技わざだ。

　つまり、翼つばささんも達たつ人じんクラス！

　そういうことか！

　おれは、思おもわず口くちのはしを上あげて笑わらう。

　これ以い上じょうない、成せい長ちょうのチャンスだ。

　おれの中なかの血ちが、たぎる。

「もう終おわりってわけじゃないだろ？」

　翼つばささんが、挑ちょう発はつするように、右みぎ手てでおれを手て招まねきする。

「当とう然ぜん！」

　おれは、翼つばささんにむかっていく。




　それから３時じ間かんほど、ぶっつづけで組くみ手ての相あい手てをしてもらった。

　途と中ちゅうからは、翼つばささんからも攻こう撃げきを出だしてもらったが、まったくシャレにならなかった。

　こっちの攻こう撃げきは当あたらないのに、翼つばささんの攻こう撃げきだけは、きっちりと当あたる。

　よけたつもりがよけきれず、当あてたつもりが当あたらない。

　間ま合あいのとり方かたがうまいのか、それ以い外がいのなにかがあるのかも、おれにはわからない。

「はあはあはあ……」

　攻こう撃げきは当あたらないというのに、おれの息いきは上あがったままだ。

　それに対たいして、翼つばささんはまったく変かわらずすずしい顔かおをしている。

「そろそろ、終おわりかな。体たい力りょく的てきにも、もうきびしいだろ」

　翼つばささんが言いう。

「最さい後ごに……本ほん気きの攻こう撃げきを、出だしてもらえませんか」

　おれは、翼つばささんにたのむ。

　当あたってはいたものの、あきらかに翼つばささんは攻こう撃げきの手てをかげんしていた。

　このままでは、終おわれない。

　この人ひとの本ほん気きの攻こう撃げきを見みてからでなくては。

「いいだろう」

　翼つばささんが、かるく息いきをつく。

　それだけで、まわりの空くう気きがピリピリとはりつめる。
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　────見みえなかった。

　　　タンッ

　一いっ瞬しゅんで間ま合あいをつめて、翼つばささんが目めの前まえに現あらわれる。

「……！！！」

　おれはかろうじて、バックステップで距きょ離りをとろうとするが、それより早はやく、

　　　トンッ

　足あしをかるくはらわれ、あっさりとおれのバランスがくずれる。

　そこに、翼つばささんの右みぎの拳こぶしがとんでくる。

　当あたるっ！

　　　ドンッ！

　風ふう圧あつがおれの顔かおの真ま横よこを通とおりすぎた。

　にぶい音おとを立たてて、翼つばささんの拳こぶしが、おれの顔かおの真ま横よこの壁かべの手て前まえで止とまる。

　今いまの音おとは、拳こぶしの衝しょう撃げき波はの音おと……か？

　化ばけ物ものかよ……。おれは、笑わらいたい気き分ぶんになる。

　今いままで出で会あった達たつ人じんクラスに、何なん度ども抱いだいた思おもいを、また感かんじずにはいられない。

「──少すこし話はなしをしようか。組くみ手てをしてわかったこともある」

　さっきまでの、はりつめた空くう気きが消きえていた。

　翼つばささんが、笑え顔がおでおれを見みていた。







　　　　３　マサキの可か能のう性せい







「マサキは、かなり腕うでが立たつな。自じ信しんをもっていいよ」

「…………あなたに言いわれても……」

　力ちからの差さを、思おもい知しらされたばかりだ。

「上うえを目め指ざせば終おわりはない。おれより強つよい人にん間げんだって、いるだろうさ」

「あまり考かんがえたくはないですね」

「マサキの実じつ力りょくは、マサキの言いう『達たつ人じんクラス』の入いり口ぐち、といったところだ。工く夫ふうによっては、達たつ人じん相あい手てでも勝かてる可か能のう性せいがあるだろう」

　翼つばささんは、冷れい静せいな分ぶん析せきをきかせてくれる。

「可か能のう性せい……ですか」

　翼つばささん相あい手てでは、その可か能のう性せいはないように思おもえるが。

　暗くらい顔かおをしたおれに、翼つばささんがほほ笑えむ。

「きみは、戦たたかいながら計けい算さんができるタイプだろ。しかも頭あたまが切きれる。とにかく相あい手てを分ぶん析せきし、裏うらをかく手しゅ段だんを考かんがえるといい。戦たたかう相あい手てからしたら、それは思おもっている以い上じょうに嫌いやなものだ。そして、警けい戒かいもされる」

「実じつ力りょくが下したならば、相あい手てに油ゆ断だんされていたほうがいいのでは？」

　達たつ人じんから警けい戒かいされたら、打うつ手てがないように思おもえる。

「そうでもないさ。警けい戒かいするというのは、相あい手ての動うごきが、いつもどおりでなくなることを意い味みする。そのわずかな差さが、勝しょう負ぶを分わけることがある。きみならわかるだろう」

　翼つばささんの目めの奥おくが、きらっと光ひかる。

　たしかに、それは希き望ぼうとなる言こと葉ばだ。

「だとしても、薄はく氷ひょう上じょうの勝しょう利りになりそうですけどね」

　相そう当とうの覚かく悟ごが必ひつ要ような戦たたかい方かただな。

「当とう然ぜんだ。実じつ力りょくが上うえの相あい手てに勝かとうと思おもうならね」

「わかりました。助じょ言げん、ありがとうございます」

　おれは、深ふかく頭あたまを下さげる。

　達たつ人じんから、こんな直ちょく接せつ指し導どうを受うけられる機き会かいは、ほぼないと言いっていい。

　伊い織おりから教おしえを受うけていたときもあるが……実じっ戦せんから勝かっ手てに覚おぼえろ、というタイプだったしな。

「しかし、きみの拳こぶしは、きいていたとおりだったな」

　翼つばささんが、興きょう味み深ぶかそうにおれを見みている。

「おれの拳こぶし？」

　なにか、変かわったところがあっただろうか。

「ああ。アスカからきみの話はなしは少すこしきいていたからね。思おもったとおり、『守まもる拳こぶし』だ」

「守まもる拳こぶし、ですか？」

　きいたことがない。

「そうだ。だれかを守まもりたいと思おもって振ふるう拳こぶし。そういう人にん間げんは、敵てきに回まわすと、しぶとい」

「それは恭きょう也や様さまに仕つかえている身みなので、当とう然ぜんです」

　恭きょう也や様さまを守まもるために、おれは、ずっと腕うでをみがいてきた。

　ほんの幼おさないころ、恭きょう也や様さまに救すくわれた、あの日ひからだ。

　守まもる拳こぶしとして鍛きたえ上あげられたのは、当とう然ぜんだ。

「もちろん、織おり戸と恭きょう也やも守まもる対たい象しょうなのだろう。だが、彼かれは強つよい。もっと、守まもるべきもの、守まもりたいものが、きみにはあるんじゃないか？」

　翼つばささんの言こと葉ばに、おれの頭あたまを、あの横よこ顔がおがよぎる。

　いや、ちがう。あいつは……。

「別べつに、口くちに出だす必ひつ要ようはないさ。おれがそう感かんじたというだけだ。さてと。そろそろ仕し事ごとだから、引ひきあげるとしようか」

「はい。今日きょうはありがとうございました」

　おれは頭あたまを下さげる──と。

「ああ───────っ!?」

　大おお声ごえにおどろいてふり返かえると、道どう場じょうの入いり口ぐちに、アスカが立たっている。

「なんでここにマサキがいるの！　お父とうさんに組くみ手てしてもらったの!?　ずるい！」

　学がっ校こう帰がえりらしく、アスカは制せい服ふく姿すがただ。

「たのんだからだ」

　おれは、そっけなく答こたえる。

「えー、じゃあわたしも、お父とうさんと組くみ手てしたい！」

「すまないな、これから仕し事ごとに行いくんだ」

　翼つばささんは、もうしわけなさそうに言いう。

　その顔かおは、娘むすめのことがかわいくてしかたがない父ちち親おや、という感かんじだ。

　さっきまでの、ひきしまった様よう子すは、まったくない。

「じゃあ、マサキ！　ちょっと組くみ手てしようよ」

「ことわる。もう帰かえる時じ間かんだ」

　じつのところ、立たっているだけでも限げん界かいで、今いまからこいつと組くみ手てなんて、やれるわけがない。

　だが、それを伝つたえるつもりもない。

「そうかー。じゃあ、今こん度どでいいから組くみ手てしようよ。やってみたいと思おもってたんだ！　この間あいだは、おたがいに不ふ意い打うちだったし」

　それは、桜さくら子こを助たすけにいったときのことだろう。

　出でくわしたアスカと、少すこしだけ戦たたかうことになった。

　たしかに、訓くん練れんの相あい手てとして、アスカは悪わるくはない。

「考かんがえておく」

「今こん度ど、あらためてさそうからね──っ！」

　アスカの声こえを背せ中なかに受うけつつ、おれは道どう場じょうを後あとにした。







　　　　４　守まもる拳こぶしのふるい方かた







　道どう場じょうを出でて、帰かえりながら自じ分ぶんの体からだの調ちょう子しを確かく認にんする。

　あれだけの組くみ手てだ。

　体からだのどこかに不ふ調ちょうがあっても……ん？

　どういうことだ。

　あれだけ長ながい間あいだ組くみ手てをしていたのに、どこも変へんに痛いたむところがない？

　もちろん、打だ撲ぼくやすり傷きずていどはあるものの、ひねって筋すじを痛いためていたり、骨ほねに異い常じょうがあったりするような、長なが引びくケガは１つもなさそうだ。

　翼つばささんほどの相あい手てと戦たたかったっていうのに。

「ははっ……」

　思おもわず笑わらいが出でた。

　翼つばささんに、いろいろと気きを配くばってもらっていたらしい。

　しかも、それと気きづかされないうちに。

　なんてことだ。

　圧あっ倒とう的てきな実じつ力りょく差さに、笑わらいしか出でてこない。

　だが、それもくつがえせる可か能のう性せいがあることを、教おしえてもらった。

　それなら、あとは自じ分ぶんが、その細ほそい勝かち筋すじをつかめるかどうか。

　その努ど力りょくをつづけるしかない。




　おれは、恭きょう也や様さまの待まつセーフハウスに帰かえる。

　キッチンでさっそく、料りょう理りをつくりはじめる。

「マサキ。今日きょうは休やすみでいいと言いっただろう」

　おれに気きづいて、恭きょう也や様さまが部へ屋やから出でてきて、しかめつらをする。

「恭きょう也や様さま。休やすみでも、料りょう理りをしたくなったんです。オムライスですよ」

「はあぁ……だめだって言いっているのに、そんなおいしそうな匂においを出だされたら、断ことわれないじゃないか」

　恭きょう也や様さまが、こまったように肩かたをすくめる。

　言いいながら、おれの顔かおを見みて……小ちいさくうなずいているように見みえた。

　なにかが吹ふっ切きれた、と気きづかれたのかもしれない。

　おれは、フライパンに視し線せんをもどす。

　孤こ児じで、なにもなかったおれに、いつの間まにか、『守まもりたいもの』ができていた。

　自じ分ぶんの手てにあまる。

　そんなふうに思おもうこともある。

　だけど、自じ分ぶんの手ての届とどく範はん囲いのものは、守まもれるだけの力ちからをつけよう。

　それが、翼つばささんが言いっていた「守まもる拳こぶし」なのかは、わからない。

　だけど、そうすることが、今いまのおれには一いち番ばんしっくりくる気きがした。

　なやむのは、もうやめだ。

　おれは心こころを決きめると、恭きょう也や様さまにとびっきりのオムライスをつくるために、目めの前まえのフライパンに集しゅう中ちゅうした。
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　　　　１　ラドロの執しつ務む室しつにて







　ラドロのビルの前まえを、スーツ姿すがたのおとなの男だん女じょが行いき交かっている。

　いわゆるオフィス街がいという街まち並なみ。

　そんなビルのエントランスで、小ちいさな少しょう女じょであるわたくし──宝ほう条じょう有あり栖すの姿すがたは、少すこしばかり目め立だっているみたい。

　あちらこちらから、ふしぎそうな視し線せんをむけられているのを感かんじる。

　……まあ、そんなことはまったく気きにならないけれど。

　わたくしが、こんな目め立だつ場ば所しょで、立たっている理り由ゆうは１つ。

　その理り由ゆうが、今いまきたところだわ。

「いらっしゃい、ケイ。またおじいちゃんの急きゅうな呼よびだしで悪わるいわね」

　わたくしは、ビルの正しょう面めん入いり口ぐちから入はいってきた、黒くろ髪かみの少しょう年ねんに声こえをかける。

　少しょう年ねんといっても、わたくしより４歳さいほど年とし上うえなだけだけれど。

「かまわない。必ひつ要ようなことだろう」

　ケイは、あいかわらず表ひょう情じょうも変かえずに、言いう。

「あいかわらず、さっぱりしているというか、身みをけずるタイプというか……」

　わたくしは、あきれ気ぎ味みにケイを見みる。

　怪かい盗とうレッドのナビ担たん当とうであるケイは、外そとに出でていることも多おおい。

　パソコンの前まえにいる姿すがたは、彼かれの半はん分ぶんといったところ。

「今日きょうは、相あい棒ぼうのイノシシは連つれていないようだけど、大だい丈じょう夫ぶ？」

　１人ひとりでラドロにきたなんて知しったら、またもめそうじゃない。

「アスカには伝つたえてある。問もん題だいない」

「あら」

　この２人ふたり。コミュニケーションが、以い前ぜんより少すこしできるようになったみたい。

　ちょっとおどろきながら、わたくしはケイといっしょに最さい上じょう階かいへの直ちょく通つうエレベーターへむかう。

「きみが出で迎むかえなのは、理り由ゆうがあるのか？」

　ケイがきいてくる。

　いちおう、ラドロの幹かん部ぶなんてものをやっているから、わたくしがケイを待まっていたことが、気きにかかったようね。

「出で迎むかえじゃないわ。わたくしも、おじいちゃんによばれたの。どうせなら、いっしょに行いこうと思おもって、待まっていただけよ」

「そうか」

　ケイは、短みじかくうなずく。

　興きょう味みがなくてそっけないのと、理り解かいしていてそっけないのはまったくちがうというのが、ケイを見みているとよくわかるわね。

　会かい話わも楽たのしくなるわ。

　わたくしたちは、エレベーターにのりこみ、最さい上じょう階かいへむかう。

　50階かいでおりると、いつもはメインホールに入はいるのだけれど、今日きょうはちがう。

「こっちよ」

　エレベーターをおり、ろう下かを右みぎ方ほう向こうに歩あるいていくと、ドアがある。

「ここがおじいちゃん。いえ、この場ばではちゃんと言いおうかしら。ラドロのボス、アルフォンスの執しつ務む室しつよ」

　わたくしも、おじいちゃんってよび方かたになれてしまって、アルフォンスっていう名な前まえは、忘わすれそうだけれどね。

　ちゃんと名な前まえがあるのよ。

　いつも、おじいちゃんが仕し事ごとをする場ば所しょだ。

　ケイはドアを見みつめてから、わたくしにうなずきかける。

　それを見みて、わたくしはドアをノックする。

　　　コンコン

「だれだ？」

　中なかから、低ひくい声こえが返かえってくる。

「有あり栖すよ。ケイもいっしょにいるわ」

　わたくしが答こたえると、ドアが開ひらく。

　中なかから出でてきたのは、いつもおじいちゃんについている、50代だいぐらいに見みえる執しつ事じの男おとこの人ひと。

　名な前まえは、アランだったわね。

　パフェをつくってくれたり、ときどきわたくしの話はなし相あい手てにもなってくれる、気きの利きいたやさしいおじさまよ。

「お邪じゃ魔まするわよ」「失しつ礼れいします」

　わたくしとケイは、執しつ務む室しつの中なかに入はいる。

　執しつ務む室しつは、メインホールにくらべれば、ずいぶんとこぢんまりとしている。

　壁かべ際ぎわには本ほん棚だながならび、奥おくには立りっ派ぱな木もく製せいの机つくえがあり、おじいちゃんこと、ラドロのボスがすわっている。

「よくきたな。わざわざでむいてもらい助たすかる。そこにすわってくれ」

　おじいちゃんは、お礼れいを言いうと、わたくしたちに部へ屋やの中ちゅう央おうにあるソファをすすめる。

　わたくしとケイがならんですわる。

　アランが、飲のみ物ものの準じゅん備びをはじめる。

「わたくしたちに相そう談だんがあるってことだったけれど、なにかしら？」

　そう。

　わたくしとケイは、おじいちゃんに相そう談だんがあると言いわれて、呼よびだされたのよね。

　こう言いってはなんだけれど、わたくしとケイをよぶって、それなりにおおごとなんじゃないかしら。

「身みがまえなくていい。タキオンの最さい近きんの情じょう報ほうがそろったから共きょう有ゆうしておこうと思おもったまでだ」

「ケイはわかるけれど、わたくしは必ひつ要ようかしら？　それにケイも。部へ屋やに入はいってから、ろくに口くちを開ひらかないじゃない」

「宝ほう条じょう有あり栖すが話はなしを進すすめてくれるなら、必ひつ要ようなときだけ話はなす」

　ケイが、わたくしを横よこ目めで見みて、言いう。

　それって、信しん頼らいされているのかしら？

　それとも、単たんにわたくしがおしゃべりだってこと？

「必ひつ要ようもなにも、きみもラドロの幹かん部ぶだろう」

　アランからも、言いわれてしまう。

　でも、それはおかしいわ。

「だって、ほかの幹かん部ぶはここにいないじゃないの」

　執しつ務む室しつの中なかにいるのは、おじいちゃんにアラン、そして、わたくしとケイだけ。

　アランはあくまでも執しつ事じだから、この中なかでラドロの幹かん部ぶは、ボスのおじいちゃんと、わたくしだけというわけよ。

「話はなしに、ついてこられるものだけでいい」

　おじいちゃんが、簡かん潔けつに理り由ゆうを明あかす。

「あらあら。ずいぶんとわたくしも買かわれたものね。ケイもなにか……ってもう資し料りょうを読よんでいるわけ。熱ねっ心しんなこと」

　ケイはすでに、アランから手てわたされた資し料りょうをめくっている。

　どんどんと、読よみ終おわった資し料りょうがテーブルに積つみあがっていくので、わたくしもしかたなく手てにとって目めを通とおしていく。

　最さい近きんのタキオンの動どう向こうや、人にん数ずうや戦せん力りょく、わかっている拠きょ点てんの数かずなど、細こまかなことがまとめてあるのね。

「戦せん力りょく差さは絶ぜつ望ぼう的てきね」

　わたくしは、資し料りょうをテーブルの上うえにおくと、ため息いきまじりに言いう。

「だが、最さい初しょよりはマシな予よ測そくにはなっている」

　おじいちゃんは、表ひょう情じょうを変かえずに答こたえる。

「これで……なの？」

「正しょう面めんからぶつかって勝かてる可か能のう性せいは、ほぼない」

　ケイが断だん言げんする。

　それはそうよね。

　ラドロは日に本ほんの組そ織しき。

　世せ界かい的てきな犯はん罪ざい組そ織しきであるタキオンに、勝かてるわけがないわ。

　つかめたとしても、日に本ほん国こく内ないでの限げん定てい的てきな勝しょう利りぐらい。

　でも、それくらいタキオンなら、たいした痛いた手でではないわ。

「昔むかしは、もっとひどかったのだ」

　アランが言いいながら、わたくしとケイの前まえに、紅こう茶ちゃのカップをおく。

　上じょう等とうな茶ちゃ葉ばのいい香かおりが、鼻はなをくすぐる。

　昔むかし、ね。

　アランは、おじいちゃんの直ちょく属ぞくの配はい下かで、長なが年ねんともに戦たたかってきた戦せん友ゆうだという話はなしもあったわね。

　戦たたかいの腕うでも、相そう当とうのものらしいわ。

　わたくしなんて、その気きになれば簡かん単たんにひねられてしまうわね。こわい、こわい。
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「新あたらしい世せ代だいが育そだっていることが、希き望ぼうだな。きみたちのような」

　おじいちゃんが、ケイとわたくしを見みる。

「それでも、戦せん力りょくは足たりていない」

　ケイが言いう。

「希き望ぼうがあるだけ、よいほうだ」

　おじいちゃんは苦にが笑わらいする。

「恭きょう也やも回かい復ふくして、もうだいぶ動うごけるみたいじゃない。戦せん力りょくに数かぞえていいんでしょ？」

　わたくしは、最さい近きんこき使つかわれてる、恭きょう也やの名な前まえをあげる。

　恭きょう也やは元もとタキオンで、今いまは敵てき対たいしている。

　とはいえ、正せい式しきにラドロの仲なか間まになったわけでもない。

　だから、これは確かく認にんのためでもあるのよね、本ほん当とうに恭きょう也やをこっち側がわと考かんがえていいのか、って。

　すると、

「それは、恭きょう也やが決きめることだ。だが、次つぎは選えらぶ道みちをまちがえないだろう」

　おじいちゃんが言いいきる。

　ふぅん、自じ信しんがあるみたいね。

「ずいぶんと、期き待たいしているようじゃない？　やっぱり、元もと・弟で子しだからかしら」

　おじいちゃんは、初しょ代だい怪かい盗とうファンタジスタ。

　つまり、恭きょう也やの師し匠しょうにあたるわけよね。

　恭きょう也やも、おじいちゃんのことを、師し匠しょうとよぶことがあるし。

「それもある。まだ物もの足たりないがな。────もう３年前になるか。ファンタジスタを恭きょう也やにゆずったのは」

　あら、めずらしい。

　おじいちゃんが、思おもい出で話ばなしをはじめるなんて。

「あのときは、私わたしもおどろきました」

　アランも言いいながら、なつかしむように口くちもとをゆるめる。

「そうは見みえなかったがな」

「あら。きかせてもらえるのかしら。昔むかし話ばなし」

　興きょう味みがあるわ。

　恭きょう也やが、怪かい盗とうファンタジスタを引ひき継ついだころのことなんて。

　だって、昔むかしの話はなしなんて、こんな機き会かいでもないと、だれも話はなさないもの。

　ケイはだまったままだけど、興きょう味み深ぶかそうにおじいちゃんを見みつめている。

「とくに、おもしろい話はなしではないが……きみたちにまったく関かん係けいのない話はなし、というわけでもないからな」

　おじいちゃんは、あごに手てを当あてると、ゆっくりと語かたりだす。







　　　　２　初しょ代だいファンタジスタの昔むかし語がたり







　３年ねん前まえ。

　まだ初しょ代だい怪かい盗とうファンタジスタだった、私わたし──アルフォンスは、気きがかりをかかえていた。

　犯はん罪ざい組そ織しきタキオン。

　その動うごきが活かっ発ぱつになり、急きゅう速そくな広ひろがりを見みせているのだ。

「まずいかもしれんな」

　思おもわず、ぽつりと言こと葉ばがもれる。

「タキオンですか」

　アランが紅こう茶ちゃを入いれたカップを、テーブルにおき、きいてくる。

「あれは危き険けんな組そ織しきすぎる」

「いくつかの国くにの重じゅう要ようなポストに、すでに入はいりこんでいるようですね」

「犯はん罪ざい組そ織しきという言こと葉ばも、おだやかにきこえるな。このままだと、世せ界かいのバランスを崩ほう壊かいさせる……いや、やつらが崩ほう壊かいさせようとしている、と考かんがえるべきか」

　私わたしは顔かおをしかめる。

　タキオンがやろうとしていること。

　そのすべてが見みえているわけではないが、まるで世せ界かい征せい服ふくを目もく的てきにしているようだ。

「それほどの組そ織しきになりますか」

「なるだろう。一いち度どだけ、タキオンのボスに会あったときを覚おぼえているだろう。相そう当とうな野や心しん家かだ。しかし、それ以い上じょうに気きになったのは……」

　私わたしは、タキオンのボスに会あったときのことを、思おもいだす。

　ぐうぜん、出で会あっただけだったが、話はなして感かんじた印いん象しょうは強つよく残のこっている。

　そして、ボスよりも気きになったのが……。

「あの若わか者もののこと、ですか」

「そうだ。ヤツがもしタキオンのトップになるようなことがあれば、今いま以い上じょうに世せ界かいは崩ほう壊かいに近ちかづくだろう」

　ボスのかたわらにいた若わか者もの。

　あの若わか者ものの目めは、あやうい。

「こちらの若わか者ものには、期き待たいできませんか？」

「恭きょう也やのことか？　可か能のう性せいはある。だが、背せ負おわせたいとは思おもわん」

　私わたしは、保ほ護ごし育そだててきた子このことを、思おもいうかべる。

「親おや心ごころですか」

「私わたしが親おやであったことなどない。しかし、恭きょう也やの因いん果がを考かんがえるとむずかしいかもしれんな。タキオンとのかかわりが深ふかすぎる」

　恭きょう也やがなぜ、私わたしのところにいるのか。

　その理り由ゆうを考かんがえれば、恭きょう也やとタキオンの因いん果がは、簡かん単たんに消きえることはないだろう。

「それも、いたしかたないことかと」

「次つぎの怪かい盗とうファンタジスタには、自じ由ゆうであってほしいものだがな」

　私わたしは、心こころからの願ねがいを口くちにする。

「それでは、継つがせないという選せん択たく肢しもあるのでは？」

　アランが控ひかえめに提てい案あんする。

　だが、私わたしはゆっくりと左さ右ゆうに首くびをふった。

「皮ひ肉にくな話はなしだが、恭きょう也やには怪かい盗とうの才さい能のうがある。私わたしが継つがせようとしなくても、勝かっ手てに継つぐだろうさ」

　こんなところにいなければ……。

　うまれた場ば所しょにいつづけたならば、花はな開ひらく才さい能のうではなかっただろうが。




　数すう日じつ後ご。

　私わたしは恭きょう也やを部へ屋やによんだ。

「恭きょう也やです」

「ああ、入はいれ」

　私わたしが入にゅう室しつをゆるすと、恭きょう也やが部へ屋やに入はいってくる。

「師し匠しょう、いきなり呼よびだしなんて、また仕し事ごとの手て伝つだいですか」

　恭きょう也やは、いつものように気きがるそうな顔かおをしている。

　これから、告つげられることも知しらずに。

「いや。おまえに伝つたえるべきことがあるから、よんだ」

　私わたしは顔かおを上あげ、するどい目めを恭きょう也やにむける。

「伝つたえるべきこと？」

　恭きょう也やは、怪け訝げんそうな顔かおをしている。

「今日きょうかぎりで、私わたしは怪かい盗とうファンタジスタを引いん退たいすることにした」

　恭きょう也やが、あまりにおどろいたのか、口くちを半はん開びらきにしてかたまっている。

　このていどでおどろきをあらわにするとは、精しょう進じんが足たりないな。

「はあっ!?」

　おどろきから覚かく醒せいしたらしい恭きょう也やが、私わたしの机つくえの前まえまで身みを乗のりだしてくる。

「やかましいぞ、恭きょう也や。ともかくそういうわけだ。──２代だい目めは、恭きょう也や。おまえにまかせる」

「はあっ!?」

　それ以い上じょうは、説せつ明めいしなかった。




　ぼうぜんとする恭きょう也やに怪かい盗とうファンタジスタをたくし、私わたしはすぐに旅たびじたくをはじめた。

「具ぐ体たい的てきに、どのようにタキオンにむかうつもりですか」

　旅たびに同どう行こうするアランが、たずねてくる。

　今こん回かいの旅たびには、アランしか連つれていくつもりはない。

　もともと私わたしのもとで働はたらくのは少しょう数すう精せい鋭えいであったし、まとまった金かねをわたしてある。

　残のこした人にん間げんは、恭きょう也やが使つかうなり好すきにすればいい。

「日に本ほんに行いこうと思おもう」

　私わたしは考かんがえていたことを、口くちにする。

「日に本ほん？」

　アランが、意い外がいそうに首くびをひねる。

「あの国くには、タキオンの影えい響きょうがまだうすい。それに──ヤツらもいるしな」

「怪かい盗とうレッドですね」

　アランが、苦にがい笑わらいをうかべる。

　アランは、やつらにしてやられたことがあるからな。

「ヤツらならば、その信しん条じょうをもって、日に本ほんに侵しん攻こうしてきたタキオンと正しょう面めんからぶつかることになるだろう」

「協きょう力りょくすると？」

　アランの問といに、私わたしはきっぱりと首くびを横よこにふる。

「いや。私わたしは組そ織しきをつくる。すでに、タキオンは個こで対たい応おうできる組そ織しきではない。ちょうど、ラドロという、タキオンにつぶされた組そ織しきがある。利り用ようさせてもらおう」

「しかし、そのていどでは足たりないのでは？」

　アランが、冷れい静せいに指し摘てきしてくる。

　私わたしもこたえる。

「焼やけ石いしに水みずだろうな。だが、１つの旗はた頭がしらになればいい。──タキオンにこの世界をわたさぬ、という」

　かかげる旗はたがなければ、集あつまるものも集あつまらない。

「集あつまるでしょうか。裏うらの世せ界かいの人にん間げんはすでに、タキオンの顔かお色いろをうかがう者ものばかりになりつつありますが」

「それを引ひっくり返かえすためだ。それを私わたしの人じん生せい最さい後ごの仕し事ごととしよう」

　私わたしは立たちあがると、長ながく拠きょ点てんとしていた屋や敷しきをあとにした。







　　　　３　巨おおきすぎる敵てき







　わたくし──宝ほう条じょう有あり栖すは、アランがいれた紅こう茶ちゃをひとくち、いただく。

　緊きん張ちょう感かんのある話わ題だいに、知しらないうちに、のどが渇かわいていたみたい。

　そして、やっぱり、アランは、なにをつくってもおいしいわ。

「おもしろいお話はなしね。そして、とほうもない計けい画かくの話はなしでもあるわ」

「ここまでかたちを整ととのえてあったからこそ、今いまの状じょう況きょうがある──と」

　ケイが、冷れい静せいな分ぶん析せきを口くちにする。

　そのとおりね。

　土ど台だいがなければ、今いまごろ日に本ほんはタキオンのなすがまま、だったでしょうし。

「たしかに、この状じょう況きょうは『マシ』なのかしら？」

　わたくしはかるく肩かたをすくめる。

　さっきの、おじいちゃんの『最さい初しょよりはマシな予よ測そく』という言こと葉ば。

　わたくしとケイの落おちついた会かい話わに、おじいちゃんが笑えみをうかべている。

「あのころの予よ定ていとはちがった。だが、新あらたな世せ代だいの成せい長ちょうは期き待たい以い上じょうだな」

「それでも、差さは歴れき然ぜんとしていますが」

　アランって、少すこし悲ひ観かん的てきなところがあるようね。

「私わたしは悲ひ観かんはしておらん。我われ々われは戦せん争そうをするわけではないのだからな」

　おじいちゃんのきっぱりとした言いい方かたに、わたくしは思おもわず笑わらってしまう。

　だって。

「まるで、悪あくに立たちむかう正せい義ぎの味み方かたね？」

　どこかの赤あかい怪かい盗とうさんみたい。

　でも、アルフォンスという稀き代たいの怪かい盗とうが立たちあげた「人じん生せい最さい後ごの計けい画かく」。

　それに、心こころがひかれるのも、たしかよ。

「いや。ただ世せ界かいという美うつくしいものが、うばわれるのがゆるせない、これは怪かい盗とうの矜持プライドだ」

　おじいちゃんは、迷まよいなく言いいきる。

　その顔かおは、老ろう人じんのものではまったくない。

　戦たたかうことを、覚かく悟ごした顔かお。そして、矜持プライド？

　思おもわず、絵えに写うつしとりたくて、ペンと紙かみを探さがしたくなるほどよ。

　そして……血ちは繫つながっていないはずなのに、その言いい方かた、弟で子しも継ついでいるんじゃないかしら。

「気き持もちは、理り解かいできるわ」

　わたくしも、タキオンに世せ界かいの美うつくしいものをめちゃくちゃにされるのが嫌いやで、ラドロにいるのだから。

　おじいちゃんが、紅こう茶ちゃを飲のみ干ほす。

　そして、車くるまいすから、スッと立たちあがり、部へ屋やの書しょ棚だなにむかって歩あるいていく。

　……!?

　わたくしはおどろいて、すぐには声こえが出でない。

　ケイも目めを見み開ひらいている。

「えっ、歩あるけたの、おじいちゃん!?」

　わたくしにしてはめずらしく、声こえをはりあげてしまったわ。

「気きがつかなかった」

　ケイも、目めを細ほそめておじいちゃんを見みている。

「タキオンと対たいするには、まずは私わたしの演えん技ぎていどは見みぬけるように、なってもらわぬとな」

　おじいちゃんは、クツクツと笑わらう。

　敵てきをだますには、まず味み方かたから。

　車くるまいすを使つかっていたのはカモフラージュで、本ほん当とうは歩あるけたというわけね。

　すっかり、だまされていたわ。

「このことは、ほかにだれか知しっているのかしら？　恭きょう也やとかは？」

　わたくしはきく。

「いや。知しらん。不ふ肖しょうの弟で子しは、いつ気きづくことやら、だ。気きづいたならそのときは、少すこしはほめてやってもいいかもしれん」

　おじいちゃんは、楽たのしげに笑わらう。

「とんだ師し匠しょうをもって、恭きょう也やも大たい変へんね」

　わたくしは肩かたをすくめて、恭きょう也やに少すこしばかり同どう情じょうしたわ。

　──巨おおきすぎる敵てきとの戦たたかい。

　すべてが終おわってから、こんなお茶ちゃ会かいが憂うれいなく開ひらけるといいわね。今こん度どは恭きょう也やも入いれて。

　心こころから、そう願ねがっているわ。







[image: 魔法使いの才能 ── 外伝 怪盗ファンタジスタ THE SECOND]







　　　　１　織おり戸と恭きょう也やの、ある優ゆう雅がな午ご後ご







　とあるヨーロッパの小しょう国こく。

　その街まちの郊こう外がいに、屋や敷しきがぽつんと建たっている。

　おれ──織おり戸と恭きょう也やこと、怪かい盗とうファンタジスタの拠きょ点てんとなる屋や敷しきだ。

　その一いっ室しつのソファにすわり、おれはタブレット端たん末まつを見みていた。

　画が面めんに表ひょう示じされているのは、ニュース記き事じ。


富ふ豪ごうターナー氏し、怪かい盗とうファンタジスタの予よ告こくにも動どうじず



　フランス語ごで、大おおきく書かかれている。

　記き事じに目めを通とおす。


富ふ豪ごうのターナー氏しが、自じ身しんが持もつ歴れき史しある古こ城じょうで、オレンジダイヤモンドを披ひ露ろうするパーティーを行おこなうことを発はっ表ぴょうした。

しかし、このオレンジダイヤモンドに対たいして、ヨーロッパを中ちゅう心しんに活かつ動どうする、あの怪かい盗とうファンタジスタが予よ告こく状じょうを出だしたという。ターナー氏しに直ちょく接せつ話はなしをきいた。



　そこからは、ターナーに対たいするインタビューになっている。


『今こん回かいの展てん示じのオレンジダイヤモンドについて、怪かい盗とうファンタジスタが予よ告こく状じょうを出だしていますが、どう対たい策さくをとりますか？』

『なにも問もん題だいない。この古こ城じょうへやってくる道みちは、１本ぽんしかない。空そらからこようものなら、警けい報ほうシステムが鳴なり響ひびく。そして万まんが一いち、古こ城じょう内ないに入はいれたとしても、セキュリティの高たかさは最さい高こう峰ほうだ。ダイヤに触ふれることすらできん。怪かい盗とうファンタジスタだろうが、不ふ審しんな侵しん入にゅう者しゃへの警けい備び態たい勢せいは万ばん全ぜんだ』

『では、怪かい盗とうファンタジスタであっても、盗ぬすむことは不ふ可か能のうということですか？』

『そう言いっている。この古こ城じょうは難なん攻こう不ふ落らくだ』



　ターナーの自じ信しん満まん々まんな顔かおが、写しゃ真しんで載のっている。

　おれは、タブレット端たん末まつをテーブルにおくと、思おもわず笑わらいをもらす。

「いい宣せん戦せん布ふ告こくだ」

　こうまで、迎むかえうつと宣せん言げんしてくれると、盗ぬすみがいがある。

　これで『盗ぬすまれるのがこわいのでパーティーはやめました』なんて言いわれたら、興きょうざめだ。

　あの大おお粒つぶのオレンジダイヤモンドは、長ながらく表おもて舞ぶ台たいから消きえていた宝ほう石せきだ。

　50年ねんほど前まえに、一いち度どオークションに出だされたが、それ以い降こうの足あし取どりは消きえたまま。

　それがつい先せん月げつ、亡なくなった大だい富ふ豪ごうの財ざい産さんから発はっ見けんされ、今こん回かいターナーの手てにわたることになった。

　それをすぐさま見みせびらかすことを決きめたターナーのおかげで、幻まぼろしのオレンジダイヤモンドは、再ふたたび表おもて舞ぶ台たいに現あらわれることになった、というわけだ。

　そんな宝ほう石せき、おれがねらわないわけがない。

　そんなおれの前まえに、エレガントなかたちのティーカップがおかれる。

「なぜ、わざわざ予よ告こく状じょうを出だされたんですか。警けい戒かいされてしまったのでは？」

　従じゅう者しゃであり仲なか間まのマサキが、カップをテーブルにおいてから、疑ぎ問もんをむけてくる。

　先せん代だいの怪かい盗とうファンタジスタは、いちいち予よ告こく状じょうを出だしたりしなかったらしいからな。

　盗ぬすむだけなら、デメリットしかない予よ告こく状じょうの意い味みが、生き真面目まじめなマサキには、理り解かいしにくいのかもしれない。

　マサキはおれに忠ちゅう実じつだが、小こ言ごとが多おおいからな。

　だが、おれの答こたえはいたってシンプルだ。

「予よ告こく状じょうを出ださなければ、おれの観かん客きゃくたちが楽たのしめないだろう？」

　おれの答こたえに、マサキが小ちいさくため息いきをついている。

「怪かい盗とうの仕し事ごとはショーだから、ですか」

　部へ屋やのすみにひかえている、ツバキが言いう。

　彼かの女じょも、古ふるくからの付つき合あいの、信しん頼らいのおける配はい下かの１人ひとりだ。

　とはいえ、それはおれの評ひょう価かであって、ツバキはおれのことを品しな定さだめするように、見みているふしがある。

　先せん代だいとは仕し事ごとのやり方かたが違ちがうし、とまどいもあるだろう。

　それも、これから納なっ得とくさせればいいことだけどな。

「そうだよ。だいぶ、おれの仕し事ごとの流りゅう儀ぎがわかってきたじゃないか」

　おれは、にっこりとほほ笑えむ。

　仲なか間まの理り解かいが進すすむのは、いいことだ。

「あきらめているだけです。……調ちょう査さ報ほう告こくですが、こちらが古こ城じょうに出で入いりする者もののリストです」

　ツバキが、おれのタブレット端たん末まつにリストを転てん送そうしてくる。

「仕し事ごとが早はやくて助たすかるよ、ツバキ」

　おれはタブレット端たん末まつを手てにとり、リストを開ひらく。

　順じゅん番ばんにチェックしていくと、富ふ豪ごうや資し産さん家かの名な前まえが、ずらりとならんでいる。

　宝たからを自じ慢まんするためのパーティーだ。それなりに招しょう待たい客きゃくも多おおい。

　そこに１つ、興きょう味み深ぶかい名な前まえを見みつける。

「いいのがあるじゃないか」

　おれは、ニヤリと笑わらう。

「なにか、方ほう法ほうがみつかりましたか？」

　マサキがきいてくる。

　ツバキも気きになっているようだ。

　おれは２人ふたりの顔かおを見みまわすと、宣せん言げんした。

「ああ。────これからおれたちは、マジシャンになる」







　　　　２　鉄てっ壁ぺきのセキュリティ？







　古こ城じょうへは、舗ほ装そうされてはいるものの、けわしい山やま道みちがつづいている。

　元もとは、山やまを天てん然ねんの防ぼう壁へきとした、砦とりでのような古こ城じょうだったのだろう。

「あれが目もく的てき地ちだな」

　車くるまの窓まどから、おれは左ひだりななめ前ぜん方ぽうに見みえる、城しろを指ゆびさす。

「恭きょう也や様さまの屋や敷しきも大おおきいと思おもっていましたが、城しろとなるとべつのレベルの大おおきさですね」

「外そとから見みると古ふるいですが、中なかはだいぶ改かい装そうしたそうです」

　マサキとツバキが、それぞれに感かん想そうを口くちにする。

　今日きょうのおれたちは、車くるまに乗のってきている。

　運うん転てん席せきはマサキ、助じょ手しゅ席せきにおれ、後こう部ぶ座ざ席せきにツバキがすわっている。

　マサキの運うん転てんは、すべるようになめらかだ。

　マサキは、だいたいなにをさせても人ひとに気け配はいを気きづかれないほど、上手うまくやる。

　もちろん、全ぜん員いん変へん装そう済ずみだ。

「問もん題だいなのは、あの橋はしですね」

　マサキが、道みちの先さきに見みえる橋はしを見みて言いう。

「天てん然ねんのセキュリティだ。ターナーが『難なん攻こう不ふ落らく』と言いいきるだけはあるね」

　おれは、橋はしとそのまわりを見みまわす。

　古こ城じょうに行いくまでには、この橋はしを通とおるしかない。

　その理り由ゆうは、古こ城じょうが谷たにに囲かこまれているからだ。

　深ふかさ40～50メートルはある谷たにで、谷たに底そこに流ながれる川かわに落おちれば、ただではすまない。

　そして、むこう岸ぎしまでの距きょ離りは30メートルはある。

「ここを、橋はし以い外がいの場ば所しょから飛とび越こえようとすれば、警けい備びシステムに引ひっかかります」

　ツバキが説せつ明めいする。

　谷たにのまわりの空くう中ちゅうにむけて、レーダー型がたのセンサーをはりめぐらせているらしい。

　金かねのかかる話はなしだ。

「忍しのびこむとすれば、やっかいですね」

　マサキが、顔かおをしかめる。

「忍しのびこむのが面めん倒どうなら、正しょう面めんから入はいればいいだけさ」

　おれは、気きがるに肩かたをすくめる。

　橋はしの手て前まえで、車くるまがつらなって渋じゅう滞たいしている。

　橋はしの入いり口ぐちで、検けん問もんが行おこなわれているようだ。

　のんびり順じゅん番ばんを待まっていると、おれたちの番ばんがまわってくる。

　車くるまを橋はしの前まえで止とめると、警けい備びの制せい服ふくを着きた男おとこが２人ふたり、車くるまに近ちか寄よってきた。

「招しょう待たい状じょうの提てい示じを、お願ねがいします」

　警けい備びの男おとこが言いってくる。

　あきらかに、金かね持もちに見みえるかっこうはしていないのだが、態たい度どを変かえないところは、よく教きょう育いくが行いき届とどいている。

「これですね」

　マサキが愛あい想そよく、招しょう待たい状じょうをわたす。

　この招しょう待たい状じょうには、チップが仕し込こまれていて、それを読よみ取とることで、招しょう待たい客きゃくの名な前まえや年ねん齢れい、顔かお写じゃ真しんまで、個こ人じん情じょう報ほうと照しょう合ごうできるようになっている。

　警けい備びの男おとこが、招しょう待たい状じょうにセンサーらしき機き械かいを当あてている。

　画が面めんに表ひょう示じが出でたらしい。

　おれたちの顔かおと、見みくらべている。

　確かく認にんがとれたのか、一いっ瞬しゅんだけ警けい備びの男おとこたちの空くう気きがゆるむ。

　パーティーには不ふ似に合あいなおれたちに、少すこしばかり警けい戒かいしていたのだろう。

「パーティーでショーをするマジシャンの方かたですか。お顔かおも一いっ致ちしました。先さきにお進すすみください」

「ご苦く労ろう様さまです。それでは」

　おれが助じょ手しゅ席せきから愛あい想そよく言いい、車くるまは橋はしをわたる。

　これで潜せん入にゅう成せい功こうだ。

　どんなに高こう度どなセキュリティを使つかっても、それを運うん用ようするのが人にん間げんである以い上じょう、穴あなはある。

　今こん回かいのおれたちのからくりは簡かん単たんだ。

　このパーティーには、ショーを披ひ露ろうするマジシャンがよばれている。

　しかも、ちょうどスタッフを入いれて３人にん。

　そのマジシャンたちに変へん装そうし、なり代かわった。

　顔かおの確かく認にんは人ひとの目もく視しだけで、カメラを使つかったＡエーＩアイ認にん証しょうがされるわけじゃない。

　それだと、本ほん格かく的てきな変へん装そうをしていなくても、十じゅう分ぶんにごまかせる。

　もちろん、カメラを使つかった認にん証しょうであっても、問もん題だいない対たい策さくはしてあるけどね。

　それに招しょう待たい状じょうのチップ認にん証しょうへの信しん頼らいが高たかすぎて、それが本ほん物ものであれば警けい備びに疑うたがいは持もたれない。

　どんなに高たかいセキュリティも、人にん間げんが穴あなをつくっていては、入はいり放ほう題だいというわけさ。

　なり代かわった、本ほん物もののマジシャンたちはどうしたかって？

　彼かれらは、今いまごろ高こう級きゅうホテルのマジックショーの準じゅん備びを、しているところだよ。

　本ほん物もののマジシャンたちに招しょう待たい状じょうが届とどく前まえに回かい収しゅうしたあと、ターナーの代だい理り人にんを名な乗のって『急きゅうに予よ定ていが変かわってキャンセルになった』と伝つたえてある。

　そのときに、かわりのマジックショーの仕し事ごとも手て配はいしておいたんだ。

　彼かれらの仕し事ごとの１つを、うばってしまったからね。

　おわび、というわけだ。

「しかし、かわりのマジックショーの手て配はいまでする必ひつ要ようがあったんですか？」

　マサキが車くるまを運うん転てんしながら、怪け訝げんそうな顔かおをしている。

「必ひつ要ようさ。目めの前まえの仕し事ごとがあれば、断ことわられた仕し事ごとのその後ごになんて、そうそう目めをむけないからな。それに、疑うたがいが彼かれらにむけられたら、もうしわけないだろう」

　パーティーの行おこなわれる日ひに、遠とおい地ちでマジックショーをしていたとなれば、彼かれらには鉄てっ壁ぺきのアリバイができあがる。

　疑うたがわれることもない。

「いたれりつくせり、という気きもしますが」

　ツバキは、表ひょう情じょうを変かえないまま言いう。

「利り用ようさせてもらうからには、それぐらいのアフターサービスは、しておくべきさ。一いち流りゅうのショーマンとしてはね」

　今こん回かいの仕し事ごとで悪わるい気き分ぶんになるのは、オレンジダイヤモンドをうばわれるターナーだけでいい。

　道みちが広ひろくなり、車くるまの速そく度どが上あがる。

　古こ城じょうが近ちかづいてきた。

　おれは、肩かた越ごしにマサキとツバキを見みる。

「さあて。ショータイムのはじまりだよ。気き合あいを入いれていこうか」







　　　　３　最さい高こうのショーとして







　車くるまを指し定ていされた駐ちゅう車しゃ場じょうに止とめ、古こ城じょうの入いり口ぐちにむかう。

　外がい壁へきは年ねん代だいを感かんじさせるが、よく見みると、ごく最さい近きん行おこなわれたと思おもわれる、補ほ修しゅう箇か所しょもいくつも見みえる。

　そこでも再ふたたび招しょう待たい状じょうのチェックをされたが、橋はしでしたのと同おなじチェックなので問もん題だいない。

　おれたちは、そのまま古こ城じょうの中なかに入はいる。

　ツバキの情じょう報ほう通どおり、古こ城じょうとよばれていても中なかはきれいに整ととのえられていて、壁かべも最さい新しん素そ材ざいに塗ぬり替かえられて、床ゆかも高こう級きゅう品ひんに張はり替かえられている。天てん井じょうの高たかさはさすがだが、古ふる臭くささは感かんじない。

　これだけの古こ城じょうなのだから、もっと趣おもむきを残のこせばいいものを。

　庭てい園えんもつぶしてしまったのか、１つも見み当あたらない。

　ターナーには、花はなを愛めでる気き持もちはないらしい。

　城しろというだけあって、とにかく広ひろいので、招しょう待たい客きゃくがかなりの数かず入はいったのに、混こみあう感かんじはまったくない。

　残ざん念ねんながら、招しょう待たい客きゃくが行いける範はん囲いは限かぎられているものの、機き会かいがあればゆっくり散さん歩ぽでもしたいくらいだ。

　あてがわれた部へ屋やに荷に物もつをおくと、おれはすぐにターナーとの面めん会かいを申もうしこむ。

「こちらでお待まちください」

　執しつ事じ服ふくをきた男おとこに、おれたちはべつの部へ屋やに案あん内ないされ、その場ばで待まつことになった。

　招しょう待たいされたマジシャンとして、最さい初しょにターナーにあいさつしておく必ひつ要ようがある。

　だが、順じゅん番ばん待まちが多おおいらしい。

　これだけのパーティーを開ひらけるターナーと、仲なか良よくしたい金かね持もちは多おおいだろうからな。

　部へ屋やは、待たい機きするだけのものとしては、十じゅう分ぶんに豪ごう華かだ。

　ソファやテーブルはアンティークもので、壁かべにかかっている絵かい画がも、１００年ねんほど前まえのフランス人じん画が家かの作さく品ひんだ。

　近ちかづいて見みなくても、真しん作さくであることがわかる。

　しかし、絵かい画がもアンティークも、この城しろに由ゆ来らいするものではなく、どれもターナーの趣しゅ味みだろう。豪ごう華かではあるが、統とう一いつ性せいが欠かけている。見みせびらかしたい、ターナーの性せい格かくがよく出でている。

「ターゲットを、まちがえないでくださいよ、恭きょう也や様さま」

　おれが絵かい画がを見みていることに気きづいたのか、マサキが、くぎを刺さしてくる。

「おれへの信しん頼らいがたりないな。いい絵えだから、見みていただけさ」

　気き分ぶん屋やのおれが、この絵かい画がもいただいていく、と言いい出ださないかと、疑うたがっているらしい。

「信しん頼らいしているから、心しん配ぱいしているんです」

　マサキが負まけずに言いいかえす。

　そういう気き分ぶんになるときもないとは言いわないが、今こん回かいはさすがに自じ重ちょうするさ。

　美うつくしい本ほん命めいが、おれを待まっているんだからね。

　30分ぷんほど待まって、部へ屋やに執しつ事じがよびにくる。

「主しゅ人じんのターナーが、お会あいになるそうです」

　執しつ事じに案あん内ないされて、おれたちはろう下かを歩あるき、べつの部へ屋やの前まえにつく。

「ご一いっ行こうをお連つれしました」

　執しつ事じがドアをノックして、部へ屋やの中なかにむけて告つげる。

　ドアが開ひらくと、中なかからべつの執しつ事じが現あらわれる。

「どうぞ、中なかへ」

　おれたちは、執しつ事じに言いわれたとおり、部へ屋やの中なかに入はいる。

　ターナーが、部へ屋やの奥おくのソファにすわっている。

　小こ太ぶとりの60代だいの男おとこで、髪かみはブロンドで、着きているスーツは１００万まんはくだらない高こう級きゅう品ひんだ。

「マジシャンのオリヴァー・スミスです。今こん回かいは、すばらしい機き会かいをいただきありがとうございます」

　うやうやしく頭あたまを下さげたおれのうしろで、マサキとツバキもならう。

「ああ、パーティーでのショーには期き待たいしている。招しょう待たい客きゃくをがっかりさせるんじゃないぞ」

　ターナーは、ぞんざいな態たい度どで言いう。

「はい。みなさまをおどろきの渦うずに巻まきこんで、ご覧らんに入いれましょう」

　本ほん当とうは、ここでマジックの１つでも見みせたいところだが、ターナーはこちらに興きょう味みもなさそうだしやめておこう。

　あれは観かん客きゃくにはならない。

「ふん。ショーの出で来きがよほどよければ、追つい加かで報ほう酬しゅうを支し払はらってやってもいい。はげめよ」

　ターナーはそう言いうと、執しつ事じに目め配くばせする。

　もう出でて行いけ、ということだろう。

　執しつ事じがドアを開あける。

「失しつ礼れいいたします」

　おれはあいさつをしてから、部へ屋やを出でる。

　待またされたのは30分ぷんだったが、ターナーと話はなしたのは１分ぷん足たらずだ。

　イスにすわることもなかった。

　おれたちのことなど、会あう価か値ちもないとでも、ターナーは思おもっているんだろう。

　あいつには、思おもう存ぞん分ぶん、おどろいてもらおう。

「追つい加か報ほう酬しゅうでいただくものは、もう決きめてあるしな」

　おれはつぶやく。

「準じゅん備びがあります。行いきましょう」

　マサキに言いわれ、おれはうなずくと、ろう下かを歩あるきだす。




　夜よも更ふけ、パーティーの時じ間かんになった。

　マジックショーの準じゅん備びは、すでに終おえている。

　おれは舞ぶ台たい袖そでから、パーティー会かい場じょうのホールに目めをむける。

　３００人にんは余よ裕ゆうで入はいれる広ひろいホールに、ビュッフェ形けい式しきで料りょう理りがならんでいる。

　しかし、人ひとが集あつまっているのは、料りょう理りではなく、後こう方ほうのスペースだ。

　そこには、頑がん丈じょうなケースに入いれられた、オレンジダイヤモンドが飾かざられている。

「パーティー会かい場じょうの中なかに飾かざることも、ツバキの調しらべたとおりか」

　この展てん示じ方ほう法ほうも、ツバキが調しらべて事じ前ぜんにわかっていた。

　しかし、まさかおおぜいの集あつまるパーティー会かい場じょうと同おなじ場ば所しょに展てん示じするとはね。

「パーティーの間あいだ中じゅう、オレンジダイヤモンドを話わ題だいにしたい、といったところですか」

　マサキが、冷さめた目めで招しょう待たい客きゃくたちの様よう子すを見みている。

「これは、がんばらないと、おれたちのマジックショーなんて、オレンジダイヤモンドの前まえに、見みむきもされないかもしれないな」

　おれはかるく笑わらう。

「そんなこと、少すこしも思おもっていないでしょう？」

　マサキが、あきれたように言いう。

　もちろん、おれは否ひ定ていしない。

　あらためてオレンジダイヤモンドが飾かざられているほうを、見みる。

　ケースのまわりには、警けい備びの男おとこたちが10人にんほどついている。

「一いち度どにご覧らんいただけるお客きゃく様さまの人にん数ずうを、制せい限げんさせていただいております。それと、ガラスケースには、あまり近ちかづきすぎないようにお願ねがいします。万まん一いちふれた場ば合あいは警けい報ほう器きが作さ動どうし、身み柄がらを拘こう束そくさせていただきます」

　警けい備び員いんが、よびかけている。

　当とう然ぜんながら、ガラスケースにさわっただけでも、警けい報ほう器きが鳴なる仕し組くみになっている。

　オーソドックスな警けい報ほう装そう置ちだ。

　そのほかにも、ホール内ないには警けい備び員いんが30人にん、外そとには20人にんはいた。

　厳げん重じゅうな警けい備びではあるが、この古こ城じょうにくるまでのセキュリティにくらべれば、一いち段だん落おちる。

　ガチガチなセキュリティで固かためてしまっては、オレンジダイヤモンドを間ま近ぢかで自じ慢まんできないという、ターナーの見み栄えとプライドが、そうさせたんだろう。

　10メートルもはなれたような場ば所しょから遠とお目めでしか見みられないなんてことにしたら、なんのためのパーティーかわからない。

　宝ほう石せきの大おおきさにおどろき、かがやきに感かん動どうしてほしくて、人ひとを集あつめているのだ。

　そのとき、ホールの照しょう明めいが、バチン、と消きえる。

　そして、舞ぶ台たい上じょうにスポットライトが当あたった。

　立たっているのはターナーだ。

「────みなさま、今日きょうは我わが古こ城じょうへ、よくお越こしくださいました。料りょう理りを用よう意いさせていただきましたので、ごゆるりとおくつろぎください。そして、あちらには私わたしが先せん日じつ手てに入いれました、幻まぼろしといわれるオレンジダイヤモンドが展てん示じされています。ぜひご覧らんになってください」

　パチパチパチ、とホール中じゅうから大おおきな拍はく手しゅが鳴なり響ひびく。

　そうして、パーティーはなごやかにはじまった。

　料りょう理りを楽たのしむもの。歓かん談だんするもの。そして、オレンジダイヤモンドを見みるために歩あゆみよるもの。

　招しょう待たい客きゃくの動うごきは、それぞれだ。

　おれとマサキはパーティーには参さん加かせず、マジックショーのために舞ぶ台たい袖そでにひかえたままだ。

　ツバキには、べつに役やく割わりをまかせてあるから、この場ばにはいない。

　パーティーがはじまって40～50分ぷんほどしたところで、執しつ事じが声こえをかけにくる。

「そろそろショーをお願ねがいいたします。準じゅん備びはよろしいですか」

「問もん題だいありませんので、はじめます」

「わかりました」

　おれの答こたえに、執しつ事じはすぐにもどっていった。

　照しょう明めいなどの各かく担たん当とう者しゃに、連れん絡らくをしに行いってくれたのだろう。

「それでは、ここからは特とく別べつなマジックショーをお楽たのしみください！」

　司し会かい役やくの男おとこが言いい、おれたちに視し線せんを送おくる。

　おれがまず、舞ぶ台たい上じょうに進すすむ。

　ホールの照しょう明めいは薄うす暗ぐらくしてあり、舞ぶ台たい上じょうのライトだけが明あかるい。

「はじめまして、みなさま。オリヴァー・スミスです。ここから少すこしの間あいだだけ、お時じ間かんをいただきます」

　おれはそう言いって、くるりと両りょう手てをまわす。

　　　ポンッ

　おれの両りょう手てから現あらわれた花はな束たばに、歓かん声せいが上あがる。

　おれがそれを上うえに放ほうり投なげると、空くう中ちゅうで一いっ瞬しゅんにして無む数すうの花はなびらに変かわり、それはひらひらと舞まい落おちる。

　観かん客きゃくからの拍はく手しゅが起おきる。どうやら、つかみはよさそうだ。

　おれは、そこからさらに準じゅん備びしてきた、マジックを披ひ露ろうする。

　右みぎ手てにステッキを出だすと、おれはくるりとまわして、ステッキの先さきで風ふう船せんをふくらませる。

　　　パンッ！

　割われた風ふう船せんから出でてきたのは、大たい量りょうのトランプ。

　おれがスペードのエースを手てにとり、それを指ゆびではじくと、最さい初しょに出でてきた花はな束たばが、おれの手ての中なかに現あらわれる。

「すごいわね」

「あのマジシャン、腕うでがいいじゃない」

「なかなか見みられないショーだな」

　観かん客きゃくは、おれのショーに釘くぎづけになっている。

　おれは、さらに見み栄ばえするマジックを選えらび、披ひ露ろうしていく。

　会かい場じょうは盛もりあがり、あっという間まに、マジックショーも終おわりにさしかかる。

「今こ宵よいは、素す敵てきなパーティーでショーができること、本ほん当とうに光こう栄えいに思おもいます。ですが、今こん夜やの主しゅ役やくは、やはりあのすばらしいきらめきを放はなつ、オレンジダイヤモンド」

　おれは、ホールの後こう方ほうのケースに入はいった、オレンジダイヤモンドに片かた手てをさしのべる。

　上じょう機き嫌げんな客きゃくたちが大おおきくうなずいている。

「──その主しゅ役やくを、ぜひこのステージにご招しょう待たいしたいと思おもいます」

　とつぜんのおれの宣せん言げんに、一いっ瞬しゅん、観かん客きゃくはわけがわからないというようにざわついた。

　満まん面めんの笑えみをうかべたおれはカウントをはじめる。

「３、２、１……」

　おれのカウントが終おわると同どう時じに、

　　　パンッ

　はじける音おとが鳴なる。

　それと同どう時じに、おれの手てのひらの中なかには、光ひかり輝かがやくオレンジダイヤモンドが現あらわれる。

　おおっ！　という歓かん声せいが上あがると同どう時じに、疑ぎ問もんの声こえもきこえてくる。
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「本ほん物ものか？」

「いや、まさか」

「ちょっと待まて。ケースの中なかのオレンジダイヤモンドがないぞ！」

　うしろにいた観かん客きゃくが、大おお声ごえを上あげる。

　それでよけいに、ホール内ないのざわめきが大おおきくなる。

「じゃあ、やっぱりあれは本ほん物ものなの!?」

「さすがに仕し込こみだろう!?」

　最さい初しょは小ちいさかった観かん客きゃくの声こえも、今いまではふつうの大おおきさだ。

　広ひろい会かい場じょうだが、ケースの中なかに宝ほう石せきが見み当あたらないことは、警けい備びがすぐに確かく認にんしたらしい。

　あわてた様よう子すで、ターナーがケースにかけよっている。

　近ちかくにいた招しょう待たい客きゃくを押おしのけ、ケースの前まえに立たつ。

「な、ない！　まさか、あのマジシャンの持もっているのが……いやそんなわけがない！　ええい、ケースを開あけろ！　セキュリティを切きれ！」

　ターナーが、警けい備びに命めい令れいする。

「わ、わかりました！」

　警けい備びの男おとこの１人ひとりが、どこかに連れん絡らくをとっている。

　その間あいだも、ターナーはじれったそうに、くちびるをかんで待まっている。

「セキュリティを切きりました」

　警けい備びからその言こと葉ばをきくと、ターナーはガラスケースに飛とびつくように、しがみつき、ケースを持もち上あげた。

　その瞬しゅん間かん──

　　　パンパンパンパン！

　ホール内ないのあちこちから破は裂れつ音おんがして、煙けむりがふき出だす。

「きゃああ！」

「火か事じ!?」

「逃にげろ！」

　ホール内ないに集あつまった人ひと々びとがどよめきはじめる。

　　　パンッ！

　そのホールにひときわ大おおきな音おとが、鳴なり響ひびく。

　パニックになっていた人ひとの動うごきが、一いっ瞬しゅん止とまる。

　煙けむりが晴はれていき、黒くろいマントに顔かお半はん分ぶんをおおう白しろいフェイスマスクをした、おれこと怪かい盗とうファンタジスタが、ケースの真ま上うえの空くう中ちゅうに姿すがたを見みせる。

「う、浮ういている……！」

「あれは……もしや、怪かい盗とうファンタジスタか！　この警けい備びの中なか、入はいりこんだのか!?」

　ざわめきが、大おおきくなる。

　おれはゆったりとしたしぐさで、あたりを見みまわすと、おおげさに一いち礼れいをする。

「おさわがせしてもうしわけありません。この煙けむりは火か事じではありませんので、ご心しん配ぱいなく。少しょう々しょう、私わたしの仕し事ごとに必ひつ要ようなものだったのです。ほら、この通とおりに」

　おれの手ての中なかには、オレンジダイヤモンドがある。

「予よ告こくしたように、いただきにあがりましたよ。オレンジダイヤモンドまでの丁てい寧ねいなご案あん内ない、ありがとうございます、ムッシュ」

　おれはターナーにむけて、笑わらいかける。

「き、貴き様さま!?　わざと、私わたしにケースを開あけさせるために！」

　ターナーも、どういうことか気きづいたらしい。

　ステージで見みせたオレンジダイヤモンドは、イミテーション。

　偽にせ物ものだ。

　それだけなら、偽にせ物ものだと思おもうだろう。

　しかし、同どう時じにガラスケースから、オレンジダイヤモンドが見みえなくなっていたら？

「あなたなら、ケースを開あけてたしかめると思おもいましたよ。自じ分ぶんだけを信しんじて、人ひとのことは疑うたがっている。だから、自じ分ぶんの目めでオレンジダイヤモンドを確かく認にんしなければ、気きが済すまない、と」

　ターナーの顔かおは、真まっ赤かだ。

「あいつをつかまえろ！」

　ターナーが怒ど鳴なる。

　その声こえに反はん応のうして、警けい備びの男おとこたちが、おれにむかってこようとする。

　　　パンパンパン！

　また、ホール内ないに音おとと同どう時じに煙けむりがたちこめる。

　次つぎの瞬しゅん間かんには、おれの姿すがたはホールから消きえていた。







　　　　４　どこまでも飛とべる







　おれは、マサキとツバキといっしょに、古こ城じょうの屋おく上じょうにむかって、階かい段だんをかけあがっていた。

「ゆっくりと、オレンジダイヤモンドをながめたいところだが」

「今いまはそんな場ば合あいじゃありません」

　息いきも切きらさずに、マサキが律りち儀ぎに釘くぎをさしてくる。

「わかっているさ」

　屋おく上じょうにたどりつくと、そのままのスピードで、屋おく上じょうのはしまで走はしる。

　風かぜが強つよい。

「行いこうか」

　一いっ瞬しゅん後ご、おれたちは、屋おく上じょうのへりをけり、空くう中ちゅうに飛とびだした。

　落らっ下かに入はいってすぐに、空くう中ちゅうで用よう意いしてきたハンググライダーの翼つばさを広ひろげると、一いっ気きに風かぜに乗のる。

　地じ面めんでは警けい備びの人にん間げんが、おれたちを指ゆびさしているのが見みえる。

　空そらの高たかみを流ながれる風かぜをすべるように古こ城じょうをはなれ、一いっ気きに谷たにを越こえる。

　警けい備びシステムは、警けい報ほうを鳴ならしているだろうが、逃にげるのには問もん題だいない。

　あのシステムの問もん題だいは、守まもるのに特とっ化かしていて、逃にげる相あい手てを追おうためにはつくられていないことさ。

　つまり、逃にげるなら、空そら。空くう中ちゅうに対たいしては無む防ぼう備びだ。

「残ざん念ねんだったな、ターナー」

　おれは古こ城じょうに別わかれをつげると、しばらく空そらの旅たびを楽たのしんだ。
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　拠きょ点てんの屋や敷しきにもどってきたおれは、リビングルームの大おおきなソファに、１人ひとりすわっていた。

「ご苦く労ろう様さま、ツバキ」

　おれは、あらためて裏うらで動うごいてくれていた、ツバキに礼れいを言いう。

「いえ、たいしたことはしていません」

「そんなことはないさ。ツバキが前まえもって、ケースの中なか身みがないように見みえる細さい工くと、会かい場じょうに煙えん幕まくの仕し込こみをしておいてくれたんだからね」

　ツバキに別べつ行こう動どうをさせていたのは、このためだ。

　変へん装そうが一いち番ばんうまいツバキに、別べつの姿すがたに変へん装そうし、会かい場じょうの招しょう待たい客きゃくとして入はいりこんでもらった。

　その上うえで、仕し込こみをすませてくれていたのだから、今こん回かいの手て柄がらの半はん分ぶんはツバキのおかげと言いっていい。

「それは、恭きょう也や様さまのマジックの腕うでがすばらしかったからです。みな、引ひきつけられて仕し込こみをするのに、こまりませんでした」

　ツバキが、一いっ切さい、表ひょう情じょうを変かえずに言いう。

「そんなにほめられると、てれるね。この才さい能のうを活いかして、将しょう来らいはマジシャンになるのも悪わるくないかもしれないな」

　あのショーは、怪かい盗とうの仕し事ごとを抜ぬきにしても楽たのしかった。

　おどろきに目めを見みひらき、歓かん声せいをあげる人ひと々びとを見みるのは、気き持もちのいいものだ。

　この手てのひらの上うえで、人ひとの心こころをふるわせ、また驚きょう喜きさせるのは──。

「恭きょう也や様さまは、本ほん当とうに成せい功こうされそうなのが、こわいです」

　マサキが、ため息いきをついている。

「表おもての顔かおを用よう意いされるのは、悪わるいことではありません」

　ツバキは、意い外がいと賛さん成せいらしい。

「おい、ツバキ。おまえがそんなことを言いうから、恭きょう也や様さまがまた調ちょう子しに乗のられるのだ」

「それは、おまえが恭きょう也や様さまのお気き持もちを理り解かいしていないからだろう」

　マサキとツバキが、言いい合あいをはじめる。

　この２人ふたりは、仲なかがいいのか悪わるいのか、わからないな。

　マサキも、ああ言いいながら、理り由ゆうがあれば反はん対たいはしないだろう。

　本ほん格かく的てきに考かんがえてみてもいいかもしれない。

　それはそうと。

「それについては、またあとで考かんがえるとして。今こん夜やは、こいつをながめつつ、３人にんで最さい上じょう級きゅうの茶ちゃ葉ばでティータイムとしようじゃないか」

　おれは、オレンジダイヤモンドを手てにとる。

「すぐに、ご用よう意いします」

　マサキが、お茶ちゃの用よう意いをするためにキッチンへむかう。

　おれはオレンジダイヤモンドを光ひかりにかざす。

　キラキラと輝かがやくダイヤモンド。

　これを見みると、世せ界かいは美うつくしいものであふれてることを、感かんじさせてくれる。

　さあ、次つぎはどんな美うつくしいものを、おれに見みせてくれるかな？


See,the next showtime
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